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まえがき

多くの学校の先生方が「子どもは変わったJ

と言われます。「今まで通用していた指導が

今年のクラスには通用しない。Jr指示が入
らないjと言われます。不登校、いじめ、家

庭内暴力、リストカット、自殺願望、万引き、

ドラッグ、援助交際、学級崩壊などという言

葉も生まれてきましたが、子どもたちの心の

思いを採っていくと、セルフイメージが弱く、

自分を好きだと思えないで、「私の人生はど

うせたいしたことはない。だからどう生き

たって変わらないJという思いを持っている

子どもたちが急増しているように思われま

す。若いときから、すでに人生をあきらめて

しまっているわけです。

こうした現象を見ると大人たちは、子ども

にきちんとした生活規範を身につけさせなけ

ればと思うのですが、それ以前に大人たちは、

子どもの心に寄り添ってきたのだろうか、子

どもと向き合ってきたんだろうかという反省

を求められます.

あるテレビ局の中学生を対象とした番組

で、「死にたいと思った人はいる?Jと聞く

と、半分近くの生徒が手を上げました。 fど

んなとき?Jと聞くと、みんな答えは同じで、

fお母さんと話したあとJ、とくに食事のと

きだということでした。食事をするのは本来

楽しいときのはずなのですが、なかなか話す

機会がないためにお母さんはつい言ってしま
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遠山信和(恵那教会牧師)

います。 fもうすぐ期末試験でしょう。だら

だらしてたらいけませんよ。がんばってね。j

インタビューに答えた一人の生徒は、お母さ

んに辛かった思いを告白しました。 f今回、

部活で後笠と00で・. . 0 Jしかし、お母

さんの答えは、 fなんだ、そんなこと。あん

たの方が先輩なんだから、あなたがしっかり

すればすむことじゃないの。しっかりしなさ

い。Jお母さんに自分の気持ちを伝えても分

かつてもらえない。子どもにしてみたら、「そ

んなことがあったの、大変だったねjと、う

けとめてもらいたかったのです。

罪の閣とむなしさが地上を覆っている、心

傷ついた子どもたちが大勢いるこの時代で

す。親に認められたい一心でよい子を演じる

子どもたち、かまってほしいと授業中に立ち

歩く子どもたち、一人になるよりはましとい

じめに耐え続ける子どもたち。彼らが立ち

直っていくのは、信頼できる大人に出会うこ

とによってです。 fこの人は私を拒絶しない。

この人は私を受け入れてくれる。J主が私た

ちをそのように受け入れてくださったよう

に、私たちも、子どもたちの隣人となるため

に祈ってまいりたいと思います。

伝道においても、牧会においても、教会形

成においても、子ども(の心)と出会うこと、

子どもの心に届くこと、これが今日もっとも

求められていることではないでしょうか。



巻頭説教

「真理と命に至る道 J
ーヨハネによる福音書 14章1-7節による説教ー

ヨハネによる福音書 14章 6節で、主イエ

スはこう仰せになっています。

「わたしは道であり、真理であり、命であ

る。わたしを通らなければ、だれも父のもと

に行くことができないJ。

また、同じ 14章の 1節ではこう仰せになっ

ています。

「心を騒がせるな。神を信じなさい。そし

て、わたしをも信じなさいJa

このふたつのみ言葉の密接なつながりとい

うことをまず党えておきたいのです。

主イエスは、 6節では、真理と命に生きる

道は、わたしのほかにはないと言われます。

真理はひとつであり、命もひとつです。そし

て真理も命も、神のもとにあります。そして

私たちが神に近づき、真理と命にあずかる道

も一本きりなのです。それがイエス・キリス

トという通路です。ほかの道はないのです。

そのことを前提としたうえで、 1節で主イ

エスは弟子たちに、心を騒がせることなく、

私を信じなさいと言われるのです。

私たちが主イエスを信じるとは、主イエス

に身を委ねることです。ほかの誰でもなく、

イエス・キリストを真理と命に至る、まこと

の神に至る、ただひとつの道であると思い定

めて、このお方を私の人生の中心として選ぴ

取っていくことです。

そうである以上、信じるということは、あ

いまいなことではありません。.本当かどうか

わからないけれども、とりあえずこちらにも

立ち寄ってみょうか、といったたぐいのこと

ではないのです。信じることは、その意味で

木下裕也(豊明教会牧師)

は決意することだと宮つでもよいでしょう

し、明確な意志表示であると言ってもよいの

です.

そしてそのように主イエスを唯一の道とし

て選びとる時に、私たちの人生は初めて腰の

すわったものになります。背筋がしゃんとし

てくるのです。主イエスを信じることによっ

で私たちの心は定まり、命に中心が生まれ、

そこには確かな人格をもった人聞が生まれま

す。パウロは、キリストと結ばれる人はだれ

でも、新しく造られた者なのだと諮っていま

すが(コリントの信徒への手紙ニ5章 17節)、

信仰によって人はそのような人間としてまさ

に新しく生まれるのです。それゆえに信じる

といういとなみは、私たちが人間であるため

の、また人間となるための、もっとも根源的

な土台なのです。

ところでヨハネによる福音書のこの場面

は、主イエスが十字架にかけられる前夜に、

弟子たちに告別の説教を諮っておられる場面

なのです。すでに主イエスはイスカリオテの

ユダの裏切りとペトロの否認とを予告してお

られます。弟子たちの心は騒いでいます。つ

まり恐れと不安にもまれています。
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そうした中で主イエスは、心を騒がせるな

とお命じになるのです。

心を騒がせるなとは、じっと静かにしてい

ればよい、心を動かさなくともよいというこ

とではありません。また、ちりぢりに苦しれた

思い'をただうまくしずめるということでもあ

りません。

そうではなく、人に本当の命を与えてくだ



さるお方は誰であるのか、人が真に信じ従っ

ていくべきお方は維であるのか、そのことを

今こそ誤りなく見定め、そのひとりのお方を

選ぴ抜いていく勇気と決意をかためよという

ことなのです.

私たちが今現に生きている社会は、割合に

ほどほど、ということや、仲を取りもつ、と

いうこと、あるいは中庸ということが重んじ

られている社会です。けれども主イエスを信

じるとは、おそらくはそのような態度からは

もっとも遣いみ言葉ではないでしょうか。

ルカによる福音書には「レギオンJの記事

がありますが (8章 26節以下)、現代という

時代のひとつの特徴は、人間の心も体もパラ

パラに引き裂かれているというところにある

とも言われるのです。現代人も社会のいろい

ろな場所に身を置き、いろいろな顔を持ち、

けれどもそれぞれの場所にある慣習や価値観

の板挟みとなり、またさまざまな不安や恐れ

や怒りをかかえて生きています。その点では、

十字架を前に心を騒がせている弟子たちとき

わめて似た状況だとも言えるのではないで

しょうか。

さらに現代社会には、世界のどの場所でも

差別や偏見や争いがあります。そういう状況

に自分自身もまた置かれているひとりひとり

として、私たちはやはりしっかりと確かめて

おきたいと思います。信仰とはそのような分

裂を、あるいは矛盾や対立をうまくカバーし、

調和させるための道具ではないのです.信仰

とは勇気と決断のもとに選ぴ取られるもので

す。そこではじめて、真理が見えてくるので

す。命が見えてくるのです。

さて、主イエスは弟子たちに心を騒がせる

なとお命じになりました。けれ.ども 12章 27

節ではこう仰せになっていました.

「今、わたしは心騒ぐJ

十字架の死を前にして、主イエスはおんみ
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ずから心騒がせておられたのです。心騒がせ

る弟子たちを前に、ご自分だけ超然としてお

られたのではなかったのです.人間の祈りや

たたかい、恐れや不安を、手にとるように理

解しておられたのです。と言うよりも、ご自

身がそのただ中に身を置いておられたので

す。

しかもなおかっ、心を騒がせるなと仰せに

なりました。なぜなら私たちが唯一の真理と

命の道としてこのお方を選ぴ取るなら、もは

や究極的に心を騒がせる必要はないからで

す。

主イエスは私たちが心騒がせる者であるこ

とを知り抜いておられ、なおかつ私たちの住

まいを用意していでくださるのです (1節)。

私たちを受け入れ、私たちの命を肯定してく

ださるのです。そして、私たちに信仰によっ

て歩む者としてくださるのです。

旧約の時代のイスラエルは荒れ野の旅路に

あって、昼は裳の柱、夜は火の柱に導かれて

歩んだとあります(出エジプト記 13章21-

22節)。私たちの道はイエス・キリストです。

このお方を通して、私たちは神の真理と命に

至ります。イエス・キリストが指さされるそ

の方向に、イエス・キリストにともなわれて

歩むとき、私たちは父なる神に至り、真理と

命に至るのです。

信伸とは単なる思いや憧れや感情といった

ものではありません。主イエスのみ言葉に聞

き、またみ言葉に従う意志であり、また決意

です.決意にともなって服従が生まれます。

すなわち主イエスというお方を選ぴ取ると

き、私たちはおのずから主イエスのみ言葉に

従うのです。そして、み言葉に聞き従う歩み

を重ねていくことによって、私たちは真理を

知り、命を知るに至るのです。真理と命に至

るための秩序というものがあるのです。イエ

ス・キリストという通路を通るということで



す。時聞をかけながら、その道を忠実に歩ん

でいくということです。

宗教改革者カルヴアンは、教会の教育とい

うことを重んじたと言われます。子どもたち

を信仰告白に導くカテキズム教育も重視しま

したし、大人たちを礼拝の説教やさまざまな

学びの備えによって教育することにも意を用

いました。

教会員たちは、それこそ召されるまで教育

されました。母なる教会は信徒たちを生涯教

え続けました。それはカルヴアンが、真理や

命は一足飛びに、劇的な出来事によって一挙

に猿得できるものではなく、道なる主イエス

のみ言葉に養われ続けることによって与えら

れる賜物であることを知り抜いていたためだ

と思うのです。

主イエスが備えてくださった天の住まいに

迎え入れられるとさまで、私たちはこの地上

で主イエスにつながり、主の教会につらなる

ことによって、真理と命に至る唯一の道なる

お方に従い、そのみ言葉に養われて歩み続け

るのです。
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日曜学校・教会学校訪問

大屋伝道所教会学校の紹介

1.大屋伝道所と教会学校

大屋伝道所は、兵庫県北部に位置する養父

郡大屋町(五千人弱の小さな過疎の可)にあ

ります。周りは山々に固まれ、川の流れる緑

豊かな谷間の町です。 1968年に開拓伝道が

始まり、 1991年に中会所属伝道所になりま

した。教会学校は、 1997年から始まり、現

率 7年目に入っています。主目の朝 9時 15

分から 1時間ですが、はじめに全員でf子ど

もの礼拝Jをささげ、その後は各分級に分か

れます。

いつも来ている子どもたちは、契約の子ど

もたち 10人と未信者の子ども 1人です。そ

のほかに、時々来る子どもたちが数名います。

教師は、若い両親、青年を中心として 8人い

ます。

2.礼拝

教会学校は、子どもたちが(親も大人も共

に)喜んで神様に礼拝し、神様の前に生きる

教会の一員として成長することを目的とし

て、始められました。礼拝が、教会教育の始

まりであり、終わりであることを認識しなが

ら、礼拝を充実したものにするために、努カ

しています。昨年の 3月からは、中部中会教

育委員会『日曜学校教案誌』と『子どもカテ

キズム』を採用して、礼拝を行っています。

礼拝プログラムは、次のようなものです.

オルガンのぜんそう

こどものさんびか

しゅのいのり

子どもカテキズムのこうどく
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大屋伝道所宣教教師 西牧夫

おいのり

せいしょ・せっきょう

あんしょうせいく

おいのり

こどものさんびか

けんきん・おいのり

しようえい

しゅくふく

オルガンのこうそう

司会と説教は、月 3回は牧師が担当し、残

り1田を教会学校教師が噸番に担当していま

す。献金・お祈りは子どもたちが噸番に奉仕

しています。

3.分級

分級は、幼稚科 3名、小学下級科2名、小

学中級科 3名、小学上級科 3名、中学科 2名

に分かれています。それぞれの分級は、 1名

から 2名の教師が担当します。

幼稚科と小学下級科は、主に工作や絵を描

きながら、聖書の物語を学び、小学中級科以

上は、教師との対話を通しながら、子どもカ

テキズムを学んでいきます.特に、この分級

の時間は、子どもたちと教師との対話的な関

係の中で、お互いが深く触れ合うことを大事

にしながら、年齢に合わせて学び、考えてい

くことを重視しています。

4.年間の主な行事

①『世界に平和を、世界にパンを』

1月の 2田の礼拝献金を、世界の戦争・飢

餓・障害などで苦しんでいる人々のために働



いている機関や施設に献金します。そのため

に、事前の合同分級で、献金先の国や機関や

施設のことについて学びます.世界の広がり

と現状に目を向け、さまざまな人々と、平和

を求めて、共に生きるための祈りを深めます。

昨年は、戦争のあったアフガニスタンで活

動している「ペシャワール会jに、今年は、施

設を訪問して身体障害者の方々と交わり、障

害を持つことの意味を考えながら「聖患授産

所Jに献金しました.

②イースターとクリスマス

イースターには、分級時間にみんなでイー

スターエツグ探し、公同礼拝後のイースター

祝会の中では、教会学校で費美の披露をして、

楽しいときを持ちます。

クリスマスには、毎年 12月の第 1土曜日

の午前に、近隣の子どもたちへの伝道として、

子どもクリスマス礼拝の集会を持ちます。第

1部でキャンドル礼拝を行い、第 2部では賛

美や楽器演奏、ゲームやクリスマスにちなむ

工作を楽しみます.第 3部で教会学校の生徒

による聖書物語劇を披露し、最後にクリスマ

スケーキをもらって帰ります。最近は、この

クリスマス集会が地域に定着したようで、子

どもとと親を合わせて 50名ほどの人数が集

まるようになりました。このことを通して、

地域に教会学校の存在とその働きが理解され

るように願っています。

2002年12月8日(土)子どもクリスマス礼拝(諭美の時間)

③一日夏期学校と中会合同夏期学校

一日夏期学校は、夏休みに入る直前の日曜

日の午後から月曜日の朝にかけて、教会に 1

泊して行います。教会庭で、飯金炊飯やキャ

ンプファイヤーをしたり、賛美やゲーム・ス

イカfJなどをしながら、大人も子どもも楽し

みます。特に、子どもは、いつもとちがって

教会に治まるので、わくわくします.

夏休みの一大イベントは、神戸であるニ泊

三日の合同夏期学校です。距離的にも遠く離

れ、ほかの教会をあまり知らな・い子どもたち

にとって、合同夏期学校は、ほかの教会の友

だちに出会う大きな出会いの場になっていま

す。この出会いを過して、教会の大きな広が
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りに心が聞かれていきます。

④老人ホーム訪問

去年から、母の目とクリスマスに、可の老

人ホームを訪問しています。楽器演奏や賛美

を披露したり、一緒にお年よりの方々と歌い、

触れ合いながら交わりの時を持ちます。

この訪問を、お年寄りの方々が本当に喜ん

で下さり、その喜ぴが子どもたちにとっても、

人に仕えることの大きな喜びとなっていま

す。教会学校が、タトに向かつて聞かれ、地域

に貢献できる一つの契機になっています.

⑤こじか文庫

今年の 4月より正式に本の貸し出しが始ま

りました。大屋町には、図書館がありません。



ですから、地域の子どもたちに本の世界に少

しでも触れてもらいたいとの顧いから始めら

れました.この文庫の働きを過して、豊かな

可能性を秘めた子どもたちが、世界の見えな

い豊かさを感動をもって知り、自分からも創

造できる人間へと成長するための、一つの働

きを担えればと願っています.

5.教会学校教師会

教会学校教師会は、毎月最終主目の午後に

持たれます。教師は、教会学校未経験の若い

契約の貌や青年が多く、現在 8名おります。

大屋伝道所にとっても、契約の子どもの教育

の経験は初めてのことで、全員が試行錯誤を

繰り返しながら、一緒に学びを続けています。

その学びにあたって、中部中会教育委員会の

日曜学校教案誌の聖書研究・カテキズム研

究・説教・分級例が、大きな導きとなってい

ます。

毎月の教師会では、各分級の.子どもたちの

状態とその祈りの課題について報告し、諸行

事について話し合います。特に、教師会とし

て大切にしているのは、お互いの教師として

の成長のための学びと蟻輸です.参考までに、

これまで取り上げた学びと識論には、次のよ

うなものがあります.

0学びのテキスト

・『希望の教育 2(子供と祝うキリスト教の

祭りH、レギーネ・シントラー著
. r信徒のための神学講座(子どものための
説教入門u、加藤常昭著
・『響かせていくこととしての信仰教育A(大

会レポート、教案誌創刊号掲載)、三川栄

ニ著

. r契約の子供の教育J(大会レポート)、吉
岡良昌著 など

O蟻輸のテーマ

-十戒の第一戒と第二戒をめぐって(日本の

偶像崇拝的精神土壌の中で)

・福音の光に照らされた罪の理解とその教え

方について

・公同礼拝に向かう子どもたちの姿勢の育成

について{礼拝する喜びに向かつて)

-コミュニケーションにおける言葉をめぐっ

て(教える宮葉・対話的言葉など) など

6.現状と課題

現在は、子どもたちとともに、真実に神さ

まに礼拝をささげるあり方をめぐって、もっ

ともっと学びと理解を深め、体得していく必

要を覚えています。そして、この福音に生か

される礼拝の喜びが豊かにされることを通し

て、契約の子どもたちが信仰告白へ、未信者

の子どもたちが洗礼へと導かれることを祈っ

ています。

地域に開かれた教会学校の伝道と奉仕の鋤

きは、これからの大きな謀題です。すでに始

められているクリスマス集会・老人ホーム訪

問・こじか文庫などの働きを過して、教会学

校の福音宣教と愛の業と文化的奉仕の働き

が、小さいながらも着実に地域に広げられ、

浸透していくことを祈っています。
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聖書研究・説教展開例・分級展開例



日曜学校 2003 年度カリキュラム (2003 年 7~9 月分)
一救済史に基づく一年間のカリキュラムー

月 日 主 題 聖書箇所 暗唱聖句

教会暦・行事 単元の目標

7月 6日 神の人モーセ | 出エジ2:1-10，3:1・10I 出エジプト2:24-25
契約に真実な神を仰ぎ、教会共同体のために神に応答するよう励ます

7月13日 主の過ぎ越し |出エジプト仰・.27I出エジプト 12:26-27
購いのみわざによって罪赦され、神の民とされる忠みに招く

7月20日 出エジプト 出エジプト 14章 出エジプト 14:14

神の救いの確かさ、その力の偉大さを鶴美しよう

7月27日 契約のしるし 出エジプト24章 出エジプト24:8b

契約の恵みに応答することへと招〈

8月 3日 約束の地 ヨシュア3章 ヘブライ 13:8

信何による確かな歩みへと招く

8月10日 ダピデとゴリアト 詩編18:36

神の勝利を確信して、神のための戦いを戦おう

8月17日 ダピデ契約 ザムエル下7:1・17 サムエル下7:9

主イエスを寵しする預雷の確かさ、神の約束の真実さを覚えよう

8月24日 ソロモン王 列王上3章 列玉上3:14

神の祝福を神と人とのために用いる祝福へと招〈

8月31日 ユダの滅亡 エレミヤ18:1-17 エレミヤ18:6b

神の見えない御手の創造と滅ぼすみわざを覚えよう

9月 7日 回復の預言 | エゼキエ凶:11・31I ヨハネ10:14
真の牧者なる神の羊の群れとされている率いを感謝しよう

9月14日 捕囚からの解放 イザヤ45:1・13 ローマ 13:1

(15敬老の日) 異邦の王キュロスさえ用いて救う神のカと恵みを讃美しよう

9月21日 礼拝の再建 ネヘミヤ8:1・12 ネヘミヤ8:10b

礼拝がどれほど大きな恵みであり務めであるかを覚えよう

9月28日 新しい契約 エレミヤ31:31-34 エレミヤ31:33b

キリストにおける契約の成就を指し示し、旧約を福音として受け止めよう
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7月6日 f神の人モーセj 聖書研究

テキスト 出エジプト記 2章1.... 10節、 3章1.... 10節

(1)モーセの出生

ヨセフの時代にエジプトに移住したイスラ

エル人は、エジプトの地で圏中に溢れたと吉

われるほど多くなっていました。そのため、

フアラオは、イスラエル人の f生まれた男の

子は一人残らずナイル川に放り込めjと命じ

ました。このような絶望的な命令が下された

時代に、モーセはイスラエル人としてエジプ

トの地に生まれました。

モーセの可愛さ故に、モーセの家族はフア

ラオに逆らい、モーセを殺さずに隠していま

した。しかし、隠しきれなくなり、モーセを

パピルスで編んだ徳に入れて、ナイル川の葦

の茂みの中に流しました。イスラエルの民と

モーセは、絶望的な状況に置かれました。

(2)ファラオの娘に拾われる

さらに絶望的と思われることが起こりまし

た。しかも、モーセには何もできません。す

なわち、プアラオの娘に見つかるのです。モー

セはどうなるのか!その緊張感があります。

しかし、プアラオの娘は、残虐な父とは逆に、

このへプライ人の子どもを育てる決意をしま

す。こうして、奴隷の子であったモーセが、

エジプト人の子どもとして引き上げられ、こ

れからの働きに備えることとなります。必要

な賜物も備えられ与えられるのです。

まるで神様がおられないのではないかと思

える状況の中で、神様の救いの御業の備えが、

静かに着実になされいます。ここに、摂理の

神がおられ、神の救いの御業があります。

(3)モーセの民族意識と民の拒絶

40歳になり、モーセは、イスラエル人と

しての民族意識を持ち、痛めつけられ苦しめ

られている同胞を助けようとします。その中

で彼はエジプト人を殺してしまいます。また、

イスラエル人同士が争っているときに民を裁

こうとしたモーセを同胞の民は拒絶し、エジ

プト人を殺したことを指摘するのです。これ

らのことはすぐにフアラオにしれるところと

なり、モーセは荒れ野に逃げなければならな

くなりました。モーセは強い意識と自らのカ

で民を救おうとしたのですが、しかし、それ

は神様の御心にかないませんでした.モーセ

は、荒れ野で神の器として整えられることに

なります。

(4)モーセの召命

モーセは荒れ野に追いやられ、ミディアン

の祭司エトロのもとで羊飼いとして生活しま

す。そこで 40年生活し、 80歳になったとき

に、神様がモーセを召し出しました。

その召しは、神様の契約に基づいて、イス

ラエルの民をエジプ卜の地から約束の地へ導

き入れるために、モーセを立てて用いるとい

うものでした。しかし、この時年老い、家族

を持っていたモーセは、すにで 40歳の頃の

カや気カも意気込みもなくなっていたので

しょう。召命を拒絶しました。しかし、その

ように自らのカに頼らなくなったモーセを神

様は召しておられました。

絶望的な状況の中でナイルJI!から引き上げ

られた何のカも持たないモーセは、再びすべ

てのカが失われたとき、神様によって引き上

げられました。神様はご自身の契約に基づい

て御自身のご計画と御カによってその民を救

い出されます。それは、その契約を捨て去る

ことのない神様の真実です。そして、神様は

弱い者をこそ用いて、その真実と御カを示さ

れるのです。(春名義行)
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7月6日 「神の人モーセJ 説教展開例

テキスト 出エジプト記 2章1-10節、 3章1-10節

〔単元のねらい〕

モーセの誕生と召命を取り扱う。モーセの生涯から、救済の歴史は、一気にその核心へと動

き出す。聖書の神は、御自身の民イスラエルをその契約の故に、徹底して救われる。そのため

に神は、御自身の僕をお立てになられる.それがモーセである。具体的なモーセという人物な

しに御業はありえない。また、聖書の神は、我々のために働かれる神であることもますます明

らかになる。契約の子はもちろん、子どもたちひとり一人が神の召しを受け、神のために、神

の民のために立ちょがる使命と幸いを伝えたい。

『神の人モーむJ

エジプトに住み着いたイスラエルの人たち

は、神さまの祝福を受けて人ロが増えてゆき

ました。やがて、あのエジプトの総理大臣に

までなったヨセフさんのことをまったく知ら

ない王様が現れ、このように考えました。「こ

のまま行くと、イスラエル人がどんどん増え

て、ついには、この国はあいつらのものとなっ

てしまうかもしれない。」そこで、王様は恐

ろしい法律を作りました。それは、 fイスラ

エル人として生まれてくる赤ちゃんが男の子

であれば殺せ、ナイル川に放り込んでしまえJ

というものでした。何と恐ろしい法律でしょ

うか。けれども、それに従わなければ、その

人も、殺されてしまうのです。

さて、あるとき、祭司の家の男の人が結婚

して、男の子の赤ちゃんが生まれました。そ

の赤ちゃんは、それはそれは、かわいかった

のです。殺してしまうことはどうしてもでき

ませんでした。三ヶ月の問、隠し続けたので

入れてナイル川に流したのです。いくら水が

入らないようにしても、ナイル川をどんどん

流されていってしまったら、きっと死んでし

まいます。その子のお姉さんは遠くから流さ

れてゆく赤ちゃんを追いかけました.すると、

どうでしょう。水浴びに来ていた、王女さま

が赤ちゃんを見つけました。王女様はすぐに、

これは、イスラエルの赤ちゃんだと気がつい

て、かわいそうになりました。それを見てい

たお姉さんは、勇気を出して言いました。 fそ

の子に、お乳を飲ませるイスラエルの女の人

を呼んできましょうか。」するとどうでしょ

う。王女様はにっこり微笑んで fそうしてお

くれJと言ってくれたのです。そこで、お姉

さんは急いで、お母さんを呼んできて、赤ちゃ

んはお母さんのおっぱいで大きくなることが

できました。この赤ちゃんが、今日から 4回

お話する主人公のモーセです。

す。けれどもとうとう、赤ちゃんの泣き声も やがてモーセは、立派な大人になりました。

大きくなって、隠し通すことができなくなつ ある日のこと、宮殿のタトに出て、エジプト人

てしまいました。そこで、両親は、水が入ら がイスラエル人を奴隷のように酷〈働かせて

ないように工夫した能の中にその赤ちゃんを いるのを見ました。モーセは、そのエジプト
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人を殺してしまいました。そればかりかなん

と、その事が、王様の耳に届いてしまいまし

た。そのため、モーセは、王様のもとから逃

げ出し、羊飼いをしている祭司の娘と結婚し

ました。そこで、羊飼いとしてずっと働き続

けました。

長い月日が流れました。ある日のこと、モー

セは、いつものように羊を飼って、ホレプと

いう山に来ましたが、とても不思議な光景を

見ました。柴の木の聞に炎が燃え上がってい

るのです。そのような火事はたまにあります

が、不思識なことは、その柴の木が燃え尽き

ないのです。するとどうでしょう。その燃え

ている木の聞から神さまが「モーセよ、モー

セよjと呼びかけられたではありませんか。

モーセは Iは、はいJと答えるのが精一杯で

す。すると神さまは、「ここに近づいてはな

らない。靴を脱ぎなさい。あなたのたってい

る場所は聖なる土地です。Jrわたしはあな
たの父の神である。アプラハムの神、イサク

の神、ヤコプの神である。Jrわたしはエジ
プトにいるわたしの民が苦しみを見た、叫ん

でいるのを聞いた。モーセよ、今、あなたは

王様ファラオのところに行かせる。私の愛す

る民をエジプトから連れ出すのだ。j神さま

は、モーセを、イスラエルを救い出すために、

選ばれたのです。

考えるとモーセの生まれたこと、危ないと

ころを王女さまに助けられて、エジプトの皇

太子として育てられたこと、そこから逃げ出

して羊飼いとして普通の暮らしをしていたこ

と、全部が神さまの御計画です。それは、神

さまが、神さまの民イスラエルを救うという、

アプラハム、イサク、ヤコプたちと交わした

契約の故です。神さまは、この約束を覚えて

おられ、そのために、モーセを選び出された

のです。

僕たち私たちは、「生まれる前から神さま

に愛されてきた00ちゃんの、誕生日です。

おめでとう jと誕生会のときに歌います。こ

こにいる僕たち私たちは、神さまから選ばれ

ています。まだ赤ちゃんのうちに、知らない

うちに、教会に来ている子も、友だちに誘わ

れて来てくれたお友だちも、神様から選ばれ

ているからここにいるのです。まだ大人には

なっていませんが、神さまは、皆さんを必ず、

神さまの救い、神さまの栄光のために、教会

を過して神さまが大きな働きをさせてくださ

るに違いありません。神さまが育ててくださ

るのです。その日のためにも、僕たち私たち

は、イエスさまを信じ続けて、教会学校を大

切にします。そして、先生たちは皆をそんな

子どもたちと期待しています。そして、一番

期待し、信じておられるのは、皆を生まれさ

せ、教会に導いてくださった神さまです。モー

セの神さま。アプラハムの神さまです。そし

てその神さまは先生の、僕たち私たちの神さ

まです。(相馬伸郎)

〔今日の暗唱聖句〕 出エジプト記 2章24-25節

神はその嘆きを聞き、アプラハム、イサク、ヤコプとの契約を思

い起こされた。神はイスラエルの人々を顧み、御心に留められた。
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幼稚科「神の人モーセJ7月6日

今、教会にきているお友だちも、生まれる

前から神様に愛されて、今も神様に愛されて

います。ここにいる00ちゃんも、ムムくん

も(一人一人の名前を呼びましょう)、神様

くねらい〉

神様に愛されて、神様の子どもとして生ま

れたことを教えましょう。

〈展開例〉

そして、神に愛されて生まれてきたんだよ。モーセさんが生まれてから大人に今日は、

様は、神様の言葉を聞いて大きくなれるよう、モーセさんなるまでのお話を聞きましたね。

みんなを最初から選んで教会に呼んでくだは、生まれる前から、神様にイスラエルの人

さって、来れるようにしてくださったのです。

神様がここにみんなを呼んでくださってい

るのですから、みんなは教会にきて神様の御

言葉を聞いて、神様と教会が大好きな人にな

そし

て、神様にとても愛されていました。だから、

エジプトの王様が子どもを皆殺しにしようと

したときも、神様に守られてエジプトの王女

たちを助けるために選ばれていました。

りましょう。に助けられたのです。

つりおもて
くやってみよう〉

かおのカードを作ろう1
①まるい適当な大きさの画用紙を用意します。

②表には、自分の顔を描きましょう。

③裏には、 fわたし(ぽく)は、神さまに愛され

ている0000ですJと書きましょう.

くさんぴしよう〉

o rうまれるまえからJをうたいましょう。
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7月6日 「神の人モーセJ 小学科下級

〈暗唱聖句〉

出エジプト記 2章24節ー 25節

〈学びのポイント〉

1.神様は、救いのためモーセを用いられた

ように、私たち一人一人をお用いになる。

2.神様のために何が出来るかを考え、喜ん

で出来るようにしたい。

〈展開例〉

モーセは大人になってから、自分と同じイ

スラエル人がエジプト人にいためつけられ苦

しめられているのを見て、錐も見ていないと

思い、そのエジプト人を殺して砂に埋めてし

まいました。

次の目、イスラエル人同士がけんかをして

いるのをとめようと、 fどうして自分の仲間

をなぐるのかjと言うと、 fエジプト人を殺

したように私も殺すつもりかJと言われてし

まったのです。よかれと思つでしたことがわ

かってもらえなかったのです。

〈聖書を聞きましょう〉

出エジプト記3章6節

o ( )をうめて、ことばを完成させま
しよう。

「わたしは、あなたのの神で

ある。の神、

の神、( )の神である。j

くやってみよう〉

かくし定鵡ぢ。九
0モーセは赤ちゃんのとき、ど

こにかくされましたか。正し

い場所に行ってください。

フアラオにも知れて、モーセはミディアン

ヘ逃げ出しました。神様にどうすればいいの

か聞かなかったモーセ、自分で何とか出来る

と思って逃げ出したモーセ。

それから 40年間羊飼いをして、 80オに

なった時、神様はモーセに、諮られました。

自信のないモーセに、何度も何度も諮られま

した。やっと神様に自分をゆだねることの出

来たモーセは、エジプトからイスラエル人を

導き出すためにエジプ卜へ出かけたのです。

神様は私たちを選んで用いられます。神様

に自分をゆだねる時、だめだった自分が本当

に生かされるのです。モーセのように。

〈祈りましょう〉

生まれたときから、おまもりくださり、か

んしゃします。まだ神さまのために、なにも

できないわたしです。モーセさんのように、

よばれたら、いつでも fはいJとこたえます.

<i) <3> @ cs> 
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7月6日 f神の人モーセ」 小学科上級

〈ねらい〉

ヤコプの一族がエジプトに来て 350年ほど

経った。その聞に、総理大臣だったヨセフの

ことも忘れられ、イスラエルの人々は奴隷と

して働かされるようになった。でも、神様は

イスラエルの人々を恵み、その数は空の星の

よう増えた。そのことは、エジプトの脅威と

なり、イスラエルの人々を迫害した.そのよ

うな中でのモーセの誕生の意味を学ぶ。

〈展開例〉

1.エジプトについてどんなことを知ってい

るか。

→出エジプトの学びの準備として、聖書地図

などを参考に、エジプ卜とカナンの地の位

置関係を確認するといいだろう。回大文明

の発祥の地。ピラミッドなどの異国的雰囲

気。

2.聖書の中でエジプトはどんな国だろう。

→経済的また軍事的な大因。それだけに、イ

スラエルの人々にとっては、恐れの思い、

また、憧れの思いもあったかもしれない。

聖書は偽りの神を持つ地として描< (ヨ

シユア 24:14など)。また、聖書の重要な

登場人物の多くが、様々な形でエジプト滞

在を経験している。アプラハム、ヤコプと

子どもたち、エレミヤ、など。イエス様も

(マタイ 2:13から)。

3.ヤコプの一族とその子孫、がエジプトに滞

在してからモーセの時代までのことを、聖

書は何も記さない。神様は黙っておらたよ

うにみえる。どうしてだろう。

→聖書の歴史には、神様が黙っておられると

思われる時代がある。このエジプトの時も

そう。なぜかは人聞にはわからない。でも、

神様は約束を守り、それを行われる.神様

が遠くにおられると感じるときにも、神様

は私たちを知っていてくださる。神様はエ

ジプトにいるイスラエルの人々の嘆きを聞

き、契約を思い起こされた(2:24)。

4.モーセは王女に拾われて育てられる。ど

うして、そのようなことが起こったのだろ

う。

→モーセに特別な働きをさせるために、神様

はモーセを救い、エジプトの王の一族の中

で育つようにされた(使徒 7:17.・22)。

5.どのようにして、モーセは助け出された

だろう。また、神様はなぜご自分が直接な

さらずに、人をお用いになられたのだろう.

→モーセの救いは、王女によるだけでなく、

母親の憐れみ、弟を思う姉の機転などを過

してなされた。神様がなぜ人を用いられる

かはわからないが、それが神様のなさり方。

6.神様は今も人をお用いになられるのだろ

うか。

→神様は今も人を用いて神様の尊いお働きを

なさる。教会の牧師、長老、執事も。そし

て、私たち一人一人も。場合によっては、

神様を知らない人もお用いになられる。
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7月6日 「神の人モーセJ 中学科

|ねらい>

0モーセの生涯を学ぶことによって、私たち

の生涯も神の計画の中に置かれていること

を信じることができるように導きたい。

|展開例>

0モーセの誕生と生育を巡る出来事から(男

児殺害の命令、ナイル川の葦の茂みに隠す、

フアラオの王女の水浴び、実母が乳母とな

る等)、神の摂理的な導きを考えよう。

0暗唱聖旬。

出エジプ卜 2:24-25

0祈りの課題。

040歳で失敗したモーセと、 80歳で召命を

受けたモーセを比較して、人間の計画と神

の計画について考えよう。

|話し合ってみよう1>
o 40歳のモーセの失敗の原因を話し合って
みよう。使徒言行録 7:17・35を参照。 40歳

のモーセは、自らのカに依り頼んでいた。

!祈り>
神からの促しの声を心の内に聞いて、神に

導かれる人生を歩ませてください.
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重量筆書目言果

日 出エジプト記 1章1... 14節

月 出エジプト記 1章15... 22節

火 出エジプト記 2章1... 10節

水 出エジプト記 2章11... 25節

木 出エジプト記 3章1-22節

金使徒言行録 7章17... 29節

土使徒吉行録 7章30... 35節

女ミ二B記会

」



7月13日 「主の過越j 聖書研究

テキスト 出エジプト記 12章21-27節

(1 )過越の祭儀

過越の祭儀において動物とその血を用いる

ことは、創造の秩序と深〈関係しています.

過越の祭儀において、被造物の命が犠牲とな

り、頼いのしるしとなります。

この過越において起こることは、動物の血

を家の入りロの鴨居と二本の柱に塗っていな

い家の初子を皆殺しにするということです.

血を塗っていない家にとって、これは厄災以

外の何ものでもありません。ここで塗られる

血は、異教の祭儀でなされるような、それ自

体が厄災を自動的にしりぞける、厄除けとい

うようなものではありません。この血は神様

の約束のしるしであって、その血に何か効カ

があるというわけではないのです。この血の

塗られたところを過ぎ超すと、神様が約束し

てくださったのです。

このところで塗られる血には命があり、血

は命そのものです。イスラエルの人々の命も、

エジプト人と同様に死すべき命でした。その

命を救い、彼らに命を与えるのは、被造物の

命でした。珊いの御業には被造物の命の犠牲

が必要とされました。神様から与えられ、犠

牲としてささげられた被造物の命と、その命

をしるしとする神様の契約によって、イスラ

エルの子らは命を得ます。被造物の血が身代

わりとなって流されることによって、イスラ

エルの人々の血が流されずにすむのです。

(2)神様を礼拝するために

イスラエルの人々は、犠牲の動物である傷

のない小羊の血によって、生命を得ましたが、

それは、ただ子どもの命を救ったというだけ

ではありませんでした。後の契約締結におい

てさらに明らかにされることですが、被らは

奴隷の状態にあり、神様を礼拝することを中

心として生きる生き方ができない状況にあり

ました.彼らは異教の生活にどっぷりと浸

かつており、罪の中に生きていたのです。そ

の界の支配であるエジプトの中から購い出さ

れたのです。彼らは、神様を礼拝するために、

礼拝者となるために導き出されました。彼ら

のエジプトからの救出は、罪からの瞭いであ

りました。彼らは小羊の血により、この世に

生きる命と共に、神様と交わる真の命に回復

されたと言わなければなりません。

(3)子どもに伝える(共同体の再形成)

この過越の祭儀について、子どもに教え伝

えていくべきことが命じられました。しかし、

それは単なる回想や、創作童話ではありませ

ん。イスラエルの礼拝の中で示される包括的

な側面が含まれています.過越は、その祭り

(礼拝)の中で繰り返し追体験されるのです。

過越を祝うことを過して、まず最初に神様が

救いの御業を行ってくださることが明らかに

され、記憶され、追体験されます。過越の御

業は一度限りですが、記念し追体験すること

により、積い出された民として、共同体を再

形成していくのです。

それは、真の小羊であるキリストによって

購い出された私たちの聞でも、起こっている

ことです。主イエス・キリストの購いの御業

により私たちは救われ、真の命を受けました。

私たちは、神様の御前に礼拝を捧げて、礼拝

のたびにキリストと出会い、キリストの購い

の御業を記念し、追体験するのです。神様の

民が、礼拝において、璃い出された共同体と

して再形成されていくのです。

(春名義行)
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7月13日 「主の過越J 説教展開例

テキスト 出エジプト記 12章21-27節

〔単元のねらい〕

過越の事件は、古いイスラエルにとっては、決定的に重要な事件であった.この祭りを中心

にしてイスラエルの祭儀が整えられて行ったのである。過越の祭りは、まさに祭りの頂点であ

る。親は、子らに過越の祭りの意義を教えることが命じられた。これが、言わば信仰教育の核

心となる.そうであれば、私どもの教育の核心が聖餐にあることは明らかである。実に、我々

の契約の子への信仰教育とは、「聖餐への準備教育jである。聖餐共同体の一員としての自覚

を養い育てるために、我々は様々な営みをなす.しかし、その目標が「ここJにあることを常

に意識して取り組みたい。それゆえ、今日の礼拝式で、期罪の主イエス・キリストを、はっき

りと指差し、救いの喜びと感謝をささげたい。

『主の過越j

神さまは、イスラエルの人々がエジプトで

奴隷にされていて、とても苦しんでいること

をご覧になりました.神さまは、普、アプラ

ハム、イサク、ヤコプと約束されたことを決

してお忘れにはなりません。その約束はイス

ラエルを祝福するというものです。ですから、

神さまはそのために、モーセを生まれる前か

ら選んで、モーセを通してエジプ卜から救い

出すようにしてくださるのです。

神さまの準備された時が来ました。神さま

は、モーセに、「エジプトで苦しんでいる人

達を救い出すのだ。行きなさいJと命じられ

ました。けれども、最初モーセはこう言った

のです。 f神さま、私にはカがありません。 80

識なのです。お話しするのがへたくそです。

だからダメです。」しかし、神さまはモーセ

を励ましてくださいます。そればかりか、モー

セを助けるために、アロンというお話するの

が上手な人を与えてくださいました。こうし

てついに、モーセは、勇気をもって、王様フア

ラオのところに出掛けて行くのです。そして

こう古いました。 fわたしの民を去らせて、

荒れ野でわたしのために祭りを行なわせなさ

いoJところが、フアラオは言いました。「主っ

て何のことか、お前たちの神さまなんてワシ

は知らん。決して、出て行かせはしないぞ。

働いて働いて働くのだ!J 

僕たち私たちも、イエスさまのことをお友

だちに伝えてあげようとして、馬鹿にされた

り、からかわれたりすることがあります。け

れども、神さまは必ずカを与えてくださいま

す.勇気をもって日曜学校に友だちを誘い続

けよう。

さて、そこで神さまは、その強い手でエジ

プト全土に災いを下して、神さまが生きてお

られることをお示しになられました。ナイル

川が血によって染まってしまったり、かえる、

ぷよ、あぷが信じられないくらい増えてし

まったりしました。そのような自然災害を 9

回も起こされたのです。ところが、それでも、

-21・



フアラオは、神さまを畏れてイスラエルを脱

出させようとはしませんでした。

そこでついに神さまは、最後の 10番目の

災いをくだすことにしました。それは、エジ

プトで生まれた赤ちゃんのうち、初めて生ま

れた赤ちゃんは、動物も人間もすべて死んで

しまうというものでした。神さまは、モーセ

にお命じになられました。「イスラエルの人々

が死なないように、小羊の血を玄関のニ本の

柱と鴨居に塗っているなら、わたしの審きは

その家を過ぎこして行きます。あなたがたは、

その小羊のお肉を焼いて食べなさい。パンを

食べなさい。」

モーセは、人々にこれを告げました。そし

てイスラエルの人々はこの神さまの言葉を忠

実に守って、実行したのです。ですから、神

さまの約束どおり、イスラエルの子どもは誰

でも助かったのです。そして、エジプトの人々

は最後の最後まで神さまに反抗したので、神

さまが予告なさったとおりになってしまいま

した。

この出来事から、神さまの民イスラエルは、

毎年毎年、過越の出来事を記念する過越祭を

お祝いするようになりました。そして大人も

子どもも、神さまの御言葉の約束は真実で、

確かなことを覚え続けたのです。

それなら、今、教会ではこの過越の祭りを

お祝いしているでしょうか。していません。

けれども、今、皆の目の前にあるテープルを

見てください。聖餐卓と言います。ここで、

先生たちは大人の礼拝式で聖餐をお祝いしま

す.イエスさまが十字架の上で裂かれたお体

をあらわすパンと流された血をあらわすぷど

うのジュースを食べ、飲むのです。前にならっ

た聖餐の礼典です.この聖餐のお祝いにあず

かる人には、神さまの審きは通り過ぎてしま

います。何故なら、イエスさまが僕たち私た

ちの身代わりになって、十字架で血を流して

くださったからです。僕たち私たちは、罪の

奴隷として滅びなければならないのですが、

イエスさまがあの過ぎ越しの小羊になってく

ださったからです。このイエスさまを信じれ

ば誰でも、罪から救い出され、神さまの子、

神さまの民の一員にしていただけます。です

から、教会は、この聖餐をお祝いしているの

です。イエスさまは、僕たち私たちもまた一

目も早〈、この聖餐を受けて欲しいと願って

おられます。招いておられます。僕たち私た

ちも、そのためにお祈りしましょう。

(相馬伸郎)

(今日の暗唱聖句〕 出エジプト記 12章26-27節

また、あなたたちの子供が、「この儀式にはどういう意味があるのですかjと

尋ねるときは、こう答えなさい。「これが主の過越の犠牲である。主がエジプ

ト人を撃たれたとき、エジプトにいたイスラエルの人々の家を過ぎ越し、我々

の家を救われたのであるJと。
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7月13日 「主の過越J 幼稚科

くねらい〉

過越の出来事が主イエス・キリストによっ

て完成し、主イエスにより救いの恵みが与え

られている。過越が主イエスを指し示す出来

事であることをイ云えましょう。

〈展開例〉

O過越の出来事が子どもの心に印象的に残る

ょうに、エジプトに下された十の災いや過

越の出来事、また出エジプトの出来事を描

いた絵本や聖書物語の読み聞かせをしま

しょう。紙芝居をするのもよいでしょう。

O読み聞かせのあとで、今日の御言葉につい

て、振り返る時を持ちましょう。

Oエジプトからイスラエルの人たちが救い出

されるとき、エジプトには大きな悲しい出

来事が起こりました。それは、エジプトの

すべての生き物の、最初の子どもが全員殺

されたのです。

でもイスラエルの人たちは、錐一人も死

くやってみよう〉

工作をしよう!

にませんでした。それは、家の入りロの柱

と鴨居に塗りなさいと神様から命じられて

いた小羊の血を、みんな塗っていたからで

す。神様は小羊をイスラエルの人たちの身

代わりにして、イスラエルの人たちを怖い

死の罰から救い出してくださいました。

神様がイスラエルの人たちの身代わりに

小羊を殺されたことと、イエス様が十字架

に架かつてくださったことは同じことで

す。イエス様が十字架に架かつてくださっ

て、死んでくださって、このイエス様を信

じことによって私たちの罪の心をきれいに

して、罪の中から救いだしてくださるので

す。これは神様がみんなを大好きだからで

す。だからみんなが救われるように神様は

みんなの罪の身代わりの小羊としてイエス

様を与えてくださったのです。

このイエス様を信じて神様に私たちの罪

も赦していただきましょう。

↓ 
@~たんでtまリヴ11る

モーーー
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7月13日 「主の過越」

〈暗唱聖句〉

出エジプト記 12章 26節句 27節

〈学びのポイント〉

1.イスラエル人をエジプトから救い出され

た神様は、私達の身がわりにイエス様を

送ってくださった。

2.パンとブドウ酒によって十字架のイエス

様をあおざ、新しいいのちをいただいたこ

とを喜び感謝するのが聖餐式。

3.自分のロでイエス様は主であると告白で

きるよう子どもたちを励ましたい。

〈展開例〉

神様はエジプトからイスラエル人を救い出

されるために、 10の災いの最後の災いをエ

ジプトに下されました。それはエジプ卜の人

も家畜も、初子が死ぬというものでした。イ

スラエル人は神様が命じられたとおり小羊の

血を柱とかもいに塗り、やいた小羊の肉と、

〈聖書を聞きましょう〉

出エジプト記 12章27節

小学科下級

酵母を入れないパンを苦菜をそえて食べ、そ

の夜はタトに出ませんでした。神様の救いを思

い出して感謝するための祭りが過越しの祭り

です。このことを必ず子どもたちにも教えな

さいと、神様はおっしゃいました。エジプト

の奴隷だったイスラエル人を救い出された神

様は、罪の奴隷だった私たちをイエス様をと

おして救われます。

イエス様は私たちの身がわりに十字架にか

かつて死んでくださいました。パンを食べ、

ブドウ酒を飲むことによって、十字架のイエ

ス様を見て、喜び、感謝するのが聖餐式です。

自分のロで「イエス様は主ですJと告白でき

る日を楽しみにしています。

〈祈りましょう〉

イスラエルのひとびとを、すくわれた神さ

ま。わたしたちに、イエスさまをくださった

ことを、なによりかんしゃします。いつでも、

イエスさまといっしょに、いさせてください。

o ( )をうめて、ことばを完成させましょう。
「こう答えなさい。『これが主ののぎせいである。

主がをうたれたとき、にいた

の人々の家をし、われわれの家

をのである』と。j

くやってみよう〉

O種なしパンを作ろう!

小麦粉を耳たぶくらいの柔らかさにこねて、ホットプレートで焼いて食べよう。

Oなぜ種なしパンを食べたの・かな? 考えてみよう。
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7月13日 「主の過越J 小学科上級

くねらい〉

出エジプ卜のときに起こったことを確認す

るとともに、その新約的な意味を学ぶ。『ま

ことの過越、神のこひつじ、十字架にほふら

れ、愛はしめされる。J(讃美歌第二編 100:5)0 

〈展開例〉

1.エジプトのフアラオが、イスラエルの人

たちがエジプトから出ることを拒んだと

き、神様はモーセとアロンを過して、エジ

プトに 10の災いを与えられた。それらの

災いを言ってみよう。

→生徒たちから答えを聞いた後、新共同訳聖

書の見出しなどを利用してそれらを確認す

る。最後は初子の死。

2.災いの最大のものは何だったか。

→初子の死。それは、エジプトの中の人間も

家富にも行われた。

3.過越に、神様は何を行うようにと命じら

れたか。

→家族ごとに小羊(山羊)を屠り、その血を

家の 2本の柱と鴨居に塗る。肉は焼いて、

酵母を入れないパン、苦菜とともに食べる。

食べるときは腰帯を締め、靴を騒き、杖を

手にして、急いで食べる。

4.過越のときに行われたことにはどういう

意味があるのか。

→血が塗られた家には初子の死の災いがもた

らされないため。その家では神様の裁きが

過ぎ越し、災いから逃れられた。つまり、

小羊の血は初子の死の身代わりと見ること

ができる。そのほかのことは、あわただし

くエジプトを出ることのため。イスラエル

の人々は、その意味をいつまでも忘れない

ため、神様のご命令により、後の時代まで

祭りの儀式としてこれらのことを行った。

5.過越とイエス様との関係は?

→イエス様も過越の祭りを祝われ、最後の晩

餐も弟子たちと祝った過越の食事だった

(マタイ 26:17から)。しかし、イエス様

こそが、罪に対する神様の哉さによって滅

びるべき人間の身代わりとなられた真の過

越の小羊だった(コリントー 5:7)。

6.今、教会では過越の祭りをしているのか。

→新約の時代、過越の祭りは聖餐の礼典に代

わった。真の犠牲(購い)であるイエス様

の十字架を記念するため、教会で信仰告白

をしたクリスチャンは、喜びをもってイエ

ス様の肉と血をあらわすパンとぶどう酒を

いただく。
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7月13日 「主の過越J

| ねらい>

0過越の犠牲が主イエスの十字架の血による

罪の赦しの予表となっていることを理解す

る。

|展開例>

0人の命の源が神の命に由来していること

を、創世記 1-2章から確認しよう。神が

お与えくださった過越の患みにより、罪と

死から命へと変えられたことを学ぼう。

0過越の恵みが、伝承として、子どもに繰り

返し教えられ、受け継がれたことを学ぼう。

O暗唱聖句O

出エジプト 12:26-27

0祈りの課題。
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中学科

私たちにおいても、主イエスの恵みが繰り

返し示され、受け継がれている.

話し合ってみようl>

O人間の命が植物や動物の命の犠牲によって

支えられていることを、話し合ってみよう。

|祈り>

神の大いなる恵みに感謝します.

重富書目言果

日 出エジプト記 7章 14-21節

月 出エジプト記 7章 25節ー 8章 11節

火 出エジプト記 8章12-28節

水 出エジプト記 9章1-35節

木 出エジプト記 10章1-29節

金 出エジプト記 12章1-20節

土 出エジプト記 10章21-36節

〆r

女ミ二日記女

らlI&iiiiii亘



7月20日 「出エジプト j 聖書研究

テキスト 出エジプト記 14章

(1)火の栓と雲の柱 (3)葦の海を渡る

出エジプト記 14章1節-31節には、紅海

を渡る出来事が書かれています.これはエジ

プト脱出において非常に大きな出来事です

が、その前に、火の柱と雲の柱について見て

おく必要があるでしょう。それは、この火と

雲の柱は、出エジプト全体に、またイスラエ

ルの歴史と人々のあり方に、非常に大きな意

味があることだからです。

神様の契約に対する真実と大いなる御業に

よって、イスラエルの民はエジプトの地から

競い出されました。神様はその民を昼は雲の

柱、夜は火の柱をもって導かれました。火や

雲は、旧約聖書の中ではしばしば神様の御臨

在や顕現を示す現象です。すなわち、火の柱

と雲の柱によって、神様がイスラエルの民の

もとに御臨在しておられたことが表されてい

るのです。つまり、神様がただモーセを用い

られただけではなく、神様御自身がいつも民

と共におられたのです。

(2)エジプト人と葦の海に挟まれる

神様が共におられ、神様に導かれてエジプ

トを脱出した民でしたが、その民に脅威が

迫ってきます。ファラオどエジプトの民が、

イスラエル人を逃亡させたことを後悔して

追ってきたのです。イスラエルの民の目の前

には葦の海が迫り、後ろにはエジプト人が

迫ってくるという状況の中で、彼らには逃げ

道は残されていませんでした。イスラエルの

民は命の危機の中に置かれました。彼らには、

敵が迫って来る一方で、神様が遠ざかってい

るように思えたでしょう。恵み深い大いなる

御業の後だけに、なおさらその思いは強く

なったことでしょう。

この危機的な中で、神様のご計画が進めら

れ、神様の大いなる御業が示されます。

神様は民に落ち着くように命じます。民は

逃げるのではなく、持ち場にあって身構える

べきなのです。しかし、彼らが戦うのではな

く、神様が彼らのために戦われます。その救

いの御業を見るために、その持ち場にあって

身構えるべきであるのです。モーセは「もう

ニ度と、永久に彼らを見ることはない。主が

あなたたちのために戦われる。あなたたちは

静かにしていなさい」と命じ、神様の完全な

救いの真実を示しています。神様はイスラエ

ルをエジプトからこのところで完全に解放し

ようとしておられるのです。神様の救いの御

業によって、民は奴隷として連れ戻されるの

ではなく、自由の中へと導き入れられます。

神様は、御自身のご計画に基づいて救いの

御業を遂行なさいます。まず神様御自身がイ

スラエルとエジプトの聞に割って入り、エジ

プト人が近づくことが出来ないようになさい

ます。同時に、神橡が命じられたとおりにモー

セが導いて、葦の海がニつに分かれ、イスラ

エルの民はまるで乾いた地を歩くように海の

底を歩いていくのです。彼らが渡り終えて、

エジプトの軍勢が海に入り、彼らは海に飲み

込まれました。イスラエルは神様の御手によ

り完全にエジプトから救い出されたのです。

神様は、どの様な状況の中にあってもご自

身の民と共におられ、民に先立って進み、民

を救い出してくださいます。そして、人聞の

思いをはるかに超えて、民のために抑自身の

摂理の御業を行い、民を導いてくださるので

す春名義行)
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7月20日 「出エジプトJ 説教展開例

テキスト 出エジプト記 14章

〔単元のねらい〕

旧約聖書の中心は、出エジプトという救済事件にある。これこそ、イスラエルの救いであり、

主なる神をイスラエル共同体の神として経験するときとなった.使徒パウロは、この出来事を

新約の洗礼になぞらえた(コリントの信徒への手紙一 10章2節)。この出エジプトの壮大な出

来事を壮大に物語り、神の救いの確かさを子らの心に刻みたい。これが、キリストが共におら

れたゆえの救いの御業であり、何よりも今日ここでささげる礼拝式においてこのキリストの現

臨があることを気づかせたい。祈りつつ準備し、語ろう。

「出ヱラフト』

神さまは、モーセを用いてエジプトにいる

大人の男の人だけでも 60万人というたいへ

ん多くの人々を連れ出しました。 10の災い

の最後の災い、過越の出来事によって、とう

とうエジプトの王様フアラオは、イスラエル

の人々を去らせたのです。

この大勢の人々は、荒れ野を進んで行きま

した。神さまはいつも彼らと一緒にいてくだ

さいました。そのしるしに、昼は雲が柱となっ

てそばにあって、鋭い日差しはやわらげられ

ました。夜になると火が柱のように燃え上

がって、彼らの足もとを照らし出しました。

イスラエルの人たちが疑わないように、その

信仰が弱くならないように自に見える形でお

示しくださったのです。

さあ、イスラエルの人々はどうなるので

しょうか。神さまには、深い御計画がありま

した。ひとつは、エジプトの人々に、私たち

の神さまこそ真の神さま、主であるというこ

とをとことん明らかにしようとされたので

す。もうひとつは、イスラエルの人々にも、

主なる神さまがどんなに偉大でカある、比べ

るものなど全くない唯一の神さま、約束を決

して破らない真実の神さまであられることを

明らかにしようとされたのです。そこで主な

る神さまは、モーセに「引き返して海辺に宿

営しなさいJと命じられました。それは、フア

ラオたちが、 fああ、イスラエルのやつらは、

海を越えて行けないで困っているのだ、すぐ

に駆けつけて、エジプトに連れ戻して、奴隷

にしてやらねばjと考えさせるためなのです。

すると、どうでしょう、やっぱり、フアラ

オたちは、エジプトの戦車のすべてを走らせ

て、追いかけたのです。大軍隊が走る音が遠

くから「ゴー、ゴーJと鳴り響いて来ます。

数え切れない兵隊違が「待て一、待てーJと

叫んで近づいてくる声が鳴り渡って来ます。

そして、ついに目の前に彼らの姿が現われた

その時、イスラエルの人々は怖くて怖くて叫

ぴ出しました。 fああ、こんなところでころ

されたくないよお。エジプトの奴隷であった

ほうが良かったのに、主なる神さまとモーセ

が悪いのだ!J しかし、そこで、モーセは

落ち着いてこう言いました。「恐れではなら

ない。落ち着いて、今回、あなたたちのため

に行なわれる主の救いを見なさい。主があな
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たたちのために戦われる。あなたたちは静か

にしていなさい。J

こう言うとモーセは、神さまに命じられた

とおり、杖を高〈上げ、手を海に触れました。

すると、激しい風が吹き始めました。その風

は、モーセが触れた海の辺りをまっすぐに吹

き抜けて、ちょうど海の水を押し上げてし

まったのです。海の底が見えました。海の水

が大きな壁となったのです。水の壁が出来て

しまったのです。波のしぶきだけがぬらすだ

けで、海の底は乾いた地面になりました。

イスラエルの人々は、この海の中を通って

岸辺に渡る事ができたのです。まるで夢を見

ているようでした。けれども本当のことなの

です。追いかけてきたエジプトの戦車部隊は、

雲の柱、火の柱によって近づく事が出来なく

されてしまいました。そして、イスラエルの

人たちが向こうの岸に渡り終えたとき、フア

ラオたちは「これはまずい。あの主なる神が

我々と戦っているのだ、逃げろ逃げろ。」

とその時、モーセはもう一度、神さまに命

じられるままに海に向かつて手を差し伸べま

した。すると、今まで壁になっていた海の道

が一気に元に戻ってしまったのです。その中

にいたエジプ卜の軍隊は全滅しました。助

かった人は誰もいませんでした。

こうして、神さまは、イスラエルの人々を

約束どおり完全に救ってくださったのです。

これは、事実です。こんなすごいことが本当

に起こったのです。ですから、イスラエルの

人たちは、神さまが夫と地を創造してくだ

さったのだということを心の底から信じるこ

とができました。こんなにすごいことを自の

前でしてくださった神さまこそ、生きておら

れる真の神さまだと分かったのです。

それなら、僕たち私たちは、毎週ここで礼

拝をささげていますが、イエスさまは本当の

神さまだ、天地を造って、僕たち私たちとい

つも一緒にいてくださって、お守りくださる

神さまだと分かっていますか。信じています

か。「イエスさまにできないことはない。天

のお父さまが約束してくださったとおり、本

当に僕は神さまの子だ、わたしは神さまの子

どもです」と信じていますか。イエスさまは、

僕たち私たちのこの礼拝式の場所におられま

す。自には見えませんが、これは事実です。

どうぞ、そのことを忘れないでください。そ

して、お家に帰って、学校や幼稚園に行つで

も、そこにイエスさまがいっしょにいてくだ

さることも信じてください。「天のお父さま、

イエスさまJとお呼びしてください。

(相馬伸郎)

〔今日の暗唱聖句〕 出エジプト記 14章14節

主があなたたちのために戦われる。あなたたちは静かにしていなさい。
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7月20日 「出エジプト j 幼稚科

〈ねらい〉

主イエス・キリストは、どんなときにも私

たちと共にいてくださり、守ってくださるこ

とを伝えましょう。

〈展開例〉

今日のお話はすごかったね。イスラエルの

人たちがエジプトの兵隊からもう逃げること

ができないと思ったときに、神様は海の水を

分けて、そこを通れるようにしてくださった

んだよね。神様は、目には見えないけれど、

イスラエルの人たちといつも一緒にいてくだ

くやってみよう〉

織を越えてい之ラ

さり、約束の地に入るまで、守ってください

ました。

神様は今も私たちのためにそんなすばらし

いことをしてくださいます。イエス様はイエ

ス様を信じるお友だちといつも一緒にいてく

ださるのです。みんなの目には見えないけれ

ど、イエス様はみんなと一緒にいてみんなを

見守り、助けてくださいます.みんなもその

ことを信じましょう。神様はみんなを助けて

カを与えてくださるお方なのです。

0縄跳びを使ったゲームをしましょう。晴れていればタトで遊ぶのも楽しいかも!

用意するもの・・・・縄跳びの縄(普通の縄跳びで十分です)

f大波小波Jと同じ要領です。

0遊び方

縄の両端をニ人で持ち、低い姿勢になり、地面につけて縄をのばしましょう。

縄を揺らして波を作ります.最初は横に描らしてだんだん大きな縦の揺れにして

いきます.

縄にさわったら揺らす人と交代します。

先生がニ人で縄跳びを揺らすときは次々と飛ばしてあげるとおもしろいです。

子どもが足を引っかけないように気をつけましょう。
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7月20日 「出エジプトJ 小学科下級

〈暗唱聖句〉

出エジプト記 14章14節

〈学びのポイント〉

1.雲の柱、火の柱は、神様が共にいてくだ

さるしるし.エジプト軍が海に沈んだのは、

この戦いが神の戦いであることを示してい

る。

2.同じ神はひとり子イエス様を私たちに送っ

て、罪の奴隷より解放してくださり、神の

言葉である聖書によって導いてくださる。

3.そして聖霊なる神が、今もここに共にい

て私たちの為に戦ってくださっていること

を子どもたちに知らせたい。

〈展開例〉

イスラエル人は、昼は雲の柱によって、暑

い目ざしから守られ歩くことができました。

夜は火の柱によって足もとが明るく歩くこと

ができました。そして神様が一緒にいて導い

てくださることがよくわかりました。

エジプト箪が追いかけて来て、すぐそばま

〈聖書を開きましょう〉

出エジプト記 14章14節

Oみんなで声を出して読みましょう。

くやってみよう〉

でやって来た時、エジプト軍とイスラエル人

の聞に雲の柱があって、エジプト軍は近づく

ことができませんでした。そして、海の水が

分かれてイスラエル人が渡りきったあと、海

がもとどおりになり、エジプト軍は海に沈ん

でしまいました。神様が戦ってくださったの

がよくわかりました。

エジプトの奴隷だったイスラエル人が救い

出されたように、私たちはイエス様によって

罪の奴稼から救い出されました。私たちには

聖書があります。誰でも手にとって読むこと

が出来ます。読むと神様がいつも私たちと一

緒にいてくださること、導いてくださること、

戦ってくださることがよくわかります。今こ

こでも神さまが私たちと一緒にいてくださる

のです。

〈祈りましょう〉

いつもたすけてくださる神さま。ときどき、

しんばいなことに出会います。でも神さまが

そばにおられます。せいしょをまなぴ、お祈

りするたびに、神さまの子であると信じます。

0一分間、静かに目を閉じている。一分たったと思ったら、静かに黙って手を挙げよう。

だれが一番、一分に近いかな?

0次は三分間にチャレンジしよう。

※静かに神様に祈る訓練として行いましょう。
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7月20日 「出エジプトJ 小学科上級

くねらい〉

旧約聖書の最大の出来事といっていいだろ

う。このことによって、イスラエルの民は、

自分たちが神様と特別な関係にあることを、

決定的に知ることとなった。それとともに、

神様は、神様から離れているイスラエルの

人々に、出エジプトにおいて示された神様と

イスラエルの関係を思い起こすように、繰り

返し求められた。また、この関係は旧約の民

だけに与えられたものではなく、その関係の

中に、すべての神の民が置かれている。

〈展開例〉

1.後ろは海、前にはエジプトの軍隊が迫つ

てくる.そのような中、モーセが海に向かつ

て手を差し伸べると海はニつに分かれ、イ

スラエルの人々はそこを通って海を渡るこ

とができた。なぜこのようなことが起こっ

たのだろう。

→神様のなしてくださった大きな奇跡.人間

の目にはまったく不可能と見えるときも、

神様は何でもなさることがおできになる。

2.海の中に飲み込まれて死んだエジプトの

人々は気の毒に思える。十戒で、 fあなた

は殺しではならないJとご命令になるのに、

なぜ神様はそのようなことをなさるのかも

疑問だ。さらに、神様は、イスラエルの人々

がエジプトを出る前に、「隣人(エジプト

の人々)から金銀の装飾品を求めJ(11:2)、

それを自分たちのものにするようにされ

た。それも f盗んではならないJに反する

のではないか。

→それまでイスラエルの人々を虐げ、また、

神様の言葉に背いた(神様がかたくなにさ

れた)フアラオとエジプトの人々への哉さ

と理解することができる。それでも現代人

には、ひっかかるところだろう。一方、旧

約の人々は、単純に自分たちの救いを喜ん

でいるようにみえる。神様と自分たちの近

さ、そして自分たちを特別な民として選ん

でくださった神様を素直に喜んでいるよう

だ。現代人は、裁き(そして選ぴ)につい

て、人間的な理性を重視しすぎているのか

もしれない。出エジプトは、神様と神様の

選ぴの民が特別な関係にあることを示し、

その関係を確かなものにする出来事を記し

ているといえるのだろう。そこには、ご自

分の民に対する、神様の徹底的な愛情(熱

情の神)が示され、それを事ぷ人々の姿が

ある。

3.イスラエルの人々はこの神様の奇跡をい

つまでも党えていることができたか。

→否。神様に背くことを繰り返した。それは、

神様との関係、を忘れたからだろう。

4.私たちの毎日の生活の中では、おそらく

出エジプトのような奇跡を経験することは

ない。神様は、今の時代には働かれないの

か。

→今も働かれておられる.私たちの救い、そ

れはある意味で出エジプトよりも大きな出

来事。それも神様がなしてくださったこと

だ。
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7月20日 「出エジプト」 中学科

| ねらい>
O出エジプ卜を洗礼(幼児洗礼を含む)の出

来事とみなして、神の大きなみわざと導き

を数えてみよう。

|展開例>

Oイスラエルの民は、主なる神のみわざによ

り、どのように守られ、導かれただろうか。

火の柱(夜、足もとを照らす)、雲の柱(昼、

強い目差しから守る)や、出エジプトの出

来事(追いかけてきたフアラオを滅ぼす)

について考えてみよう。

o r皆、雲の中、海の中で、モーセに属する

O暗唱聖句O

出エジプト 14:14

0祈りの課題。

者となる洗礼を授けられJ(コリント-

10:2) と、パウロは、出エジプトを洗礼の

出来事とみなしています。私たちは、洗礼

を受けてから、神にどのように守られ、導

かれているのだろうか。

|話し合ってみよう!>

0主イエスの十字架の死と復活の出来事を、

出エジプトの出来事と比較して、話し合っ

てみよう。

|祈り>

神の偉大なカによって救いが成就したこと

を感謝します。
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日 出エジプト記 13章17-22節

月 出エジプト記 14章1-4節

火 出エジプト記 14章5-14節

水 出エジプト記 14章15-25節

木 出エジプト記 14章26-31節

金 出エジプト記 15章1-5節

土コリントー 10章1-4節
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7月27日 「契約のしるしJ 聖書研究

テキスト 出エジプト記 24章

(1)契約の締結と『神の民Jの成立(1-8)

創世記のイスラエルは家族にすぎませんで

したが、出エジプト記においては f民J(1:9) 

と呼ばれるほどの大集団でした。その彼らは、

すべてがアプラハムの子孫、血縁的なつなが

りのある縁戚関係にあったのではなく、そこ

には「種々雑多な人々J(12:38)も加えられて

いました。エジプトで抑圧され奴隷とされて

いた雑多の人々の寄せ集まり、それがイスラ

エルです。こんな雑多な者たちの集まりが、

どうして一つになりえましょうか。正式にイ

スラエルが成立するのは、この 24章での神

との契約締結においてです。

種々雑多な人々を一つに結び付けていく一

致点が神との契約です。ここでモーセは、「主

のすべての言葉とすべての法を民に読み聞か

せJます(3)0 ここでの「主のすべての言葉J

とは、 20章 1節の「すべての言葉J、つまり

「十戒Jのことで、「すべての法Jとは 21章1

節以下で語られた「彼らに示すべき法j、つ

まり 20章 22節から 23章にかけて論じられ

ている「契約の書Jのことです。ここで彼ら

が神と契約を結んだことで、彼らは神の民、

「ご自分の宝の民J(申命記 14:2)、神ご自身

のものとされ、その結果彼らは神の言葉(戒

め)に生きる者とされたのでした。契約は「こ

れらの言葉に基づいて」結ばれたとあるとお

り(24:8)、fこれらの言葉j、つまり十戒に基

づいて締結されました。こうしてイスラエル、

神の民は、神の言葉(戒め)に従い、守り、

それに生きる集団として成立したのです。こ

の神の言葉(戒め)に従って生きることを決

意し、約束して、神の民とされるのです。

(2)煩いによって神の前に立・つ者に(9-18)

ここで契約締結にあたって、彼らは飲み食

いしました。 f神はイスラエルの民の代表者

たちに向かつて手を伸ばされなかったので、

彼らは神を見て、食べ、また飲んだJのでし

た。その前に彼らは「和解の献げ物jをささ

げて礼拝し、祈りました。神の前に立ち、神

に祈りました。聖なる神に出会う者は滅ぼさ

れ、殺されなければならないはずなのに、本

来は立ちえない方の前に立って祈り、飲み食

いしたのです。それは神が手を伸ばされな

かったからで、それは「和解jが成り立って

いたからです。

祈りとは死ぬことです。神の前に立つ者は

死ななければならないからです。しかしそこ

でなお死なずに、この方の前に立って祈りう

るのは、 r.貴いJがあるからです。ここで身
代わりの犠牲がささげられているように、頬

いによって、罪の赦しがあるから、死なずに

神の前に立ち、祈ることが許されています。

そのためには「契約の血Jが流されなけれ

ばなりませんでした.血が流されることで、

初めて契約は批准され、締結されたのです(創

世記 17章)。

聖餐において語られる「これは罪の赦しを

得させるために、わたしの血でたてられた新

しい契約の血」とは、このことを意味してい

ます。私たちが神の民として、神の前に立っ

て祈ることができることの背後に、犠牲がさ

さげられました。神によって払われた犠牲、

イエス・キリストです。この方の血の故に、

私たちと神とは契約を結び、神の恵みのうち

に生かされて、神の言葉(戒め)に生きる者

へと召し出されたのです。(三川栄ニ)
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7月27日 「契約のしるしJ 説教展開例

テキスト 出エジプト記 24章

〔単元のねらい〕

十戒(律法)を与えて永遠の愛を約束し、この愛のもとで生きるよう命じてくださる恵みと

契約の神を礼拝する.この説教では、聖餐への招き、洗礼(信仰告白)への招きをしている.

もとより、いずれの日曜学校説教もこの焦点を欠いた説教はありえない.キャンプや夏期学校

でも、一人の子どもの魂と向かいあう牧会の業がなされますように。

r契約のしるしJ

イスラエルの人々はモーセを通してエジプ

卜から解放されました。海の底を歩いて渡っ

た喜びと感謝の歌を高らかに歌いました.神

さまは、ご自分の民のイスラエルを愛してお

られます。その神さまの愛は、これまでのア

プラハム、イサク、ヤコプのことを思い出し

でも、モーセを通してなされたすばらしい出

来事を思い出しでも良く分かりますね。でも、

今、神さまはこれからもずっとずっとイスラ

エルを愛し、守り、育ててくださると祝福し、

約束してくださるのです。

その証拠に、神さまはモーセにシナイの山

に登らせ、そこで十の言葉、十戒を与えられ

ました。十戒の前書きを覚えていますか。「わ

たしは主、あなたの神、あなたをエジプトの

圏、奴隷の家から導き出した神であるJです。

fこのわたし、主なる神があなたがたイスラ

エルの神さまなのだよ、あなたがたをエジプ

トから救い出したのはこのわたしだよ.わた

しの愛の中でいつまでも生きて行きなさい。

二度と、奴隷になってはいけませんよ。その

ために、わたしの旋を喜んで受け入れ、感謝

して生きて行きなさい。 jそのようにして十

戒がモーセに与えられたのです。

モーセは、神さまが直接に石の板に記して

くださった十戒ばかりか、神さまが諮られた

すべての言葉を書物に記しました。それを契

約の書と言います。神さまの約束が記されて

いるのです.神さまの命令が記されているの

です。そして、モーセは、その契約の書を、

声を響かせてイスラエルの人々に読んで聞か

せました。これを聞いた神の民は、声を合わ

せて「わたしたちは、主が語られた言葉をす

べて行います。Jと約束しました。とても喜

んだのです。神さまの愛の言葉が自分違に与

えられたのですから当然です.

すると、モーセは、動物を屠って神さまに

ささげました。雄牛の血を祭壇に注ざました。

そしてもう一度、契約の番を読んで聞かせま

した。人々はまた、顔を生き生きさせて、戸

高らかに約束しました。「わたしたちは、王

が諮られた言葉をすべて行います。Jそれを

見たモーセは、このように言いながら、神の

民に残りの雄牛の血を注ぎかけました。「見

なさい。これは主がこれらの言葉に基いてあ

なたたちと結ばれた契約の血です。J

僕たち私たちは、この間も、聖餐の礼典に

ついて何度も学びました。先生たちは、大人
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の礼拝式で、イエスさまが十字架のよで流さ

れた血を意味するぶどうのジュースを飲みま

す。その時、牧師先生が「この杯は、わたし

の畠によって立てられる新しい契約である。

飲むたびにわたしの記念としてこのように行

いなさいJと聖書の言葉を続んで聞かせてく

れます。そして先生は、このぶどうのジュー

スを配ってくださるのです。

先生は、大人の礼拝式でこの聖餐にあずか

ることを心から感謝しています。何故なら、

目には見えないけれども、ここにイエスさま

が本当に一緒にいてくださること、そのイエ

スさまと先生とが一つに結ばれて、イエスさ

まの弟、神さまの子とされていることを心か

ら信じることができるからです.そればかり

か、イエスさまのお体を意味するバンを食べ

ることによって、先生の体がイエスさまの体

の一部分とされていることも信じます。そし

て、これは独りぼっちで食べたり飲んだりす

るのではなく、教会の仲間と一緒にいただき

ます。ですから、教会の人たちは兄弟であり、

姉妹になります。確かに、イエスさまのお体

は、ここにはなく、天のお父さまのおられる

ところにおられます.だから、高〈天を仰い

で、イエスさまを天のお父さまを仰き.見ます。

するとますます、「天国に行きたいなあJと

思いが湧きます。イエスさまと天のお父さま

が慕わしくなります。そして、今すぐには、

天に行けなくても、この地上で、イエスさま

が一緒に歩いてくださることが分かつてくる

のです。だから、嬉しくなります.イエスさ

まとの契約、神さまの契約を守りたくなりま

す。守ろうとカが湧きます。

神さまは、昔の神の民イスラエルの人々に

も、僕たち私たちにも、契約を与えてくださっ

たのです。これは、一方的な契約です。神さ

まのほうが、進んで救いと祝福、愛と命の約

束をしてくださったのです.ですから僕たち

私たちも、喜んで『わたしたちは、主が語ら

れた吉葉をすべて行いますJと約束したいの

です。

でもそれなら、皆の中でこのように考える

お友だちがいるかもしれません。「僕たち私

たちは、聖餐にあずかれません。だったら、

神さまの子どもにはなれないのかなあ。Jそ

うではありません。今もう、イエスさまを信

じているお友だちは、この礼拝式でイエスさ

まを礼拝しているでしょう。この子どもの礼

拝式は、大人の礼拝式の真似をしているので

はありません。つまり、本当の、本物の礼拝

式です.だから、大丈夫です。けれども、「あ

あ、もっともっと、イエスさまが生きておら

れることが分かったら婚しいなあ。イエスさ

まを信じて、イエスさまの言葉、神さまの言

葉に従って生きてゆきたいなあjと思ってい

るなら、洗礼を受けて、信仰を言い表して聖

餐を受けられるようになってください。

(相馬伸郎)

〔今日の暗唱聖句〕 出エジプト記 24章8節後半

「見よ、これは主がこれらの言葉に基づいてあなたたちと結ばれた契約の血であるoJ
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7月27日 「契約のしるし」 幼稚科

くねらい〉

契約は神様の子どもとされていることのし

るしであることを教え、神さまとの約束が与

えられていることを喜ぶよう導きましょう。

〈展開例〉

神様はイスラエルの人たちに十戒という十

の約束を与えて、神様の恵みの内に生きるこ

とができるように導いてくださいました。神

様がそのように約束をしてくださるのは、神

様がイスラエルの人たちを宝物のように思っ

てくださっているからです。約束が与えられ

て、神さまの御心が示されているから、私た

ちは神様に従って生さることができます。

神様は、その約束を、イスラエルの人たち

と同じように、僕たちゃ私たちにもお与えく

くやってみよう〉

十議〈十の約束〉すごろく

ださいました。イエス様を信じる私たちにも

与えられています。神様は、私たちの患い汚

い心を赦してくださり、神様との約束を守っ

て生きていくようにと、カづけていでくださ

います。私たちは、約束を守ることが難しい

のですが、神様が赦してくださっているから、

またがんばることができるのです。

これは、神様がムムくんや00ちゃんのこ

とを宝物だって思ってくださっているからで

す。みんなも、神様がみんなのためにくださっ

たイエス様を信じましょう。そして、神様の

御言葉を一生態命聞きましょう。そうすると、

いつの聞にか、神様のお約束に従うことがで

きるようになるのです。神様はそんなみんな

の姿をとっても喜んでくださっています。

Oカレンダーなどの裏紙にすごろくを書いて、さいころを振って遊びましょう。

010のポイントを造り、円の中に十戒を書いておきます。

「天国Jめざして歩みましょう。
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7月27日 「契約のしるしJ 小学科下級

〈暗唱聖句〉

出エジプト記 24章8節後半

〈学びのポイント〉

イスラエルの民が信仰を告白したように、

神は子どもたちに fイエスは救い主ですJと

信仰を告白することを願っておられる。

〈展開例〉

イスラエルの民は、エジプトに下された災

い、雲の柱、火の柱、海が分かれ海を渡った

ことなど、神様の御業を思い起こしています.

モーセは、神様から与えられた十戒を携え

てシナイ山を下りてきました。モーセから神

の言葉を聞き、民は戸をそろえて f私たちは

主が語られた言葉をすべて行いますjと告白

しました。そして、犠牲のささげものをしま

した。罪を犯すイスラエルの民の身代りに動

物(小羊など)が死に、血が流されるのです。

イエス様が、ご自分を犠牲のささげものと

されるまではたくさんの動物が死にました。

イエス様の十字架の死は一度きりですが、私

の為にイエス様が死んでくださったのだと信

じるすべての人の為に十字架に架かられたの

です。罪が赦され神様の子どもとされ、永遠

の命をいただくのです.神様はみんなが「イ

エス様は救い主ですjと信仰を告白すること

を願っておられます。

聖餐式ではパンを食べブドウ酒を飲みま

す。パンは裂かれたイエス様の身体、ブドウ

酒は流されたイエス様の血を表しています。

イエス様の十字架を喜んで感謝しているので

す。平〈信仰を告白できるといいですね。

〈祈りましよう〉

イエスさまが、わたしたちのために、血を

ながされたことを学びました。イエスさまの

愛に感謝します。わたしもイエスさまとの約

束を守ります.イエスさまこそ救い主です.

〈やってみよう〉 モーセは、シナイ山で神さまから十戒をいただきました.

仁コの中にことばを入れて、完成してください。

①あなたには仁二コをおいて

ほかに亡コがあってはならない

②あなたは、いかなる仁コも

つくってはならない

③あなたの神仁コの名をみだり

に| |ならない

④を心にとめ、

これを聖別せよ

⑤あなたのをうやまえ。

そうすれば、あなたの仁コ、

主が与えられる土地に長く生きる

ことができる

⑥仁二コしではならない

⑦しではならない

③ではならない

⑨にかんして| | 

しではならない

⑮の家を仁二コしては

ならない
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7月27日 f契約のしるし」 小学科上級

くねらい〉

葦の海を渡った出エジプ卜は旧約聖書全体

の最大の出来事かもしれない。しかし、イス

ラエルと神様の関係を示す点では、この場面

がクライマックスであると見ることができ

る。

〈展開例〉

1.ここにでてくる大切なことばに「契約j

がある。今日の契約にはどんなものがある

か。家を建てる場合の契約で考えてみよう。

→依頼主はお金を払う約束(時期も)をする。

建築業者はある時期までに、合意した仕様

の家を建てる約束をする。(場合によって

は)どちらかがそれを実行しなかった場合

のペナルティーについても約束する。それ

は、依頼主は望んだ家を手に入れ、建築業

者は代金を手に入れて、どちらもが満足で

きる利益を得るための約束。

2.神様と人間の聞の契約はどんな内容だろ

うか。

→神様は、イエス様を救い主と信じ従う人に、

本来、罪のために滅ぶべき者であったにも

かかわらず、天国に入る約束をしてくださ

る。また、従う者に祝福を与えてくださる。

3.この世の契約と神様との契約の遣うとこ

ろはどこだろうか。

→神様が契約を破ることはない。また、契約

をむすぶことによって神様の側に利益はな

い。一方的な契約。

4.このような一方的な契約をしてくださる、

神様のご性質を考えてみよう。

→人を救い、愛してくださる神様。出エジプ

ト(特に申命記)では、熱情の神と記す。

また、ご自分の民を、聖なる国民、宝の民

と呼んでくださる(19:5，6)。

5.イスラエルの人々がこの契約で守るべき

ことは何だっただろう

→十戒を初めとする神様の戒めに従うこと。

しかし、戒めに従うことの以前に、神様を

愛することが求められている。申命記では

「主を愛せよjと繰り返し教えられる。そ

の愛が戒めの実践として表れる。

6.契約の血とはなんだろう

→契約の締結を示すもの。その真の意味は、

イエス様の十字架によって明らかになる

(マタイ 26:28)。

7. 11節で、 f神を見てJの食事となる。その

光景を想像してみよう。

→神様との驚くべき近さの中にある、天国的

光景。これこそ、出エジプトのクライマッ

クスなのかもしれない。礼拝における礼典
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(聖餐)も連想させられる。(このすぐ後

に、人々が金の子牛像をあがめるという大

きな罪の記事があり、人間の弱さをも思わ

せられる。)



7月27日 「契約のしるし」 中学科

| ねらい>
0十戒は、神と民との約束(契約)に基づく

愛と信頼の精神を土台にしていることを学

合、。

|展開例>

0十戒は、「わたしは主、あなたの神、あな

たをエジプトの圏、奴隷の家から導き出し

た神であるJ(出エジプト 20:2、十戒の序

文)という、神の偉大な救いの御業に基づ

いている。すなわち、神の恵みが選考して

いる。十戒は、この恵みへの感謝と応答と

して守られる性質のものであることを理解

しよう。

O暗唱聖句O

出エジプト 24:8b

0祈りの課題。

話し合ってみよう1>

0主イエスが、マルコ 12:28-31で述べておら

れる第ーのおきてと第二のおきてが、十戒

のー戒ー四戒と五戒ー十戒に対応、している

ことを確認しよう。また、その意味は何だ

ろうか。

|祈り>

神様どの約束を守れるように、いつも感謝

する心を与え続けてください。

聖書日言果

日 出エジプト記 24章3-8節

月 出エジプト記 24章9-11節

火 出エジプト記 24章12-14節

水 出エジプト記 24章15-24節

木 出エジプト記 20章1-2節

金 出エジプト記 20章3-11節

土 出エジプト記 20章12-17節

女ミ二日記*

旬、
-圃

".，-
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8月3日 「約束の地J

テキスト ヨシュア記 3章

(1 )流れる川(1-8)

神の働きを見て、意を決したヨシュアとイ

スラエルの民は、いよいよ約束の地に入りま

す。そのためには目の前の大河ヨルダン川を

渡らなければなりませんでした。

ヨルダン川とは、「流れる川Jという意味

です。パレスチナにある JIjの大半は雨季だけ

水が流れ、他の季節は全く乾燥している潤れ

谷・潤れ川ですが、このヨルダン川だけはい

つも水が流れている珍しい川ということで、

その名がつけられたのでした。これまでの長

い荒れ野の放浪の後、豊かなヨルダン川の流

れを見て、その水に足を浸したときのイスラ

エルの人々の感激と驚きは、さぞ大きかった

ことではないでしょうか。川には水がいつも

流れているのが当たり前の日本の感覚どは、

全く異質の自然理解がここにあることに注意

しなければなりません.

そのヨルダン川はよりにもよって f春の刈

り入れの時期j、つまり大麦収穫の時期で、

「水は堤を越えんばかりに満ちていたJので

した(15)。子供から老人、小さな家畜を含む

大集団が、どうやってここを渡ることができ

るでしょうか。しかし、神はヨシュアに意外

なことを命じます.契約の箱を祭司にかつい

で川を渡れ(6)、そうすれば「水がせき止め

られ、ヨルダン川の水は、壁のように立つで

あろう jと(13)。

(2)信じて行う信仰へ(9-17)

ここで求められたのは、ヨシユアの神に対

する信仰です。信じて、行うことです。ここ

聖書研究

にこれまでとは遣う、信仰の在り方が求めら

れます。荒れ野の 40年聞は信じる前に、神

の不思議な御業が先立ちました。先に神の奇

跡と恵みのしるしが与えられて、民は神を信

じたのです.しかし、約束の地に入るこれか

らは、この神を信頼して、自分たちの手で礎

得していかなければなりません。そこにおい

ても神の恵みが先行し、先立つ神の御業の中

で彼らが約束のものを礎得していくのです

が、そこではまず神への信仰が求められるの

です。ヨシュアとイスラエルの民は、信じて

一歩を踏み出します。すると神の言葉通りに、

川の水はせき止められて、川床は干上がり、

「民はすべてヨルダン川を渡り終わったJの

でした。

これがかつてのモーセを祢棉とさせる出来

事であることは、言うまでもありません。ヨ

シュアにもモーセと同じ神のカが与えられ、

神の助けがあるということを人々に示すこと

で、彼を f大いなる者Jとしたのでした(7)。

そのときヨシュアは、民に「生ける神があな

たたちの聞におられ」ると宣言します(10)。

これから入っていくカナンの神々のように、

冬になると死んで春によみがえる不安定な神

ではなく、イスラエルの神は常に「生きてお

られる神jなのです。これからのイスラエル

は、この信仰のもとで、信仰の闘いを担って

いくのです。 f生ける神」の生きた働きの中

に生かされているという、信仰の現実を竪く

見据えていく信仰なのです。

(三川栄ニ)
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8月3日 f約束の地J 説教展開例

テキスト ヨシュア言己 3章

〔単元のねらい〕

私たちを守り導いて約束の御園に入れてくださる神の恵みの確かさを覚えつつ、いかなる試

練や困難のときにもみ言葉にふみとどまる信仰を学びたい。

『約束の地位入るJ

イスラエルの人々は、モーセさんにひきい

られて、四十年もの間荒れ野を旅してきまし

た。そして、今いよいよカナンの地に入ろう

としています。カナンの地は、神さまが前か

ら、イスラエルの人々にお与えになると約束

してくださっていたすばらしい土地です。神

さまの祝福に満ちた住まいです。もうその土

地が広がっているのを見渡すことができるほ

どのところまで来ました。長く苦しい旅路が

もうすぐ終わり、安息の地でのしあわせな生

活が待っています。イスラエルの人々の喜び

はどれほど大きかったことでしょう。

けれども、イスラエルの人たちは、自の前

にとても大きな、そして深い深い川が横た

わっているのを見たのです。ヨルダン川とい

う名の川です.そしてカナンの地は、この川

の向こうがわにありました。そこにたどりつ

くためには、ヨルダン川をわたっていかなけ

ればなりません。

このときにはもうイスラエルのリーダー

は、モーセさんからヨシュアさんに交代して

いました。そしてヨシュアさんは、この大き

な川の前に立って、とほうにくれました。イ

スラエルはとても大きな集団です。そのなか

には、もう年老いてしまった人々もあれば、

小さな子どもたちもいます。そのすべてを無

事にヨルダン川を渡らせて、向こう岸のカナ

ンにまで導いていくなど、とてもできないだ

ろうとヨシュアさんには思われたのです。

そのとき、ヨシュアさんの自に入ってきた

ものがありました。それは、イスラエルの行

列の先頭で祭司という神さまのご用をする

人々がかついでいた、契約の箱と呼ばれる箱

です.その箱の中にはニ枚の石の板がおさめ

られていました。モーセさんがかつてシナイ

の山で、神さまからいただいたニ枚の石の板

です。そこには神さまのみ言葉が刻まれてい

ました。十の戒めのみ言葉です.

このみ言葉が日曜学校の礼拝や、あるいは

主の日の礼拝で読まれる教会は多いと思いま

す.十戒は私たちにとってそうであるように、

イスラエルの人々にとっても、人生の旅路を

導〈神さまの患みのみ言葉であったのです。

ヨシユアさんは気づいたのです。今までの、

荒れ野の四十年の旅諮にも、ずっとこの箱が

私たちとともにあった.神さまは私たちとい

つもともにいまして、私たちを守り導いでく

ださった。私たちは私たち自身の知恵やカに

よってではなく、神さまのみ吉葉に守られて、

ここまで旅してくることができたのでははな

いか。だから、神さまはこれからも私たちと

ともにいて守ってくださる。どんなに苦しく、

つらいことがあっても、かならず助けてくだ
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さる。

そのとき、神さまはヨシュアさんにお命じ

になりました。さあ、わたしの言葉をおさめ

た箱をしっかりとかついだまま、ヨルダン川

の中に足を踏み入れなさい。足を措み入れる

だけでなく、流れの中にふみとどまっていな

さい。川の水がどれほど深く、流れがどれほ

どはやくても、恐れることはない。わたしの

言葉にしたがうなら、わたしはかならずあな

たがたを約束の地に導き入れる。

ヨシユアさんとイスラエルの人々は、神さ

まのみ言葉にしたがって、契約の箱をかつい

だまま深い川の中に足を踏み入れました。す

ると川の水はせきとめられて壁のように立

ち、川のまんなかに一本のかわいた道ができ

ました。イスラエルの人々はひとりのこらず

そのかわいた道をわたって、カナンにたどり

つくことができたのです。

皆さんの目の前にも、ヨルダン川のような

深い川が立ちはだかることがあるでしょう。

さまざまな失敗をしてしまったり、お友だち

ゃ家族の人たちとぶつかってしまったり、け

がや病気をしてしまったりということがある

ときに、とほうにくれてしまうことがあるで

しょう。

けれども、そのときにはヨシユアさんとイ

スラエルの人々がヨルダン川をわたっていっ

たときのことを思い出してください。神さま

のみ言葉をたずさえて、み言葉にしたがって

川の中に足を踏み入れたことを思い出してく

ださい。

どれほど大きな困難や危険、また試練にあ

うときにも、イエスさまは私たちとともにい

て、私たちを助け、守ってくださいます。嵐

の中でも洪水の中でもイエスさまに信頼し

て、イエスさまのみ言葉にしっかりと踏みと

どまるなら、私たちは神さまの恵みのみわざ

を見ることができます。神さまからくる大き

な平安を知ることができます。

(木下裕也)

(今日の暗唱聖句〕 へプライ人への手紙 13章8節

イエス・キリストは、きのうも今日も、また永遠に変わることのない方です。
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8月3日 「約束の地J

くねらい〉

大きな困難の中でも、いつも共にいてくだ

さる主を信じ、御言葉に聞くことを心に刻み

込みましょう。

〈展開例〉

みんなは大きな川を見たことがあるかな。

その川には橋もないし、船もないけど、反対

側まで行かなくちゃいけないとしたらどうす

るだろうね?泳いでわたる?途中で流され

ちゃうかもしれないよ。

イスラエルの人たちは、神様が約束してく

ださったカナンに入るために、

らなければなりませんでした。

大きな川を渡

ヨシュアさん

はとても困ったけど、神様の「わたしの言葉

〈やってみよう①〉

鎗を描之ラ1

幼稚科

にしたがうなら、わたしはかならずあなたが

たを約束の地に導き入れるjという約束の御

言葉を信じて、神様が教えてくださったとお

りにして、川を渡ることができました.

僕たちゃ私たちが同じようにして川を渡る

ことはないでしょう。 でも、イスラエルの人

たちが目の前の大きな川をわたらなければな

らず、たいへん困ったときのように、私たち

がとても困ったときに、神様はみんなと一緒

にいてくださいます。イエス様が大好きで、

イエス様を信じているみんなを助けるため

に、神様は、御言葉を過して私たちをカづけ

て、導いでくださるのです。

0画用紙を用意して、今日のお話について、自由に絵を描いてもらおう。

OJIIを渡る様子を紙に書いておいて、色を塗ってもよいでしょう。

Oその絵を見ながら、どういうお話だったか、振り返りましょう。

くやってみよう②〉

工作をしよう!

よろいするもの

鰯 ω..')
。色紙
aグ}リ

d 11さ止ナ

Gaff冬初
qd創
でき合似，F.，j.f:婦をtJセ坊に
IO'川崎。
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8月3日 「約束の地」 小学科下級

〈暗唱聖句〉

へプライ人への手紙13章8節

〈学びのポイント〉

1.何事も神様が導いてくださる。

2.神様を信じて、御言葉に従うことを学ぶ。

〈展開例〉

モーセに導かれ、エジプトを出て 40年が

たちました。アプラハム、イサ夕、ヤコプの

時から約束してくださった土地、カナンが自

の前にあります。男の人でエジプトを出た時

から生きている人はヨシュアとカレプだけで

した。モーセは死に、今までモーセを助けて

きたヨシュアが新しい指導者です。カナンヘ

行くには、大きなヨルダン川を渡らなければ

なりません。小さな子どもや老人、牛や羊な

どの動物、たくさんの荷物、とても渡れそう

くやってみよう〉

約束の地l之入る

にありません。でも、誰も文句を言う人はい

ません。神様がいわれたとおり、十戒の入っ

た契約の箱を祭司たちがかついでヨルダン川

に入ると、川の水は壁のようにせきとめられ、

無事に渡ることができました。十戒は神様の

御言葉です。十戒が入った契約の箱が先頭で

した。皆そのあとについていきました。不可

能に思えることも神様を信じて御言葉にした

がって歩む時、約束してくださったことは必

ず果たされるのです。毎日の歩みを神様のた

めに歩みましょう。

〈祈りましよう〉

ヨルダン川に進んでいった人たちの勇気に

おどろきます。弱いときにこそ神さまがカを

くださるのですね。神さまが生きておられる

ことは、なんとすばらしいことでしょう。

スタートから出発して、同じ道を二度通らないようにして、すべ

てのところへよってください。同じ十字路を通ってもいけません。
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8月3日 「約束の地j

くねらい〉

この少し前のことは申命記に記されてい

る。エジプトを出たとき大人だった人たちが

死に(ヨシュアと力レプ以外)、世代が代わっ

ている。神様はカナンの地に入ろうとする

人々とも契約を結ばれた。その後、モーセは

死に、指導者はヨシュアに移る。約束の地に

入るのは、約束の実現を体験する喜びである

とともに、神様との特別に親しい関係、の時の

終わりでもあった。

〈展開例〉

1.40年の旅の時はどういう意味があるのか。

→ 40年の旅は、厳しさの体験とともに、神

様どの特別な関係が与えられた至福の時と

も見ることができる。そこでは、神様によ

る特別な守りがあり(たとえば、申命記

29:4)、火の柱、雲の柱を見ることにより

神様のご臨在を知り、また、モーセを過し

て神禄の言葉を親しく聞くことができた.

40年を通して神様は民を恵み、訓練し、

ご自分の民の群れを形成された。

2.カナンの地に入るとはどういう意味があ

るのか。

→神様の約束の地に入る。それは大きな祝福。

しかし、神様との特別な関係の時の終わり

でもある。また、その地において、人々の

小学科上級

罪も、さまざまな形で現れることになる(士

師2:1-3、2:10・12)。

3.モーセを継いでイスラエルの人々をカナ

ンの地に導く働きをするヨシュアに対し

て、神様は「強〈、雄々しくあれjと繰り

返し語られた(ヨシュア 1:6，9) 0 どうい

うことだろう。

→ヨシュアへの励まし。それとともに、新し

い時代に入るイスラエルへの励ましとも取

れるかもしれない。コリントー 16:13のよ

うに。それは、神様との特別な関係、の時を

過ごした後、本来の時の中に入り込む人々

への励まし。礼拝の最後に、日常の生活に

進む我々に与えられる派遣・祝福の言葉の

ようでもある。 fあなたがどこに行つでも

あなたの神、主はともにいるJ(ヨシュア

1:9)。基本的には、生けるまことの神に依

り頼む信仰に雄々し〈立つことが求められ

ている。偽りの神々をしりぞけて、まこと

の神を神として歩むことへの励まし。

なお、へプライ人への手紙では、この約

束の地に入った出来事が(エジプトを出た

人々が約束の地に入れなかったことが)、

私たちにも与えられた安息の約束につなが

ると論じられている (3，4章)。議論は難し

いが、新約と旧約の連続性において大切な

ところ。
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8月3日 「約束の地J

| ねらい>
0信じで行う勇気をも、主なる神が与えてく

ださることを学ぶ。

!展開例>
Oヨシュアがヨルダン川を渡って、カナンに

入国する際、神はヨシュアに励ましの言葉

と臨在感を与え、またエリコの情報などを

通しでも、確信を強めさせました。ヨルダ

ン川渡河に際して、水を引かせる奇跡をも

加えてくださり、多くの方法で勇気を駆り

立ててくださることを学ぼう。何かを実践

する時には、このヨシュア記のやり方を思

い起こすとよい。

O暗唱聖句O

ヨシュア 1:9

0祈りの課題。

中学科

話し合ってみよう'>

O実践する勇気が与えられるためには、成功

の見通しが与えられることも必要であるこ

とを、エリコの情報の記事を過して話し

合ってみよう。

|祈り>

周りの状況を判断しながら、信じて行う勇

気をお与えください。

重望書書臼奇襲

日 ヨシュア言己 1章1-9節

月 ヨシュア言己 1章10-18節

火 ヨシュア記 2章1-13節

，j( ヨシュア言己 2章14-24節

木 ヨシュア記 3章1-4節

金 ヨシュア記 3章5-11節

土 ヨシュア記 3章14-17節

、、...，..-

*ミ二日記女
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8月10日 「ダビデとゴリアト J 聖書研究

テキスト サムエル記上 17章41-54節

〈神のための戦い〉 ど丸腰にちかい無防備な姿で、戦闘に慣れた

イスラエル軍とペリシテ軍とは谷をはさん

で向き合いました.ペリシテは総力戦ではな

く、代表戦士による一騎討ちを提案します.

ペリシテ寧の代表として進み出たのがゴリア

トという名の兵士でした。

ゴリア卜は 3 メートルちかい巨人で、 50

キロをこえる鎧で武装していました。彼を見

たイスラエル軍は恐れおののき、誰も彼と戦

おうとはしませんでした。

この戦いに名乗りをあげたのは羊飼いの少

年ダピデでした。被がこのときすでにサウル

のかわりにたてられるイスラエルの王として

聖別されていた(16・13)ことは重要です。ダピ

デはこのとき、父の使いで偶然戦場を訪れた

にすぎませんでした。その彼がゴリアトと戦

うため名乗りをあげたのは、神と神の民を辱

め、 f生ける神の戦列に挑戦」 α6)したゴリ

アトに対する憤りからでした。ダピデは明確

に、これは神のみ名を守るための聖なる戦い

であることをわきまえていました。そしてそ

うである以上、神がみずから彼の背後にあっ

て戦いたもうこと、必ず彼を守って勝利を与

えてくださることを信じていたのです。ダピ

デとゴリアトの戦いは、まことの神と偶像の

神々との戦いであると言ってよいでしょう。

サウル王はダピデに自分の武具、骨銅の兜

と鎧をまとわせます。しかしダピデはこれを

脱ぎ捨て、自分の杖を取り、川岸から滑らか

な石を五つ選んで袋に入れ、石投げ紐を手に

してゴリアトに向き合います(38・40)0 ほとん

兵士たちから見れば、常識はずれのいでたち

に映ったに遣いありません。しかしダピデは

いつもこの姿で荒れ野を践息する狩猛な獅子

や熊と戦い、羊たちを守っていたのです。

〈信仰による勝利〉

ゴリアトはあまりにも無防備な姿で自分の

前に立ったダビデに驚きあきれつつも、ダピ

デを噺笑し、お前を空の鳥や野の獣の餌食に

してやろうと威嚇します。対するダピデは、

ゴリアトは剣や槍や投げ槍を頼みにしている

が、自分の頼みは万軍の主の名である.そし

て主は救いを賜るのに剣や槍を必要とはされ

ないことをすべての者は知るだろうと応じま

す.

勝負は一瞬のうちに決しました。ダピデが

最初に放った石がゴリア卜の額に命中し、彼

はうつぶせに倒れ、ダビデはゴリアトの首を

とります。まさに信仲による勝利です。神が

戦い、神の民に勝手iをもたらしてくださった

のです。

この聖書箇所は、私たち自身の信仰の戦い

にも貴重な示唆を与えます。私たちの前に壁

のように立ちはだかるゴリアトとは、何で

しょうか。ダピデがたずさえた武器は、神の

み言葉でした。

信仰者の戦いは、いつも神が味方し、勝利

したもう戦いです。み吉葉と祈りによってな

される戦いです。

(木下裕也)
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8月10日 「ダビデとゴリアト j 説教展開例

テキスト サムエル記上 17章41-54節

〔単元のねらい〕

現代を生きる子どもたちは、様々な信仲の戦いを強いられることになる。その戦いの中で神

様の御守りを確信し、神様の御カに依り頼むことへと導きたい。

『信仰{之Eつ戦いを鍛おうj

みんなは礼拝に来て神様を礼拝していま

す。そして、神様が私たちを守ってくださる

ことも知っていると思います。でも、怖いこ

とや困ったことがあったりすると、神様が一

緒にいてくださることや、私たちを導いてく

ださることを忘れてしまうことがたくさんあ

ります。

イスラエルの人たちがヨシュアさんによっ

て約束の地に入ってから何年もの月日がたち

ました。約束の地、カナンでのイスラエルの

人たちはそこに家を建てて生活も落ち着いて

普通の生活が出来るようになりました。約束

の地に入って、周りの国々から何回も攻めら

れるているうちに、イスラエルの人たちは、

だんだんと神様が守ってくださっていること

を忘れてしまいました。

その生活の中で、イスラエルの人たちはあ

ることにふと気がついたんです。それは何

だったと思う?・・・それはね、イスラエル

には他の国のような王様がいないということ

だったんです。イスラエルの周りの国には王

様がいて、王様がその国を守り、王様がその

国の人たちの生活がしやすいようにいろいろ

と考えて導いていました。でも、イスラエル

には王様がいませんでした。だから、イスラ

エルの人たちは、周りの国のように自分たち

にも王様がほしいと思いました。その願いを

神様は聞いてくださり、最初の王様サウルを

イスラエルのために選んでくださったので

す。そのことをイスラエルの人たちはたいへ

ん喜びました。

そのサウル王様の時代に、神様を信じてい

ないぺリシテ人がイスラエルに戦争を仕掛け

てきました。ぺリシテにも王様がいるけど、

イスラエルにも王様がいます。イスラエルの

人たちはそのことだけで安心していました。

だけど、その戦いが始まると、とんでもない

ことが起こりました。なんと、べリシテの軍

隊の中に、背の高さが 3メートルぐらいも

あって、 50キロぐらいのよろいも平気で着

てしまうカ持ちの、ゴリアトという大男がい

たんです。 3メートルというと普通みんなの

お家の床から一階の天上までがだいたい 2.7

メートルだから、それよりも高い巨人だった

んだね。その大男のゴリアテは毎日毎日、イ

スラエルの人たちの前に出てきて fイスラエ

ルの腰抜け!誰かこの俺と戦うことの出来る

やつはいないのか!一騎打ちで戦んだ。誰か

俺の前に出てこいJって、叫ぶんです。イス

ラエルの人たちは怖がって、誰も出ていきま

せん。

そんなことが続いたある日、この戦いにか

り出されたお兄さんに会うために、ダピデと
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いう少年がやってきました。ダピデは神様を

とっても熱心に信じて、神様のカを信じてい

る人でした。そのダピデさんがイスラエルと

ぺリシテが戦っているエラに来たとき、あの

ゴリアトがまた叫んでいます。イスラエルの

人たちは怖がってどんどん下がっていってし

まいます。イスラエルの中には、ゴリアトと

戦う人はだれもいませんでした。

それを見ていたダピデは「神様をばかにし

て、神様に挑戦するあの男は何者ですか!J 

とゴリア卜に対してとっても腹を立てまし

た。そして、「僕が行きますJとダピデは宮

いました。たぶんダピデはこの時、 12歳に

なったかならないかぐらいでした。だから

きっと自分の倍以上あるようなゴリアトと戦

うと言い出したのです。すごいよね。しかも

ダピデはゴリアトなん，て全然怖くないと思っ

ていたんです。なぜだろうね?・

ダピデは羊飼いだから、何度も羊を襲うオ

オカミやライオンと戦ったことがありまし

た。でも、だからゴリアトが怖くなかったで

はないのです。ダピデは神様がこの神様をぼ

かにする人と戦ってくださると信じていたの

です。そして、神様が神様の民のイスラエル

を守ってくださると信じていたのです。だか

ら全然怖くなかったのです。小さなダピデを

〔今日の暗唱聖句) 詩編 18編 36節

見てゴリアテは笑いました。しかもダピデは

武器を何も持っていません。ただいくつかの

小さな石ころと石投げの道具以外はね。でも、

たったそれだけで大男のゴリアトを倒してし

まったのです。

この戦いは、ただイスラエルとペリシテの

戦いではありません.神様が本当の神様であ

ることを示す神様のための戦いでした。大人

は誰も神様が助けてくれることを信頼できま

せんでした。だけど、ダピデだけは神様が助

けてくださることを信じて、勝利したのです。

みんなも教会に行っていることや神様を信

じていることでばかにされることがあるかも

しれません。それに、日曜日に教会に来るよ

り楽しいこともたくさんあるかもしれませ

ん.そのときに、神様の方に向きたいけれど

も、楽しいことや楽な方に行きたくなるもの

です。そのときに戦う戦いこそ、ダピデさん

もやった神様のための戦いなのです。

その戦いは自分のカでは勝つことが出来ま

せん.だけど、どんな時でもみんなを守って

くださる神様は神様を信じてお祈りして、み

んなが神様により頼むとき、神様はその神様

のための戦いに勝てるように助けてくださる

のです。(春名義行)

あなたは救いの盾をわたしに授け/右の御手で支えてくださる。

あなたは、自ら降り/わたしを強い者としてくださる.
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8月10日 「ダビデとゴリアト j 幼稚科

〈ねらい〉

信仰のカを子どもたちの心に刻み込み、神

に依り頼んで戦うことへと招きましょう。

〈展開例〉

みんなはこの部屋の天井に手が届くかな?

届かないよね。ダピデさんは、この天井より

も大きなゴリアト(身長およそ 3メートル)

と戦いました。ゴリアトは鎧を着て、兜をか

ぶって大きな槍をもって、腰には大きな万を

つけていました。ゴリア卜は大きな人でカも

あったし、鎧とかもつけて、武器もしっかり

持っていたから、誰にも負けないって思って

くやってみよう〉

給を描之う1

いたんだよ。そのゴリアトさんと戦ったダピ

デさんは、羊飼いの服で石投げの道具といく

つかの小石を持っていただけでした。でも、

ダピデさんが勝ったのです。

それは、いった何でだろうか?それは、

ダビデさんが神様を信じて、神様が助けてく

ださると信じていたからですね。ダピデと共

に神さまご自身が、戦ってくださったのです。

イエス様を信じるみんなは、この神様に守

られています。みんながとっても困ったとき

も、神様はその困ったことに立ち向かう勇気

とカを与えてくださる方なのです。

0下の絵をコピーして、ダピデの持っていたもの、ゴリアトの鎧や兜などを書き加

えましょう。

Oクイズを出しましょう。

-この絵のダピデは、いったい何をしようとしているのかな?

・ダピデの持っていた、自には見えない大切なものは?

①神さまを信じる信仰 ②てっぽう (①) 

ゴリアト
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8月10日 「ダビデとゴリアトJ 小学科下級

〈暗唱聖句〉

詩編 18編 36節

〈学びのポイント〉

1.子どもたちにも日々の歩みの中で、戦い

がある。

2.その戦いの中で神様の御守りを確信し、

神様の御カにより頼むことへと導く。

〈展開例〉

背丈が 3mちかくある大男ゴリアト、普通

の家の床から天井までが約 2m50cmですか

ら、さらに 50ロnも高いところがゴリアトの

頭のてっぺんです。そんな大男が自の前にい

ると想像してごらんなさい。さぞ恐ろしいで

しょうね。サウル王やイスラエルの兵隊たち

も、とても恐ろしかったのです.ただ恐くて

どうしていいかわからないでいました。

私たちも困難にあって、どうしていいかわ

くやってみよう〉

からないことがありますね。ダピデの言葉の

中にどうすればいいのかが書いであるので

すo r獅子の手、熊の手からわたしを守って
くださった主は、あのペリシテ人の手からも

わたしを守ってくださるにちがいありませ

んoj r主は救いを賜るのに剣や槍を必要と
はされないことを、ここに集まったすべての

者は知るだろう。この戦いは主のものだ。J

つまり、「神さまが戦ってくださるJという

ことなのです。どうしてよいかわからない時、

私たちはこのことを忘れてしまっているので

す。「神さま助けてくださいJと素直に祈り

ましょう.

〈祈りましよう〉

ちいさなダピデが、神さまのカでゴリアテ

に勝ちました。わたしたちも、ちいさく弱い

ですが、神さまのカにたよります。わたしの

心が、おそれに勝てるよう祈ります。

暗号患の申から、人、場所をきがをう1
タテ、ヨコ、ナナメに読んでみてね

①ダピデのお父さんの名前は?

②ダビデが戦った大男の名前は?

③ダピデに注がれたものは何?

(サムエル上 16:13)

④だれがそれを注いだの?

(サムエル上 16:13)

⑤イスラエルは、どこと戦ったの?

(サムエルよ.16:13)

ロ

ル

エ

ム

サ

カ

y 

イ
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8月10日 fダビデとゴリアトJ 小学科上級

〈ねらい〉

サムエル記には、カナンに入ったイスラエ

ルが王国を築き、確かな国へと成長する歴史

が記されている。その前には士師の時代(約

200年間)があったが、カナンに入って以来、

イスラエルは周囲の国々(特に、ぺリシテ)

の脅威にさらされていた。そのような中で、

イスラエルが確かな国を築くにために必要な

ものは何だったか。

〈展開例〉

1.ダピデとゴリア卜との対決は、ニ人の個

人的な争いではなく、イスラエルとぺリシ

テとの聞の戦争だった。聖書は戦争を通し

て、イスラエルの国が建てられてゆくこと

を記す。今も、国家にとって、戦争および

軍事力は必要なことなのか。

→恐らく、イラク戦争を推進した人々の思い

の中には、聖書に示された霊戦があったの

だろう。ウ告白 23:2は、限定的に、正義

のための戦争を支持している。しかし、戦

争を美化することを極カ避け、戦争には人

間の罪が極限的に現れるものであることを

知リ、そこにある悲惨さに目を向けるべき

だろう.マタイ 26:52のイエス様のお言葉

も大切。

2.ダビデの戦い方はどうだったか。 34節、 37

節のダピデの言葉から考えてみよう。

→ 34，35節には、自分の実カについての判断

に基づいた勝算と戦略(具体的には 39，40 

節)が示されている。 37節では、神様へ

の信頼がある。人間的には不可能と思える

状況でも (33節)、神様を信頼する信仰が

示されている。このニつは、私たちの祈り

の生活を支える、信仰と知恵と関係してい

ると考えていいだろう。

なお、ダビデの時代は、神様が強く歴史

に関わられた特別な時代であったことも意

識しなければならない。神様はダピデをお

用いになり、地上における確かな固として

のイスラエルを建てられた.そこには、「万

軍の主Jとしての神様の姿がある。

しかし、今の時代に、子どもたちが様々

な患や暴カに遭遇するときに、信仰に基づ

いて自分自身で直接的に立ち向かわねばな

らないと思わせてはいけないだろう.もち

ろん、それぞれにできる戦いがあるだろう

(祈りにおける戦いも)。

3.この時の前に、少年ダピデはすでに王と

なるための油を注がれていた(16章)。ど

うしてダピデが王になる者として選ばれた

のだろうか。

→神様のご指示によって、サムエルはエッサ

イの子ダビデに油を注いだ。ダピデが選ば

れたのは、タト見的な理由によるのではな

かった(16:7)。なぜ、ダピデが選ばれたか

はわからないが、神様はダピデをお選びに

なり、彼に f主の霊jをお与えになった

(16:13)。それは、救いに入れられる人が選

ばれる場合にも同じ。

なお、神様に選ばれたダピデが、まった

く正しい人として生涯を歩んだのではな

く、罪を犯し、それを悔いつつ歩む人生を

送ったことも覚えるべきだろう。地よの国

の王による支配には様々な問題が生じるこ

とは、ダビデ玉、ソロモン王においても見

られ、神様はその問題(玉を求める人々の

思いも)を指摘してれおられた(8:ι9)。
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8月10日 「ダビデとゴリアトJ 中学科

| ねらい>
0神がカ強い働きで戦ってくださっているこ

とを学ぼう。

|展開例>

0信仰の勇者少年ダピデを支えていたのは、

神様のカ強い働きかけである。預言者サム

エルは、すでに少年ダビデに、王となるべ

く油を注いでいた。 fその日以来、主の霊

が激しくダビデに降るようになったJ(サ

ムエルよ 16:13)。主の霊の働きを受けて、

神の臨在を確信していた。

Oダピデは、主の霊に導かれ、これまでの羊

0暗唱聖句O

詩編 18:36

0祈りの課題。

飼いの体験を生かして、ゴリアトとの戦い

に立ち向かった。ダピデは、主の御名によ

り戦い、勝利を確信していた。

|話し合ってみよう1>
0少年ダピデの羊飼いの体験が、ゴリアトと

の戦いにも勇気を与えているのではない

か。話し合ってみよう。

|祈り>

神様が先に立ち、共に戦ってくださること

を信じることができますように.

要三謹書日連震

日 サムエル記上 17章1-11節

月 サムエル記よ 17章12-16節

火サムエル記上 17章17句 25節

水サムエル記上 17章26-30節

木サムエル記上 17章31-40節

金サムエル記上 17章41-47節

土サムエル記上 17章48-58節

、、/

吉年ミ二日記女

h、_1---ー竺
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8月17日 「ダビデ契約J 聖書研究

テキス卜 サムエル記下 7章 1-17節

〈ダピデの歩み〉

サウルは、ゴリアトに勝利したダピデを兵

士として召し抱えました。このとき、主の御

心はすでにサウルにはなく、主はダピデと共

におられて、ダピデに勝利を与えられました.

ダピデが勝利を重ねることによって、サウル

はダピデをねたむようになり、それはダピデ

を殺そうとするほどでした。そのため、ダピ

デはサウルの前から逃亡し、荒れ野をさまよ

う生活を余儀なくされました。サムエル記よ

19章から 31章まで、ダピデの逃亡生活が容

さ記されています。ダピデは、何回かサウル

を討ち取るチャンスを得ましたが、サウルを

殺しませんでした.ダピデは、主が油を注が

れたサウルに、最後まで敬意を払いました。

サウルは、最終的に、ペリシテ軍との戦い

の中で深い傷を負い、そのため、自ら死を選

ぴ取りました(サムエル上 31:4)。王子ヨナ

タンも同じ戦いの中で命を失いました。それ

を受けて、まずユダ族の人々がダビデを王と

します(サムエル下 2:4)。そして、サウル王

家の内部抗争と内乱を収束させたのち、イス

ラエル全部族がダピデを王として認めること

になりました(サムエル下 5:3)0 

〈ダピデ契約〉

即位しで、ダピデが最初に行ったことは、

エルサレムを攻略して、エルサレムを首都と

定め(サムエル下 5:9)、エルサレムに神の箱

を運び上げることでした。ダピデは、エルサ

レムに幕屋を張り、神の箱を運び込み、献げ

物をささげて神を礼拝しました(サムエル記

下 6:17)。ダピデは、新しい国造りの中心に

神礼拝を据えようとしたのです。神を礼拝し、

神を喜ぶことこそが、イスラエルの国造りの

かなめなのです。おそらくはすでにこの時、

ダビデの心の中には神殿を建てる構想があっ

たのでしょう。イスラエルの民は、これまで、

幕屋において神礼拝をささげてきました。こ

れは、主なる神が荒れ野を旅する民と共に旅

をしてくださるという恵みのしるしでした.

そして、今イスラエルの民は新しい王国を築

こうとしています。ダピデも王宮を建てて住

み始めたのです。そうであるならば、主なる

神のためにもふさわしい神殿が必要である。

それがダピデの考えでした。ここには、ダピ

デの主への畏れと謙遜さが表れています。

しかし、主なる神は、ご自身には神殿は必

要ないとお答えになりました。むしろ、ダピ

デを祝福して、約束されました。それは、主

なる神ご自身がダビデのために家を興すとい

うことでした。また、ダビデの死後、子孫、の

中から跡を継ぐ者が起こされて、その王国を

揺るぎないものとするということでした。『あ

なたの家、あなたの王国は、あなたの行く手

にとこしえに続き、あなたの王座はとこしえ

に堅〈据えられるJ。これは、主なる神から

の一方的な恵みの契約です。これをダピデ契

約と言います。

この契約は、地上のイスラエルの王国では

なく、やがて来られる救い主メシアによる神

の国についての約束です。救い主イエス・キ

リストが、購いのみわざに基づいて、とこし

えの神の国を揺るぎないものとしてください

ました。それ故に、主イエス・キリストにあっ

て神を礼拝することが、私たちの生活のかな

めとなります。御言葉は、神礼拝を私たちの

生活の中心に据えることの大切さを教えてい

ます。(望月信)
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8月17日 「ダビデ契約j 説教展開例

テキス卜 サムエル記下 7章1-17節

〔単元のねらい〕

神のために神殿(神の家)を建立しようとするダビデに、むしろ神がダピデのために f家(王

朝)Jを興してくださると約束されます.この王国もやがては滅亡しますが、それはこの約束

が反故にされたということではなく、ここで約束される王国がホ遣の王国として揺るぎないも

のであり、それはダピデの子イエス・キリストによって建てられる王国(神の国)であること

を指し示すものでした.歴史上の国家ではなくて、ホ遣の神の国を指し示す預宮であることに

思いを向けさせてください。

『わ定しはあな芝と共巴いる』

大男ゴリアトと戦って勝ったダピデは、そ

れからも神さまに助けられて活躍し、ついに

イスラエルの王さまになりました。羊飼い

だったダピデは、人々(国民)を導く羊飼い

である王さまとなったのです。イスラエルで

は、王さまは「羊飼いJになぞらえられまし

た。そしてダピデは、この王国を守るために、

神さまのための戦いに明け暮れていました。

神さまがいつもダピデと共にいて、守ってく

ださったので、戦いに勝つことができました.

おかげでイスラエルも大きな王国になりまし

た。イスラエルの敵を滅ぼすことができたお

かげで、国のタトも内も平和になりました。

ダピデは、この神さまの恵みになんとか応

え、感謝を表わしたいと考えるようになりま

した。そしてあれこれ考えていた時、ダピデ

にいい考えが浮かんだのです。神さまの家が

まだ建てられていない! そうだ、神さまの

ために立派な家を建てよう、そしてそこに、

神さまにおいでいただき、いつまでもイスラ

エルとわたしと一緒にいてくださるようにし

よう、ダピデはそう考えました。預言者ナタ

ンに相談しますと、ナタンも喜んでくれまし

た.ダピデにはとてもいい考えに思えたので、

さっそくとりかかることにしました。

ところがです。神さまは、家など建てて欲

しくはありませんでした。この世界とすべて

のものをお造りになったまことの神さまに

は、家など必要ありませんo rこの神は天地
の主ですから、手で造った神殿などにはお住

みになりませんJ(使徒言行録 17:24)とパウ

ロが話したとおりです。神さまはこれまで一

度でも、自分のために家(神殿)を建ててほ

しいと求めたことはありませんでした。イス

ラエルの神さまは、ずっと「幕屋」、つまり

テントを住みかとしてこられました。それは、

イスラエルが荒れ野で苦しんでいた時代に、

神さまだけは高い天にいて、安全で安楽な場

所でくつろいでいたということではなく、神

さまも苦しい荒れ野での旅を、イスラエルと

共に歩み続けてくださったということでし

た.わたしたちの神さまは、わたしたちが苦

しい時、その苦しみを共に味わってくださり、

わたしたちと共にいて守ってくださる神さま

なのです。それが、神さまが「幕屋jを住み

かとしてこられたことの意味です。
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神さまは、ダピデの申し出を断りました。

むしろ神さまがダピデに、約束を与えられま

す。ダピデが神さまを愛して、神さまの恵み

に感謝をささげたいと考えた、その心を喜ば

れ、神さまがダビデの家(王朝)を興してく

ださり、これからずっとダビデの家は栄える

という約束です。神さまはダピデに約束され

ました o rあなたがどこに行こうとも、わた
しは共にいて、あなたの行く手から敵をこと

ごとく断ち、地上の大いなる者に並ぶ名声を

与えよう」と。苦しかったこれまでの問、ずっ

とダピデと共にいて、ダビデを守り助けてく

ださった神さまは、これからもずっと共にい

てくださるばかりか、ダピデだけではなく、

ダピデの子どもたちとも、ずっと共にいて

守ってくださるというのです。そして「あな

たがどこに行こうとも、わたしは共にいるJ

という約束を確かなものとするために、神さ

まは fダビデの家Jを興されると言われたの

でした。 fあなたの家、あなたの王国は、あ

なたの行く手にとこしえに続き、あなたの王

座はとこしえに竪〈据えられるJという約束

が、「契約Jとして、つまり決して破られる

ことのない特別な約束として、ダピデと結ば

れるのでした。

『あなたの王国は、あなたの行く手にとこ

しえに続き、あなたの王座はとこしえに竪く

据えられる」。しかし、この約束は、どのよ

うになったでしょうか。現実のダピデ王国、

イスラエルは、いま地上にありません。それ

では神さまは、ダピデとの約束を破ってしま

われたのでしょうか。いいえ! この約束は、

ずっと後の時代にダビデの子孫の中から救い

主があらわれ、その救い主であるメシアに

よって、新しい王国、永遠に続く神の国が興

されるという約束だったのです。それは、ダ

ピデの子であるイエスさまによって実現しま

した。そしてイエスさまがたでてくださった

ホ遣の王国である神の圏、天国に、わたした

ちも招き入れられるのです。

神さまはダピデに、「わたしはあなたと共

にいるjと約束してくださいました。どんな

に苦しいときにも、どんなに困った時にも、

ダピデは神さまが共にいてくださると信じる

ことができたので、乗り越えていくことがで

きました。それに必要な勇気とカを、神さま

にダピデにくださり、助けて守ってくださっ

たのです。その神さまは、あなたとも共にい

てくださいます。どんなときにも、あなたが

どこへ行っても、そこで神さまはあなたと共

にいて、あなたを守ってくださるのです。そ

れは、インマヌエル、「わたしたちと共にい

てくださる神」という名をつけられたイエス

さまなのです。ダピデの子であるイエスさま

が興してくださる水遠の固とは、イエスさま

が、神さまが、私たちといつまでも共にいて

くださるところなのです。「あなたがどこに

行こうとも、わたしは共にいて、あなたの行

く手から敵をことごとく断ち、地上の大いな

る者に並ぶ名声を与えよう」。この約束は真

実で、確かです。なぜならそれを約束された

方は、永遠に生きるまことの神さまだからで

す。そしてこの神さまのみ言葉も真実で、永

遠のものです。イエスさまを信じる人は、だ

れでもこの神さまの固に入れてもらうことが

できるのです。あなたも、イエスさまを信じ

て、この永遠の国に入れていただきましょう。

(三川栄ニ)

〔今日の暗唱聖句〕 サム-エル記下 7章9節

あなたがどこに行こうとも、わたしは共にいて、あなたの行く手か

ら敵をことごとく断ち、地上の大いなる者に並ぶ名声を与えよう。
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8月17日 「ダビデ契約j 幼稚科

〈ねらい〉

主イエスをお与えくださるとの約束を守っ

てくださった神様の真実を伝え、主イエスを

信じることへと招きましょう。

〈展開例〉

みんなは約束を破ったことがありますか?

ついつい約束を忘れて破ってしまったりする

ことって、けっこうたくさんあります。

でも、神様はダピデさんとしてくださった

約束を、何年も何十年も何百年も忘れること

〈さんぴしよう〉

み九なでう定おう『三つの鈎廉J

なく、守ってくださいました。その約束は、

イエス様を私たちのために与えてくださると

いう約束でした.その約束を変わることなく

守ってくださって、本当にイエス様を与えて

くださいました。そして、イエス様による救

いの恵みをお与えくださったのです.

神様の約束は変わることがありません。み

んなもイエス様を信じて、一緒に神様のみ国

に行きましょう。

Oいのちのことば社・太平洋放送協会、『友よ歌おう』、 21番
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8月17日 「ダビデ契約」 小学科下級

〈暗唱聖句〉

サムエル記上 7章9節

〈学びのポイント〉

1.神がダピデに約束された王国は神の固で

あって、イエス様によって興される。

2.イエス様を信じて入ることができる。

3.神様はいつまでもともにいてくださる.

〈展開例〉

ダピデは王様になり、イスラエルを治め、

神様は、周囲の敵をすべて退けられました。

ダピデは宮殿に住むようになりました。

十戒の入った神の箱はまだ天幕の中にあっ

たので、ダピデは神様の家、つまり神殿が必

要だと思いました。でも神様は天幕の意味を

教えてくださいました。それは、イスラエル

の民をエジプトから導き、先頭に立って民と

ともに歩むためだと。そしてダピデが神の家

〈やってみよう〉

暗号交をと之う1

O 。-J日 • • 白 L • 
t<1 • • 合 • • マ今々• 
φI~ • ‘b 。。-圃圃圃・ • • 
@ I : 。日 θ 。。
合。 • I c7 
。O • • • 

0暗号表

@ 

ヒフ

@ 。
ム

を建てるのではなく、神様がダビデのために

「家jを建ててくださると約束してください

ました。 fあなたの家、あなたの王国はあな

たの行く手にとこしえに続き、あなたの王座

はとこしえに硬く提えられるJo王国とは神

の国のことです。

これは、ダピデの子孫、であるイエス様が水

遣に続く神の園を興されるという約束でし

た.天幕の神様がイスラエルの民を導かれた

ように、私たちはイエス様に守られ、導かれ

ます。イエス様はまことの王として、私たち

といつまでもともにいてくださるのです。

〈祈りましょう〉

ダピデさんの国は、この世の国ではおわら

ないことを学びました。地上で終わらない神

さまの国があることにIJ¥んしゃします。神の

国のまことの玉、イエスさまを信じます。

歩々 てフ @ ζコ マ、

‘D、O 令 • • 目 口• 
• • ① • • ③ • • e 、
@ マ日 少々。• 。|• • 
く〉 。

ー
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8月17日 「ダビデ契約」 小学科上級

くねらい〉

ダピデはイスラエルの二番目の玉となった

(その聞にイシュ・ポシェトとダピデのニ人

の王が並立した時代があった)。ダピデは少

年時代に神様からの油を注がれていた(サム

上 16章)が、ダピデはイスラエルの全部族

の長老たちと契約を結び、彼らから油を注が

れて、全イスラエルの王となった(サム下

5:3)。玉(今日の指導者も)は、神様と人々

によって支持される人でなければならない。

〈展開例〉

1.もし、私たちが王となったら、何をする

だろう。ダピデは王となって何をしただろ

うか。

→生徒たちの思いを聞いてから、聖書をた

どってみよう。①都にふさわしい場所とし

て、エルサレムを都にした(5:9)。②王が住

み、国を支配する場所として、王宮を建て

た(5:11)。①子どもたちが与えられた(5:14)。

王朝の継続が圏の繁栄のために大切。④周

囲の敵国を征圧した(5:25)g国の平和の確

保。⑤神の箱をエルサレムに移した {6章)。

神の箱は、神様が共におられることを象徴

する大切なものだった。この記述が詳しい

ことはその大切さを示している。それ以外

は、地上の王としての一般的な働き。

2.ダビデがしたいと望んだができなかった

ことは何だろう。

→エルサレムに神殿を建て、神の箱を納める

こと。神様は、神殿の建設をお許しになら

なかったが、神様はその思いを喜ばれ、ダ

ピデに大きな祝福と約束を与えられた(礼

拝の聖書箇所)。神殿の建設は、次の王で

あるソロモンによって実現された。

3.神様がダビデに与えられた祝福と約束(契

約)は何だっただろう。

→イスラエルの平和とともに、「主があなた

のために家を興すJ(11節)こと。イスラ

エルの平和も、ダピデの家を過して実現さ

れる。神様のお約束どおりに、この後の歴

史で、長く(約 400年)ダピデの子孫が王

として国を治めることになる(ただし、国

の分裂を経験する)。ダピデの時代、さら

にその次のソロモンの時代は、その繁栄の

頂点にあった。

4.やがて、イスラエルは国の分裂、北イス

ラエル王国の滅亡、ついにはエルサレムも

壊滅し、ダピデ王朝も消滅する (BC586年)。

神様の約束はいったいどうなったのか。

→約 400年の長いダピデ王朝の時代それ自体

が神様の約束の実現ともいえる。しかし、

ダピデ王朝とともに園が滅んだとき、人々

はなお神様の約束を信じ、 fダピデの子」

の登場による国の復興を待ち望んだ。やが

て、神様は人々が期待した fダピデの子j

を越えるメシアとして(マルコ 12:37)、独

り子であるイエス様をダピデの家系に誕生

させられた。

5.そのほかにダビデのした大切な働きでど

んなことを知っているか。

→詩編の多くがダピデによるもの、あるいは

ダピデに由来するもの。
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8月17日 「ダビデ契約J 中学科

| ねらい>
0信仲の勇者ダビデに対Lて約束された神の

国の建設が、主イエス・キリストによって

成就されたことを学ぶ。

|展開例>

o rダピデの子イエスJと福音書でしばしば
呼ばれるように、ダビデへの神の約束が、

とき満ちて、主イエスによって成就された。

神の救済の歴史の不思議さについて学ぽ

つ。

O暗唱聖句O

サムエル下 7:12

0祈りの課題。

話し合ってみようl>

O信仰の勇者ダピデにも大きな失敗があった

ことを、サムエル記下 11-12章から確認

しよう。この記事が残されていることには、

王を超えた神への畏れがあったことを学

び、神を畏れ敬うことについて話し合おう.

|祈り>

油断して、神への罪を犯すことのないよう

にお守りください。

重塁審臼言果

日 サムエル記下 7章1-7節

月 サムエル記下 7章8-17節

火サムエル記下 7章18-29節

水サムエル記下 11章1-27節

木サムエル記下 12章1-25節

金詩編 51編 1-14節

土詩編 51章15-21節

女ミ二日記女

士、、L_哩三=
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8月24日 「ソロモン王J 聖書研究

テキスト 列王記上 3章

〈ソロモンの即位〉

神を畏れる謙そんな歩みであったダピデに

も、罪のとりことなるとさがありました。ダ

ピデは、パト・シェパを奪い取り、その家庭

を破壊する大きな罪を犯しました(サムエル

下 11章)。預言者ナタンの叱責を過して、ダ

ピデは率直に悔い改め、神はダピデを赦しま

した。しかし、この代償はたいへん大きく、

ダピデは自らの家庭の崩壊に直面します。息

子たちが互いに争い、イスラエルは内乱状態

となります。ダビデとパト・シェパの聞の息

子であるソロモンは、その内乱の中、ダピデ

の指名により、王として即位しました.ソロ

モンは、ダピデの息子たちの中で年少でもあ

り、内乱を経験して、国を治めることの難し

さを痛感していたでしょう。このことが、ソ

ロモンの祈りの背景にあると思われます。

〈神の知恵を求める祈り〉

ソロモンは、即位して間もなく、ギプオン

の聖なる高台でいけにえをささげて神を礼拝

しました。その夜、夢で現れた主なる神に答

えて、ソロモンは、自分の小ささ、若さ、知

恵の無さを告白し、善悪を判断する知恵、神

の御心を聞き分ける心を祈り求めました(列

玉上3:6・9)。これは、人間的な知恵ではなく、

神の知恵を祈り求める祈りです。ソロモンは、

イスラエルを治めるにあたって何よりも大切

なこととして、神の知恵を願い求めたのです。

この頗いには、ソロモンの鎌そんな姿が現れ

ており、主なる神が喜ばれる願いでした.主

なる神は、知恵に満ちた賢明な心をソロモン

に与え、加えて宮と栄光と長寿をもお与えく

ださいました。こうして、ソロモン時代のイ

スラエルの繁栄が始まりました。

くその後のソロモン〉

ソロモンは、神の知恵に満ちてイスラエル

を治めました。ソロモンの最大の事業は、神

殿を建てたことです。ソロモンは、その神殿

の完成に際して祈りました。列玉上8:27・280

イスラエルの民の罪の赦しを願い、また隣人

との争いを執り成し、戦いに負けたときにも

憐れんでくださいという祈りです。飢値が起

こったり、病があったり、そのような災害に

際して民が祈る祈りを聞きあげてください

と、執り成して祈りました。主なる神は、ソ

ロモンに応えて神殿を祝福し、イスラエルの

王座と支配はとこしえであると約束されまし

た(列玉上 9:3・9)。そこに見るソロモンの姿

は、神の御前にへりくだり、自らが神のしも

べであることを知る謙そんな姿です。

しかし、富と権カの誘惑は恐ろしいもので

す。ソロモンは、恵みとして与えられた豊か

さの中で、それをむさぼるようになります。

衣食にぜいたくを尽くし、多くの女性を求め

ました。多くは異国の女性であり、彼女たち

の手によって異教の神々が持ち込まれます。

イスラエルの衰退は、まず王宮から始まりま

した。ソロモンは、こうして神の紳前に嫌そ

んさを失い、主なる神は、ソロモンに敵対す

る者を起こされます。憐れみによってユダ族

とベニヤミン族はダピデの子孫、に委ねられま

すが、残りの十部族は別の王を立てて、イス

ラエル王国は分裂に至りました。統一王国時

代はわずかニ代で終わったのです。

ソロモンの生涯は、主の御前に謙そんにへ

りくだって歩むことの大切さを教え、また、

主なる神の恵みをむさぼり、怠惰であること

に対する警告でもあります。 (望月信)
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8月24日 「ソロモン王」 説教展開例

テキスト 列王記上 3章

〔単元のねらい〕

やがて神から心が離れて、偶像礼拝に陥るソロモンも、若いときには謙遜で、神に喜ばれる

人、そして主に愛される者(エデイドヤ、サムエル記下 12章 25節)でした。「わたしは取る

に足らない若者で、どのようにふるまうべきかを知りませんj という心を、ソロモンが生涯た

もち続けていたら、彼の生涯と働きも、この後の王国の命運も違ったものとなっていたことで

しょう。わたしたちにも、同じ謙遜さと神への敬度さが求められます。ダピデが祝福されたの

は、神への畏れがあったからでした。

『聞き分ける111をお与えく定きい』

今皆さんには、何か欲しいものがあります

か。そしてそれが手に入れられるとしたら、

どうしますか.もし神さまがあなたに、「何

でも欲しいものを願いなさい。与えよう jと

言われたら、あなただったら何を神さまにお

願いしますか。今日は神さまからそのような

すばらしい約束をもらったソロモンの話で

す。

ダピデの後を継いでイスラエルの王さまと

なったソロモンは、父ダピデにならい、神さ

まを畏れ、心から愛して従う心をもっていま

した。そしてイスラエルの王になろうとした

アドニヤや、その他の人々をしりぞけて自分

を王にしてくださった神さまに、ソロモンは

心からの感謝の捧げ物をささげたのでした。

その夜、夢の中で神さまがソロモンに現れて、

「何でも願うがよい。あなたに与えようJと

約束されたのでした。皆さんだったら、そこ

で何と答えるでしょうか。ソロモンはここで、

どんなお願いをしたと思いますか。ソロモン

はここで、他の人なら願わないようなことを、

神さまにお願いし、求めました。それは何だ

と思いますか。

まだ若くしてイスラエルの王となったソロ

モンは、イスラエルに住むたくさんの人々を

正しく治める知恵が与えられることを、神さ

まに求めたのでした。しかもそこでソロモン

が願ったのは、自分に都合のよいように国を

支配するための知恵ではなくて、「聞き分け

る心」でした。それはまず何よりも、たくさ

んの人々の苦しみや痛みを正しく聞き分け

て、彼らを正しく裁き、治める心ということ

でしたが、それだけではなく、なによりも神

さまのみ心とみ言葉を正しく聞き分ける心を

求めたのでした。神さまから知患をいただく

ならば、人々を正しい裁き、国を正しく治め

ることができます。しかし自分の知患やカに

より頼んでは、正しい政治を行うことはでき

ません。ソロモンは、ただすばらしい神の知

恵を求めたのではなくて、何よりも神さまの

言葉を聞き従い、神さまの知恵を正しく聞き

分ける心を求めたのです。わたしたちがなに

をするにも、まず神さまに聞き、神さまがな

にを望んでおられるか、神さまを第ーとして

いく心をもっているなら、あなたのすること
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は何でも祝福されます。神さまがあなたの味

方となってくださるからです。

ここではソロモンは、他の人が望むような

こと、たとえば長生きすることや敵を滅ぼす

こと、この世の富や財産や栄光といったもの

ではなく、「正しく聞き分ける知恵」を求め

ました.そして神さまは、このようなソロモ

ンの立派な心を喜ばれ、ソロモンに彼が願っ

た『聞き分ける心Jと共に、願い求めなかっ

たたくさんの祝福もお与えになる約束をされ

たのでした.これまでのだれもソロモンほど

知恵のある人は今まで現れませんでしたし、

『ソロモンの栄華J(マタイ 6章29節)と後

の人が言い伝えるほどソロモンの富と財産は

すばらしいものとなりました.しかしそれは

ソロモンがすばらしかったから、すごかった

からではなくて、神さまがソロモンに祝福と

してお与えになったものだったのでした。

残念なことに、ソロモンはこのときの神さ

まへの心を持ち続けることができませんでし

た。このときは、ソロモンは「わたしは取る

に足らない若者で、どのようにふるまうべき

かを知りませんJという謙遜な心と、神さま

を心から畏れ、従う思いをもっていました。

だから神さまはソロモンを祝福してくださっ

たのです。ところが、神さまがソロモンを祝

福し、多くの宮と財産、それに名誉と知恵で

それを得たかのように考えるようになりま

す。ソロモンの晩年は哀れなものでした。た

くさんの外国の女性を自分の妻にすると、そ

の人たちの言いなりになって、まことの神さ

まを忘れ、心はなれて、偶像を拝むようになっ

てしまいます(11章 1-8節)。神さまはニ

度もソロモンに警告し、偶像を離れてまこと

の神さまを拝み、神さまだけに従うことを求

めますが、ソロモンは聞く耳を持ちませんで

した。そしてついには、一つだったイスラエ

ル王国がニつに分裂してしまうことになって

しまいます(同 9-13節)。それはソロモン

が神さまを離れて、神さまの言葉に聞き従わ

なくなってしまったからでした。そしてイス

ラエルの人々も、自分たちの玉にならうよう

になってしまいました.もしソロモンが若

かった時に持っていた謙遜で従噸な心をずっ

と持ち続けることができたら、ソロモンもイ

スラエル王国も、ずっと神さまに祝福されて

いったはずでした。ソロモンは若い時に、 f正

しく聞き分ける知恵jを神さまに求めました。

わたしたちも同じものが必要です。自分の知

恵に頼ったり、自分の思いや願いのままに生

きるのではなくて、神さまのみ心とみ言葉を

f正しく聞き分けるべ1Jです。そうして神さ

まに従って生きるとき、あなたは本当に祝福

された幸いな人生を歩んでいけるのです。『主

を畏れることは知恵の初めJ(簸言 1章7節)

満たされるようになると、ソロモンは次第に なのです。 (三川栄ニ)

高ぶるようになり、まるで自分のカと知恵で

〔今日の暗唱聖句〕 列玉記上 3章14節

もしあなたが父ダピデの歩んだように、わたしの按と戒めを

守って、わたしの道を歩むなら、あなたに長寿をも恵もう。
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8月24日 「ソロモン王J 幼稚科

〈ねらい〉

まず神様の御言葉に聞き、神様を第一とす

べきことを共に学びましょう。

〈展開例〉

みんなはおうちで聖書を読んでいるかな?

ソロモンさんは、神様のことがとっても大

好きな人でした。そのソロモンさんが王様に

なったとき、神様はソロモンさんに「何でも

欲しいものを願いなさいJっておっしゃった

んだよね。ソロモンさんは、何をお願いしま

〈お祈りしよう〉

したか?・・・そう、 f聞き分ける心をくだ

さい」ってお願いしたんだよね。神様の御心

を聞き分ける心です。ソロモンさんは神様を

一番大切にしていたんです。だから、神様の

御言葉を聞いて、その御言葉に従って生きよ

うとしていたんだね。

私たちも、神様の御言葉を聞くことを大切

にして、神様の御心が分かるようにしてくだ

さいと、お祈りしましょう。

子どもたち一人一人に、神様にお願いしたいことを聞いてみましょう。

出されたお祈りを神に書いたり、ホワイトポードに書いたりしましょう.

お祈りを絵で描いてもよいでしょう。

出されたお祈りを、先生が助けてあげて、みんなでお祈りしましょう。

主の祈りをお祈りしてもよいでしょう。

天のお父さま

神さまの御Jらが分かるよう!こしてください。

このお祈りを、イエスさまのお名前|こよって、

おいのりします。アーメン。
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8月24日 「ソロモン王J 小学科下級

〈暗唱霊句〉

11J王記上3章14節

〈学びのポイント〉

1.神様に願って知患を与えられた。

2.神様への謙遜。

3.主に従わなくなると、国も衰える。

〈展開例〉

ソロモンの願いは、神様の御宮葉に聞き従

い、正しく聞分ける知恵を第一に求めました。

自分のことばかりでなく、神様のこと、イス

ラエルに住む人々のことを思い、正しく国を

〈やってみよう〉

νロモシ王ゲ-6.

治めることでした。そして、神様の知恵によ

る政治をして、イスラエルの国は、平和で豊

かになりました。

しかし、神様に対する謙遜の心をだんだん

と忘れ、ついに偶像礼拝まで行うようになり

ました。神様に従うことを忘れてしまうと人

も、国も滅びてしまいます。

〈祈りましよう〉

ソロモンのかしこさは、ほんとうにすばら

しいです。ほんとうのかしこさを、わたしに

おしえてください。自分の知識や知患にたよ

りません。神さまの言葉にしたがいます。

ソロモンになって、ソロモンのような聞き分ける知恵を身につけよう。

O遊び方

①ソロモン王の役を決める。

②ソロモン王役の子は、ほかのみんなから離れておく。

③ソロモン王以外のみんなで、良い言葉・惑い言葉を考えて、良い言葉・患

い言葉を言う役を割り振る。良い言葉・患い言葉は、それぞれ同じくらいの

長さで、同じ数にする。

④みんなは円くなり、ソロモン王役の子が中央に立ち、みんなが同時にソロ

モン王に向かつて、それぞれ割り振られた言葉を言う.

⑤ソロモン王は、その中から良い言葉を聞き取って、当てる。

ソロモン王は、いくつ聞き取れるかな?

役割を変えて、何回か遊んでみよう。

O良い言葉・患い言葉の例

良い言葉・・・しんせつ、やさしい、りこう、にゅうわ、けんそん、など

悪い言葉・・・いじわる、らんぼう、ごうまん、じぶんかつて、のろま、など
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8月24日 「ソロモン王j 小学科上級

くねらい〉

ダピデを継いで、ソロモンが王となった。

彼はイスラエルの中の反対勢カを駆逐した

(2: 46b)。また、強固エジプトと縁戚関係を結

ぶ(3:1)とともに、周囲の国々を制圧して(5:1)、

国の安定と平和を実現した。そのソロモンが

王位について聞もないころ、彼は夢で「何事

でも願うがよい。あなたに与えようJとの神

様のお言葉を聞いた。何を願うべきか。

〈展開例〉

1.自分たちがこのような神様のお宮葉を間

いたらどう答えるだろうか。

→真面白な答えは返ってこないかもしれな

い。そうであれば、対話の導入にとどめる。

2.ソロモンの答えにはどういう意味がある

のだろう。

→ソロモンの願いが f知怠(聞き分ける心)J

であったことを生徒は知っている.その意

味を問いたい。それは、王の働きに大いに

関係しているのだろう。ダピデの時代から、

王の働きを支える人々として、祭司、預言

者、将軍がいたことが記されている。ソロ

モンの周囲には、さらに書記官、補佐官、 12

人の知事、その他の人々がいたことが記さ

れている(4:2・7)。このことからすると、王

に求められた最大の務めは、神様のご意思

に従いつつ、その実行の方策をたてること

にあったと考えられる。 3:16からの記事か

ら、司法的判断もそこに含まれていたこと

がわかる。それらの働きには、知恵が不可

欠であり、ソロモンは王として最も大切な

ものを求めたと言えよう。しかし、そのこ

とと、賢い人が偉いといった理解{学校の

成績至上主義など)と混同しない注意が必

要だろう。一人一人に異なる賜物が与えら

れて、神様のご栄光のために働くことの幸

いへも、思いを発展させたい。

3.ソロモンのした大切な働きにどのような

ことがあるか。

→神殿の建設。それはダピデの願いでもあり、

ダピデはそのための様々な物を準備して、

その実現をソロモンにゆだねた(7:51)。神

殿が完成したときのソロモンの祈り (8章)

は、信仰的で感動的なもの。ソロモンの治

世の繁栄は有名。続言の多くも彼に由来す

るもの(簸言 1:1)。

4.イエス様がソロモンの時代の繁栄を引き

合いにして言われたお言葉を知っている

か。

→マタイ 6:29。

5.ソロモンの犯した大きな罪と、それに対

する神様の裁きを知っているか。

→ 11:1・10。人々への支配も過酷だったかも

しれない(12:4)。ソロモンの死後、固は南

のユダ王国(ダピデ王朝)と北のイスラエ

ル王国に分裂した。それが神様の裁きによ

ることを聖書は記す(11:11-12)。しかし、

それでも、神様は、ダピデの子孫による王

国の支配の約束をやめることはなさらない

(11:13)。
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中学科「ソロモン王」8月24日

| ねらい>

話し合ってみよう1>

0人生の知恵は、神様から与えられることを、

ソロモン王の物語から学ぽう。

0知恵と知識は、どこが遣うのだろうか。ま

た、知恵ある人間になるために何が必要か

を、考えてみよう。列王記上 3:9・14、簸言

1:1・7を参照。

|祈り>

|展開例>

Oソロモン王は、神の御心を聞き分ける知恵

を求めました。神を畏れ、御心を聞き分け

る知恵に満たされた人になることができる

よう、祈り求めよう。

知恵ある人間へと成長させてください。

襲2誓書目醤粟

列王記上 3章1-9節

列王記上 3章10-15節

列王記上 3章16-28節

列王記上 8章l2-19節

列王記上 8章20-25節

列王記上 8章26-32節

列王記上 8章33-43節

日

月

火

水

木

金

列王記上3:14

O暗唱聖句O

土

、、
女ミ二日記官公

0祈りの課題。

--
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8月31日 「ユダの滅亡J 聖書研究

テキスト エレミヤ書 18章 1-17節

1.平和を災いの計画とする神の民(ト17)

エレミヤより少し前の時代の預言者イザヤ

は、「わたしたちは粘土、あなたは陶工、わ

たしたちは皆、あなたの御手の業J(イザヤ

64:7)と語り、それゆえ「何をしているのか。

あなたの作ったものに取っ手がないJなどと

粘土が陶工に言うことはできないと言明しま

した(同 45:9)。

同じ本末転倒ぶりを、エレミヤは陶工の家

の前で語ります。「陶エは粘土で一つの器を

作っても、気に入らなければ自分の手で壊し、

それを作り直すJ、それと同じことを主なる

神がすべての民に、とりわけユダの民にする

ことは、許されないのかと。エレミヤに委ね

られた言葉とは、諸国民、諸王国を f抜き、

壊し、滅ぼし、破壊し、あるいは建て、植え

るJ言葉でした(18:7，1:10)。

しかし、その意図は、彼らが悔い改めるこ

とで、「もし断罪したその民が、悪を悔いる

ならば、わたしはその民に災いをくだそうと

したことを思いとどまるJのです(8)。神は

確かにご自身の民に対して「災いの計画Jを

立てておられますが、それは彼らが「悪の道

から立ち帰り・・・道と行いを正jすためで

した(11)。ですから本当は、 fそれは平和の

計画であって、災いの計画ではない。将来と

希望を与えるものJなのでした(29:11)0 とこ

ろがユダの民は、自らの頑なさと背信によっ

て、それを文字通り「災いの計画Jとしてし

まうのでした(12・1η。

2.偽預言者とのエレミヤの戦い(18-23)

神に逆らい続ける民にとっては「災いの計

画jでしかない預言を語るエレミヤは、非常

にわずらわしい存在でした。彼らはエレミヤ

が預宮者であることは認めています(18)。そ

れを認めた上で、それでもエレミヤを亡き者

にしようと企てます.エレミヤに対する暗殺

計画は、これまでにも故郷アナトトの人々に

よるものがあり(11:21以下)、神殿説教 (7

章)では激高した祭司と群衆によってあやう

〈暴殺されかけます (26章)。また大祭司、

官僚、王によって迫害され、監禁され、餓死

させられそうになります。

しかしエレミヤにとって最も織烈な戦い

は、偽預言者との戦いでした。彼らは神から

遣わされたのでもないのに、主の御名によっ

て「偽りの平和jを語り、それによってユダ

とエルサレムの滅亡をさらに確かなものにさ

せてしまっていたのです(14:14，5:31， 23:9-40)。

その中心人物の一人がハナンヤでした。彼は

エレミヤの預言を否定して、二年以内にエル

サレムはパピロンから救われると語りました

(28章)。またパピロン寄留の捕囚民の聞で

もアハプ、ゼデキヤ(29:21)、またシャマヤが

活動し、民を惑わしていました(29:30)。

エレミヤは、人々が聞きたいこと、期待す

ることを語る偽預言者からの告発と策某に対

しでも忍耐強い戦いを強いられました。「舌

をもって彼を打とう J(18)とは、あるいはこ

ういう偽預言者による対抗預言との戦いが暗

示されているのかもしれません。エレミヤの

戦いは、真理の言葉の戦いであり、災いから

真の平和に転換するための救いの言葉の戦い

なのでした。 (三川栄ニ)
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8月31日 「ユダの滅亡j 説教展開例

テキスト エレミヤ書 18章1-17節

〔単元のねらい〕

神様が創造主であるということは、同時に滅びを与えることもおできになる方であるという

ことです。すべては創造主なる神様の御手の内にありります。しかし、子どもたちの恐怖をあ

おるのではなく、滅びを与えることの出来る神様は、救いをもお与えくださるお方であること

を子どもたちの心にしっかりと根付かせ、神様の御宮に従う道へと導きたい。

『馳定ぢを饗して溜り直す神j

みんなの家にはお茶碗とかお皿とかコップ

がありますね。その中にはガラスで出来たも

のとかプラスチックのものとか、陶器で出来

たものとかがあるよね。陶器のお皿とかコッ

プとかは、陶器を作る人が粘土をこねて、形

を作って、それを大きな窯で焼いて完成させ

ます。だけど、作った人が、その作品を気に

入らなければ割ってしまいます。僕たちがそ

れを見てどんなにすばらしいと思つでも、

作った人が気に入らなければ割られてしまう

のです。

今日の聖書のお話はエレミヤという預言者

が神様に陶器を作る人のところへ行けと命令

されて、そこに出掛けていったところから始

まります。

エレミヤさんが陶器を作る人のところに

行ってその仕事を見ていると、粘土をこね、

形を作つでもそれを気に入らなければすぐに

壊してまた作り直しています。その作ったも

のが良くないものだったら、壊して作り産す

ことは作った人の自由です。みんなも学校と

かで工作をしていてうまくできなかったり、

作ったものが気に入らなければ壊して作り直

したりしたこともあるでしょう?作ったも

のが悪ければそれを壊して良いものを作るの

は作った人の自由なのです。

神様がエレミヤさんに陶器を作る人のとこ

ろで、このような仕事を見せたのは一つのこ

とを教えるためでした。それは、この世界を

神様が創造なさった、つまり、神様が作った

のだから、その作品が良いものでなければ、

神様は、この世界を壊して、造り直すことが

自由に出来るのだということでした.

このエレミヤさんの時代、イスラエルの人

たちは、神様からの恵みが与えられているこ

とや神様に守られていることを忘れて、人間

の手で石や木を削って作った偶像を拝んだり

していました。たくさんの人たちが本当の神

様の方から、偽物の作り物の何も出来ない像

の方に向いて神様に逆らっていたのです。神

様が創られ、神様によって守られていたのに、

イスラエルの人たちは神様に逆らっていたの

です。これは、神様の作品としてすごく良い

ものかな?それとも、気に入らない悪いもの

かな?…。造られた方に逆らっているのだか

ら良い作品ではないよね。惑い作品はどうな

るんだったっけ?…。そう、創った人が気に

入らない患い作品は壊されてもおかしくない

んだよね。

神様はこの時、患い作品となってしまった
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イスラエルを滅ぼそうと決めておられたんで

す。これはひどいことではなく、神様はイス

ラエルの人たちと契約を結んだとき、神様に

逆らうなら裁きを与えると最初からおっ

しゃっておられたのです。神様の御言葉は正

しく必ず本当になるのです。

しかし、それは、滅ぼすことに神様の御心

があるのではありません.そのことを過して、

私たちを造り直してくださるのです。神様は、

神様に逆らっていた罪を悔い改めて、神様の

方に向き直ることを求めておられます。そし

て、神様の方に向き直るなら、滅ぴを免れさ

せてくださるというのです。神様は造ったも

のに滅びをお与えになることのお出来になる

方です。でも、神様は神様に患いことをして

いたことに気がつき、神様にごめんなさいと

素直に謝る人を滅びから救ってくださるとい

うのです。

それはイスラエルの人たちだけではなく、

今ここに来ているみんなにも教えられている

ことなんです。人聞はみんな神様に逆らう罪

人です。その罪人は私たちを造ってくださっ

た神様から滅びを受けなければいけません。

だけど、ただ神様はみんなを滅ぼそうとな

さっているわけではないのです。自分の罪に

気が付いて、神様の方に向き直って、神様に

ごめんなさいと謝るなら、みんなも滅ぼされ

ないのです。

神様はみんなが滅びることのないように、

イエス様を私たちに与えてくださったので

す。そして、イエス様が十字架に架かつてく

ださって、私たちがそのイエス様を信じるだ

けで、罪を赦してくださるように神様はして

くださったのです。イエス様を信じることで、

私たちは私たちを造ってくださった神様に滅

ぼされるこどはなくなるのです。

神様は私たち人間もこの世界もすべて創造

してくださいました。この世界は神様の作品

で、最初はとても良いものでした。でも、神

様に逆らう罪のためにその作品が、悪いもの

になってしまったのです。その作品を神様は

壊して新しい良いものをお造りになることも

出来るのです。でも神様はこの造られた世界

を壊すのではなく、造り直そうとしておられ

ます。私たちを滅ぼすのではなく、救い出す

道を与えてくださったのです。神様は、悪く

なってしまった、壊されてもおかしくない作

品である私たちを、それほど深く愛してくだ

さっているのです。(春名義行)

〔今日の暗唱聖句〕 エレミヤ書 18章6節後半

見よ、粘土が陶エの手の中にあるように、

イスラエルの家よ、お前たちはわたしの手の中にある。
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8月31日 「ユダの滅亡J 幼稚科

〈ねらい〉

御言葉に聞き従わない者にとって、神様は

怒りの神であるが、信じ従う者にとっては救

いと愛の神であることを教えましょう。

〈展開例〉

ユダが滅ぼされたことを聞きました。それ

は、ユダの人たちが神様の御言葉に聞こうと

しなかったからです。神様の厳しい御宮葉よ

りも、みんなが喜ぶようなことばかりを言う

人の言葉を聞いていたんだよね。そうして、

エレミヤさんの諮った神様のほんとうの言葉

を聞かなかったのです。

神様の御言葉に聞き従わないことを神様は

お嫌いになります。神様の御言葉を聞こうと

しない人たちにたいして、お怒りになります。

そして、神様は、神様の御言葉を聞く人を喜

んでくださり、愛して守ってくださるんだよ.

神様は、みんなのお父さんやお母さんと同じ

ように、言うことを聞かなければ叱られるけ

ど、それはみんなを愛しておられるからです。

紳さまの子どもである、イスラエルの人たち

ゃみんなのことが大好きだからです。神様は、

神様の御言葉を聞いて、神様が命じておられ

ることを守る人を、喜んでくださいます。

〈祈り〉

悪い心を悔い改めて、神様の御言葉を受け

入れて、従うことができるようにしてくださ

い。神様の愛の中に置かれていることを信じ

ることができますように。

くやってみよう〉

工作をしよう1

ごろごろイイジ合

の

:L .. 

@物耐)cm AIJ換
l< ~ 3S-(If1t~流め 、予諺V
セOf~フぞまある v 
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8月31日 「ユダ、の滅亡」 小学科下級

〈暗唱聖句〉

エレミヤ書 18章6節後半

〈学びのポイント〉

1.神様は創造主である。

2.神様は罪を悔い改めることを望んでおら

れる。

3.悔い改めるならば、必ず救われる。

〈展開例〉

神様は、この世のすべてを創られました。

創造主なる神様は、すべてを創ることも、す

べてを無にすることもおできになるお方で

す。

〈やってみよう〉

結土で鑑ぽラ1

人が罪を犯し神様に従わず、悪の道に進む

ならば、この世を無くしてしまうこともおで

きになりますが、神様は預言者を通して本当

の神様にたちかえることを望んでおられ、忍

耐強く待っておられます。

そして、罪を悔い改めるならば、かならず

救いの道を備えてくださいます。

〈祈りましょう〉

神さまが、わたしをつくってくださいまし

た。神さまをしんじて、神さまにしたがうた

めです。エレミヤの教えのように、神さまを

うやまい、イエスさまにしたがいます。

Oいろいろな粘土(油粘土、紙粘土など)を用意して、遊びましょう。

O下図は、小麦粉の粘土の作り方です.参考にしてください。

|繍鵬雌綿榔J V~ιf;;:p，j 
-用癒するも
小麦紛力ツプ1
サラダ油スプーン1
水カップl
塩カップ半分
蛤の異

A 当該曹F??MM一
五三ご.::::私1 ①材斜をなべに入れ@火にかけてしゃ 181~何~nJl.J 'I<;'土

匂ぶ1 て漕かす(色を入れも…混ぜi、一
、宅看hヨグ るときはこの時点でる。 士Jレωd::.つI&:
『引 入れる)。

密閉容器に入れて冷麗
庫にしまっておくと、
提期間持ちます。

fマ~ (IJ S小麦粉をしいた
(U:.込~......(，，- ~、 台の上にあけ3併話"'.，-、(合加凶いので少し急

.に磁石をはりつけると、す
てきな飾り磁石になります。
穴をあけてひもをつけると、
オーナメントになります。

Y~-7 f'そJ.:'i;f5l#III す。
司~、.・ 7\.-.~

@火を止めて、古 、一一子 む
らにかき回す。...J密 乾粘

か土
しは
ま
し自
よ然
う乾

色っき粘土はそのまま上からニスを塗ると、つやが出て
きれいです。色無しのときは、乾いてから酒色します。
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8月31日 「ユダの滅亡」 小学科上級

〈ねらい〉

ソロモン王の後、国は北のイスラエル王国

と、南のユダ王国(ダピデ王朝)に分裂する.

イスラエル王国は神様に背き、その哉さとし

て BC782年にアッシリアに滅ぼされた。一

方、ユダ王国は滅びをまぬがれたものの、国

の中の罪は増していった。そのような中、神

様は預言者を用いて、神様に立ち返るよう呼

びかけられた。

〈展開例〉

1.ユダ王国の最後の 5人の王様(ヨシヤか

ら)について、列王記下がどのように記し

ているかを調べてみよう。この中で良い王

様と記されているのはだれで、患い王様と

記されているのはだれ?

→ 23:24-25、23:31・.32、23:36・37、24:8-9、

24:18・190 良い王様はヨシヤだけ.

2.どういう王様が良くて、どういう王様が

悪いのか?

→患い王様は「主の目に患とされることをこ

とごとく行ったJと記されている。それは、

良い王様であるヨシヤの場合(23:24・.25)と
反対なのだろう。つまり、固に偶像などを

つくり、自分で礼拝するだけでなく、国民

にも偶像を礼拝させた。そうではなく、神

様の戒めに従って、偶像を捨て去って神様

に立ち返った王様が良い王。

3.背くユダの固に対して、神様は新パピロ

ン帝国(ネプカデネザル)による脅威を与

えられるともに、預言者を遣わして、神様

に立ち返るように呼びかけさせられた。し

かし、神様から使わされていない偽の預言

者も現れた。「神様の都であるエルサレム

は滅びるはずはない。平和だJという預言

者と、「平和も慈しみも憐れみも取りよげ

られるJという預言者とどちらが本当の預

言者だったのだろう.

→エレミヤ 16:5(エレミヤに与えられた言

葉)。人々に気に入られることを話す預言

者が正しいわけではない。神様から与えら

れた言葉{預言)を語るのが真の預言者。

4. エレミヤ書 18章の陶工の手の中にある粘

土の話(礼拝の箇所)は、神様がユダの国

も滅ぼされかもしれないことを示してい

る。陶エが気まぐれに粘土を潰すように、

神様はユダの国を滅ぼされるかもしれない

ということか。

→そうではない。たとえ人は滅ぼされても造

り主である神様に文句は吉えないが、神様

は気まぐれで滅ぼされることはない。悔い

改めて神様に立ち返る民を、神様は滅ぼさ

れない。また、神様はそのことを強〈望ま

れておられる.預言者はそのことを伝えた。

5.今の時代に預言者はいるか。あるいは、

預言者のような人はいるか。

→旧約時代のような預言者はいない。しかし、

説教をする牧師の働き、また、神様のみ心

を悟り示す私たちの働きは、今の時代の預

言者の働きといえる.
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8月31日 「ユダの滅亡J 中学科

| ねらい>
0神は人間に災いを下すこともあることを学

ぼう.

Oしかし、それは、私たちを悔い改めと倍仰

へ導くためであることを覚えよう。

|展開例>

o rイスラエルの神、万軍の主はこう言われ
る.見よ、わたしは災いをこのところにも

たらす。それを聞く者は耳鳴りがするJ(エ

レミヤ 19:3)。神は、正義に反する患が行

われるならば、災いを下して罰せられるお

方であることを理解しよう。

O暗唱聖句O

エレミヤ 18:6b

0祈りの課題。

0神の御心は、その恐るべきみわざを過して、

悔い改めと信仰へと導き、平和と祝椙を与

えることにあることを理解しよう。

|話し合ってみよう!>

Oご自分の愛する民に災いを加える、その神

の心の痛みについて考えよう。

0私たちにおいて、災いがなぜ起こるのか、

どのような意味があるのか、話し合ってみ

よう。

|祈り>

幸いと災いの両方をもたらすカのある神を

畏れて歩む者にならせてください。
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9月7日 「回復の預言j 聖書研究

テキスト エゼキエル書 34章11-31節

1.散らされる民を憐れむ神(1-10)

この章ではイスラエルの牧者が告発されて

います.預言者ミカヤがアハプ王の戦死によ

り兵士が散り散りになって逃亡する様を『イ

スラエル人が皆、羊飼いのいない羊のように

山々に散っている」と表現したとおり{列王

下 22:17)、イスラエルの牧者とは具体的には

「王jのことです.イスラエルの理想の王で

あるダピデは、神が「牧場の羊の群れの後か

らあなたを取って、わたしの民イスラエルの

指導者にしたJ(サム下 7:8) と言われるよう

に、もとは羊飼いでした。羊飼いが細心の注

意を払ってか弱く小さな一匹一匹の羊を見守

り、また最大の勇気をもって自分の身を盾と

して猛獣の危険から群れを守り、さらに忍耐

強く群れを導いて養うように、イスラエルの

玉にはそのように民を治め、守り、導くこと

が求められました。それは古代オリエント世

界の専制君主とは全く異質な王の姿です。

しかし、北イスラエルと南ユダの歴代の王

は、そのような牧者として立てられたにもか

かわらず、その任を果たさず、かえって牧者

が自分自身を養った結果が、国家滅亡と捕囚

という時代でした。そのため、民は国々へと

散り散りにされ、搾取され、酷使されて弱り

果てて、餌食とされていました。

この預言が、ユダ滅亡産後のものであるこ

とに注意しましょう。あえぎ苦しむ民の悲痛

な声が、ここには込められており、またそれ

を聞いて心を痛め、心を引き裂かれる神の痛

みが込められています。この章:.(;t単なる抽象

的な文学表現なのではなく、これまでのイス

ラエルの歴史と、この捕囚という歴史的出来

事を踏まえた現実を訴えています。

2.ご自身が民を集め牧する神(11-31)

神は、この悲惨な現実を看過することがで

きず、イスラエルの民の痛みを分ち合われま

す.神は、いても立ってもいられない思いで、

ご自身が散り散りにされた民を諸国から探し

出し、そこから集めて救い出し、再び豊かな

牧草へと導いて、そこで養うことを宣言され

ます o rわたしは失われたものを尋ね求め、
追われたものを連れ戻し、傷ついたものを包

み、弱ったものを強くするJと(16)0 そのた

めにダピデの子である f一人の牧者Jを起こ

すことが約束されます(23)。

これが実際には、ダピデ王朝が廃絶され、

ダピデ国家が終鴻した時点で語られているこ

とに注目しましょう。かつてダピデに語られ

た、ダビデの家{王朝)を永遠に樹立される

という神の契約(サム 7:8・16)はどうしたの

かと人々が危慎する中で、ユダ王国滅亡とい

う事態はその約束を反故にすることではない

ということ、新しい展望が神によって与えら

れていくことが語られます。

この時代の人々は、それが再びダピデの末

粛によるユダ王国の復興によって実現すると

期待しましたが、神の計画はもっと遠大で、

ご自身の一人子による新しい神の民の復興を

意図されたのでした。「群衆が飼い主のいな

い羊のように弱り果て、打ちひしがれている

のを見て、深く憐れまれたJ主こそ(マタイ

9:36)、99匹を残して f見失った一匹を見つ

け出すまで捜し回Jり(ルカ 15:4)、「失われ

たものを捜して救うために来たJ(ルカ 19:10)

f良い羊飼いJ(ヨハネ 10:14)なのです。

(三川栄ニ)
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9月7日 「回復の預言j 説教展開例

テキスト エゼキエル書 34章11-31節

〔単元のねらい〕

私たちがキリスト者として歩む道は、多くの困難や誘感、誘惑による危険が待ち受けている.

そのような中でも、真の牧者が私たちを導いでくださっていることの喜びと安心感へと子ども

たちを導きたい。

『溜当の草飼い』

神様に従うことをしなかったユダ王国は、

とうとう神様に滅ぽされてしまいました。そ

して、そこに住んでいた人たちは捕まえられ

パピロンの国に連れて行かれる事になりまし

た。これは神様の哉さでした。だけど、神様

はこの人たちをこのまま見捨ててしまわれた

訳ではないのです。

今日の聖書には、イスラエルの人たちが羊

の群れにたとえられています。みんなは羊を

見たことがあるかな?牧場なんかで見たこ

とがある人もいるかもしれないけど、羊は人

聞がきちんと守ってあげないと生きていくこ

との出来ない、とっても弱い動物です。だか

ら羊には羊飼いが必要なのです。羊であるイ

スラエルのために、神様は羊飼いとして何人

もの王様を立てられました。だけど、その羊

飼いは悪い羊飼いが多くて、イスラエルの人

たちを正しく導くことが出来なかったので

す。そして、とうとうユダの国は滅ぼされ、

パピロンへと連れて行かれました。これは神

様が前から予告し、警告していたことでした。

だけどイスラエルの人たちは神様の方に向き

直らないで、患いことを繰り返してきたので

す。その結果、神様にユダの国は滅ぼされて

しまうことになりました。

パピロンに連れて行かれたイスラエルの人

たちは、それでも神様の民であることには変

わりありませんでした。神様の羊なのです。

しかも、神様が選ばれた羊なのです。だから、

神様は、その羊を刑罰の中に入れたまま放っ

ておかれることはありません。

今まで神様が御自身の羊を任せた玉様たち

は神様の御心に従わず、好き勝手に羊を導き、

羊を危険な目に遭わせました。そして、羊を

散らせてしまったのです。こんな悪い羊飼い

に羊を任せておくことは出来ません。でも、

羊には羊飼いが必要です。ですから神様は羊

飼いをもう一度用意してくださると約束なさ

るのです。でも、今度は他の人にまかすので

はなくて、神様御自身が羊飼いとして導いて

くださると約束してくださったのです。

この羊飼いは、散らされて危険な自に遭っ

ている羊を一匹一匹探して、そして、守り養っ

てくださいます。神様御自身が、いなくなっ

た羊である人聞を一人一人ていねいに探し出

してくださるというのです.これは、神様が

今捕らえられている人たちを救い出し、もう

一度神様の国イスラエルを回復してくださる

という約束なのです。

患い羊飼いの時、イスラエルでは、弱い人

たちが痛めつけられ、弱い人たちがたくさん

悲しい思いをしてきました。でも神様が羊飼
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いとなったとき、弱い人たちを苦しめてきた

人たちは取り除かれるのです。こうしてイス

ラエルは回復されるのです。

この回復のために、神様は一人の羊飼いを

与え、その羊飼いのもとで回復がなされるの

です。それは今まで何人もいた羊飼いとは

遣ってたった一人の羊飼いなのです.しかも、

神様の柳宮葉に聞いて神様の御思いを必ず行

う羊飼いなのです。この羊飼いが民を導くこ

とで、民は神様との平和の契約の中に入れる

のです.この羊飼いが羊飼いとなっているか

ら神様はこの新しい民の神様となってくださ

るのです。そして、この羊飼いによって、も

う一度集められたイスラエルは神様の祝福を

受けることができるようにされるのです。

イエス様を信じる私たちは、あのイスラエ

ルの人たちと同じ、神様の羊です。イエス様

こそが、羊である私たちを導いてくださる本

当の羊飼いです。神様は、ご自身の独り子で

あるイエス様を、まことの神様ご自身である

イエス様を、私たちの羊飼いとしてお遣わし

くださいました。イエス様というまことの羊

飼いによって、私たちは養われます。

この羊飼いは今、私たちを探し出してくだ

さいます。私たちは、迷いだして滅びに向かつ

てしまう、愚かな羊たちです.しかし、この

本当の羊飼いであるイエス様が、危険に向

かつて歩いている私たちを一生懸命探してく

ださり、見つけ出してくださるのです。そし

て、私たちを神様の祝福を受けることのでき

る、神様の民としてくださるのです。そして、

神様の民とされた私たちを祝福の内にいつも

導いてくださるのです.

私たちがイエス様を信じて歩んでいくとき

神様に従うよりも楽しそうに見える道へ誘お

うとすることがたくさんあって、苦しむこと

もたくさんあります。でも、手ムたちの苦しみ

をイエス様は知っていでくださって、ちゃん

と正しい安全な道を歩くことが出来るように

導いてくださるのです。(巻名義行)

〔今日の暗唱聖句〕 ヨハネによる福音書 10章14節

わたしは良い羊飼いである.

わたしは自分の羊を知っており、羊もわたしを知っている。
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9月7日 「回復の預言J 幼稚科

〈ねらい〉

一人一人を罪の中から捜し出してくださる

真の羊飼い主イエスを子どもたちの心に刻み

込みましょう。

〈展開例〉

イスラエルの国はたくさんの王様によって

支配されてきました。それは神様の羊である

イスラエルの人たちを導くための羊飼いでし

た。でも、その羊飼いたちは、自分自身を肥

え太らせて、羊の面倒を見ず、羊たちが荒れ

野に散らされてしまうことになった、そう宮

くやってみよう〉

ひつじあつめゲ-6.
魚釣りゲームの要領です。

われるようなイスラエルの民の状況でした。

そのため、神様は、イスラエルの民を憐れん

で、本当の羊飼いをお送りくださいました.

それがイエス様です。

イエス様は本当の羊飼いとして、罪のこの

世界の中でさまよっている小さな羊を探し出

してくださるのです。そのイエス様が探して

くださっている小さな羊は00ちゃんやムム

くんなんだ。そのことをよく覚えて、みんな

を捜してくださっているイエス様を信じるお

友だちになろうね。

用意するもの・・・・ひつじの絵を描いた紙、そのほかのものを描いた紙、

ゼムクリップ、たこいと、釣り竿代わりになる長い棒、

小さな磁石

あそびかた・・・ひつじの絵を描いた紙にゼムクリップをつけて、床や机の上に

まいておきます。そのほかの絵を混ぜておいて、つり上げては

いけない、などのルールを決めてもよいでしょう。

釣り竿代わりの棒の先にたこいとをつけ、そのたこいとの先端

に磁石をつけて、ひつじの絵をつり上げて遊びます。

ひつじの絵の枚数を人数によって調整してください。
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9月7日 「回復の預言j 小学科下級

〈暗唱聖句〉

ヨハネによる福音書 10章14節

〈学びのポイント〉

1.わたしたちは弱い羊です。

2.神様は、迷った者を探し出してくださる。

3.イエス様はまことの羊飼い。

〈展開例〉

わたしたちは羊のように弱〈、すぐに道に

迷ってしまい自分のカで安全な場所にたどり

着くことができません。神様にそむを、御言

葉に聞き従わなくなってしまったわたしたち

に、神様は本当に心を痛め、憐れんでくださ

〈聖書を聞きましよう〉

ヨハネによる福音書 10章14節

います。

羊のような弱いわたしたち、迷子になって

しまったわたしたちを、一生懸命探し出して

くださり、豊かで平和な牧草地へ導いてくだ

さるために、まことの羊飼いであるイエス様

を与えてくださいました。イエス様の御声に

従って歩むとき、本当の安らぎが得られます。

〈祈りましょう〉

わたしは小さな羊です。イエスさまが、わ

たしの羊飼いになってくださったことをかん

しゃします。わたしが、迷うとき、わたしを

正しい道につれもどしてください。

o ( )をうめて、ことばを完成させましょう.
fわたしは良い飼いである.

わたしは自分のを知っており、

もわたしを知っている。J

〈やってみよう〉

草をさが也
まいごになった一匹の

羊をさがしてください。

計算して、 10より小さ

い数のところに色をぬっ

てみよう.
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9月7日 「回復の預言J 小学科上級

〈ねらい〉

エレミヤの預言の言葉を受け入れず背き続

けるユダの国に、神様は新パビロニア帝国の

軍隊を送り、滅亡させられた(エルサレムの

壊滅 BC586)。それによりダピデ王朝も滅ん

だ。それは、まったくの絶望といえる状況.

しかし、そのような絶望的な状態の中でも、

神様は祝福の約束を与えてくださる。エゼキ

エルは、捕囚の民とともにパピロンに連れて

行かれ、その地でその預言をした.

〈展開例〉

1.列王記下が記すエルサレム壊滅の悲惨な

状況を学ぼう。

→ 25:1-ロ。

2. 捕囚(列王下 25:11) とはどういう人々な

のだろう。

→古代の戦争において、戦勝国は滅ぼした国

の人々(特に役に立つ人々)を捕虜あるい

は奴織として自分たちの固に連れて行っ

た。そのような人々。その中にエゼキエル

もいて預言した。その言葉は、捕囚の人々

に対しての言葉であるとともに、すべての

人々(今の私たちにも)向けられた神様の

吉葉でもある。

3.エゼキエル 34:11・14を読んで感想を語り合

おう。

→回復の希望。特に、絶望の中でこの言葉を

聞く人々の思いを連想してみよう.

4.エゼキエル 34:23-24を読んで感想を語り合

おう。

→「わが僕ダビデJからイエス様を思うとと

もに、ヨハネ 10:7からの箇所の「良い羊

飼いJのたとえを思ってほしい。ダピデ王

朝に代わる真の王として、イエス様が世に

来られた。

-81-



9月7日 「回復の預言J 中学科

| ねらい>
Oユダの滅亡後も(自分の回が滅びても)、

なお将来の回復の預言の言葉が語られてい

ることに注目しよう。

|展開例>

Oイスラエルの国が滅ぼされ、民が散らされ

てなお、回復の希望の約束が語られる。民

族や国を超えた神の支配、神の御園が指し

示されていることを理解しよう。

O 暗唱聖句。

ヨハネ 10:14

0祈りの課題。

0真の大牧者イエス・キリストが与えられる

喜びを分かち合おう.

|話し合ってみよう，>

0国が滅びてなお希望を語る預言者が現れた

ことについて話し合ってみよう。

0私たちが目を注ぐべき神の御固について話

し合ってみよう。

|祈り>

私たちのまなざしを、民族や国家を超えた

神の御園に向けさせてください。

要望書書巴言葉

日 エゼキエル書 34章1-10節

月 エゼキエル書 34章11-19節

火 エゼキエル書 34章20-31節

水 エゼキエル書 37章1-10節

木エゼキエル書 37章11-14節

金 エゼキエル書 37章15-21節

土 エゼキエル書 37章22-28節

『\~

*ミ二日記食

孟凶lIIIiiiiiii函
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9月14日 「捕囚からの解放J 聖書研究

テキスト イザヤ書 45章1... 13節

イザヤ書 44章23節から 45章 13節まで、

新共同訳聖書の小見出しは fキュロスによる

解放jとしている。これまでほのめかされて

いたペルシア王の働きが、ここで初めてその

名を挙げて語られる。パピロン捕囚からの解

放は、言わば第二の出エジプトと言えよう。

実に、その解放者は選ぴの民ではなく、異邦

人であった。しかも、イザヤはここで「主が

油を注がれた人Jとすら紹介している。『メ

シアJと言われているが、もちろん、救済者、

fキリストJの意味ではない。神に立てられ

た玉、祭司、預言者としての称号である。

しかしここでイザヤが告げるのは、異邦人

の活躍ぷりということではなく、真の神、創

造者なる神は、異邦人をも、御自身の歴史支

配の道具となさることがおできになるという

神の主権性への賛美と証しなのである。

何故、神は、この異邦の王をお立てになる

のか。その理由をイザヤは三つ数える。一つ

は、クロス自身にイスラエルの神を知るため

(3)。もう一つは、神の選んだイスラエルの

救いのため(4)。三つ目は、世界中の民がイ

スラエルの神こそ真の神、創造者にして主で

あられることを知らせるためである(6)。

8節では、天と地における神の支配が、コ

ンパク卜に見事に歌い上げられている。

しかしながら、 9節から 15節まで、イス

ラエルの「吃き jを聞かれた神が、彼らを訴

える言葉が語られる。 f土の器のかけらに過

ぎない」とは、イスラエルの民、選びの民で

あり、陶工とは、そのイスラエルを造り、選

ばれた主である。彼らは、自分違の不信仰、

偶像礼拝の罪によって捕囚の哉さを受けなが

らなお、選民が異邦人によって救われること

に抗議する。神の不義、不正であると神と宮

い争う。しかし、神は自ら f正義J(13)を主

張し、その正義によってこそ恵みを施し、神

の民を解放するのであると説得してくださ

る。しかも神は、彼らの実に世俗的、地上的

な心配がどこにあるかも深く理解して、「報

酬も賄賂も求めないJと指摘して、説得して

おられる。何という優しい配慮であろうか。

ちなみに、へプライ語において、正義(ツエ

デク)と患み(ツェダカー)とは、同根文字

である。その意味で、 8節の「恵みjを新改

訳聖書は「正義Jと訳したが、新共同訳聖書

が「恵みJとしたことは正しいであろう。神

の正義と恵みとは一つのことなのである。

さて、このテキストから、子らに何を語る

のか。何よりも、神の歴史支配の確かさへの

信仰を養い励ますことであろう。教理の言葉

で言えば、摂理の信仰を説くこととなろう

(~子どもカテキズム』問 13 とその解説を参

照)。また、我々は未信者に取り固まれて旅

をしている。未信者との正しいかかわり方に

ついて考えさせることも大切であろう。子ど

もたちにとって未信者との出会いもまた神の

摂理であり、その中で神の正義と恵みの支配

がなされていることを悟らせ、安心して生き、

何よりも自らが救いの歴史の表舞台へと召し

出されていることを感謝をもヴて党えさせた

い(~子どもカテキズム』問 51 を参照)。

(相馬伸郎)
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9月14日 「捕囚からの解放J 説教展開例

テキス卜 イザヤ書 45章1-13節

〔単元のねらい〕

パピロンでの惨めな生活は、神の憐れみによってエルサレム帰還へと導かれる。宮わぱ、第

二の出エジプトの出来事である。しかし、そこでイスラエルを脱出させるのは、異邦人、キユ

ロス王であった。この空前絶後の御業に対して、イスラエルは自らの選民意識の中でなお、神

に文句を言う。自らが土の器のかけらであることをなおも悟らない者がいるのである。ここで

は、主なる神が人類の歴史を支配し、救いを完成される大きな幻を仰ぎ見たい。未信者との正

しい関係についても考えさせたい。また、我々こそは、神の支配を映しだすための選ぴの民で

あること、その務めの重さと幸いを覚えさせたい。

「捕囚からの鰐版j

神さまに選ばれたイスラエルの人々は、神

さまから遣わされた預言者たちの言葉を素直

に受け入れませんでした。不信仰と偶像礼拝

を止めませんでした.そのためにとうとう自

分たちの国が奪われ、パビロンという異邦人

の国の奴隷になって連れて行かれてしまいま

した。しかし、神さまはイスラエルの人々が

悔い改めと信仰によってもう一度、故郷のエ

ルサレムに戻って礼拝をささげたい、真の神

さまを神さまとして従って生きてゆきたいと

祈り願っているのをご覧になられました。そ

して、パピロン捕囚が始まって 50年余りが

たちました.パピロンの国は、こんどはぺル

シアという固によって滅ぼされてしまったの

です。イスラエルの人々を支配するのは、キユ

ロスという王様になったのです。

ところがどうでしょう。信じられないよう

なすばらしいニユースがイスラエルの人々に

届きました。「天の神さま、すべての造り主

の真の神さまが、私に命じられました。あな

たがたは、自分の故郷に戻りなさい。そして、

真の神さまの神殿を造りなさい oJ何が信じ

られないかと言って、ペルシアの王様はユダ

ヤ人ではありません。神さまの選ばれた民族

ではないのです。本当なら、捕らわれている

イスラエルの人々を奴隷のようにして、いっ

そう苦しめたり、利用したりできるのです。

世界中で一番カのある王様になったのですか

ら、どんなことでも自由にできるのです。文

句を言える国も人も誰もおりません.

そのような王様が、今、イスラエルの神さ

ま、聖書の、真の神さまから使命を与えられ

ています。神さまは、このキユロス王様を用

いて世界を治めさせ、イスラエルの人々をエ

ルサレムに帰し、壊されて粉々になってし

まった神殿を建て直そうとされるのです。

僕たち私たちは、これまでも何回も、神さ

まはご自分の約束、契約に真実です。約束を

破られることはないと学んできました。アプ

ラハム、イサ夕、ヤコプとの契約を、たとえ

イスラエルが忘れてしまって、破ってしまっ

ても、神さまは覚えておられるのです。そし

て、そのためなら、僕たち私たちが考えられ

ないような素晴らしいこと、想像もできない
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ような索晴らしい方法で神さまの栄光、僕た

ち私たちの救いを実現してくださるのです.

さあ、けれども、そんな素晴らしい方法で

救ってくださる真の神さまに対して、素直に

有難うございます。私たちの罪をお赦しくだ

さいと言えないで、逆に、神さまに文句を宮

う人違もいました o r私たちは神さまが選ば
れた特別な人間なのです。そんな私たちが、

たとえどんなにカのある王様であっても、神

さまに選ばれていないような王様に助けられ

るなんて嫌だ。どうして神さまは、私たちの

中から王様を立ててくださらないの

か・・・。Jこんな不平をプツプツ言うので

す。

神さまは、そんな人々に対してこのように

答えられます。 fあなた方は私によって造ら

れた土の器である。土の器が造る人に向かつ

て、どうしてこんな風に造るのかなどと文句

を言いますか。私は、天と地を創造した真の

神である。世界に正義を実現させ、恵みを与

えるのはこの私である。わたしは、世界の全

てを支配し、創造する神である oJ 

僕たち私たちの住んでいるこの園は、まだ

まだ、イエスさまを信じている人は少ないで

す。とても悲しいことです。神さまが悲しん

でおられます。だから、僕たち私たちは、お

友だちを日曜学校に誘います。でも、皆の中

でこのようなことを考えたりしたことのある

お友だちはいますか。「イエスさまが真の神

さまなら、もっと教会を強くしてくださらな

いかなあ。教会にカを与えて、日本の総理大

臣もキリスト者となったり、学校の先生もキ

リスト者の先生になってくれるようにできな

いのかなあ。J先生も思います。もっともっ

と、イエスさまの教会が強い教会となって、

つまり、イエスさまに従う信仰が強くなって、

イエスさまに従う人も増えたら、なんて素晴

らしいのだろうといつも思います。

でも、そこで問遣えてはいけないことがあ

ります.イエスさまを信じていない人でも、

イエスさまがお立てになった人が一杯いま

す.みんなのお父さんお母さんで教会に来て

いないお友だちはたくさんいますね。でも、

たとえイエスさまを信じていなくても神さま

は、深い御計画をもって、僕たち私たちのお

父さんお母さんとして与えてくださいまし

た。みんなの学校の先生もそうでしょう。だ

から、神さまを信じている僕たち私たちは、

喜んで尊敬するのです。

神さまは、イエスさまを信じている僕たち

私たちを愛しておられ、祝福するためにどん

なことでもできるのです。だから、安心して

生きて行けます。そして、僕たち私たちこそ、

真の神さまを信じているのですから、不信伸

に負けないで、神さまの救いの御計画を実現

するようにイエスさまを第一にして行きま

しょう。(相馬伸郎)

〔今日の暗唱聖句〕 ローマの信徒への手紙 13章1節

人は皆、上に立つ権威に従うべきです.神に由来しない権威はな

く、今ある権威はすべて神によって立てられたものだからです。
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9月14日 「捕囚からの解放J 幼稚科

〈ねらい〉

神様は、私たちのために、家挟や先生、多

くのお友だちを与えてくださっています。神

さまから与えられている人間関係を大切にす

ることを覚えましょう。

〈展開例〉

みんなにはお友だちは何人いるかな.みん

なのお友だちは、 00ちゃんやムム〈んのた

めに神様が与えてくださったんだ。お友だち

ばっかりじゃなくて、お父さんとかお母さん、

みんなの兄弟姉妹も、神様が一人一人のため

に与えてくださったんだ。神様を信じている

僕たち私たちのために、神棟はみんなの周り

に多くの人たちを与えてくださいました。自

分の周りにいるお友だちを、神様からの大切

なプレゼントなんだと思ってください。その

ときに、周りにいる人たちにもイエス様のこ

とが少しずつ伝えられていくんだよ。

〈お祈りしよう〉

O私たちの用りの人たち、両親やお友だちの顔を紙に書きましょう。

0紙の余白に、 f神さまがわたし(ぽ<)に与えてくださったお友だちです。

お友だちのためにお祈りをしますJと書きます。

0お祈りしたいことを尋ねて、祈祷課題を書き加えでもよいでしょう.

0一緒にお祈りをしましょう。

0時間に応じて、色塗りなどをしてください。

?乃う、沿ざま均がtず.あT花z 為て <r~三
あ、~もがちτ・・ 941

あヒ屯t:'ちの r~め lごあì¥. '"，リします.
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9月14日 「捕囚からの解放」 小学科下級

〈暗唱聖句〉

ローマの信徒への手紙 13章1節

〈学びのポイント〉

1.神様の約束は変わることがない。

2.神様はわたしたちの救いのためにすべて

を用いられる。

3.神様の約束による平安。

〈展開例〉

パピロンに捕らわれたイスラエルの人々

は、長く苦しい生活をしていました。このイ

スラエルの嘆きを神様は聞きとめ、異邦人で

あるべルシャのキユロス王を用いて、再びエ

ルサレムに帰還することを御許しになりまし

〈聖書を開きましよう〉

イザヤ番 45章1-13節

た。

パピロンからの旅は長い道のりです。神様

に不平を言ったりする人たちも大勢いまし

た。そんなイスラエルの人たちでも、神様は

心にとめ、祈りを聞き届けでくださること、

いつも一緒にいてくださり守ってくださるこ

と感謝し、すべてのものを御支配くださる神

様を覚えましょう。

〈祈りましょう〉

神さまは、わたしがどこにいても、なんで

も知ってくださり、ただしくみちびかれます。

学校でも、家でも、神さまは、はたらかれま

す。安心して神さまを信じています。

Oこの聖書の箇所の中には、「主Jという言繋が何度も出てきます。

さて、いったいいくつあるでしょうか。教えてみましょう。

〈やってみよう〉

王臓の命令ゲ-u
①グループの中から王様を一人決めます。

②その王様が命令を出します。

(答え=11コ)

命令を出す時の約束は、命令の前に必ず f王様の命令ですjという言葉をつ

けます。他の人は、その命令通りに行動します。でも、「王様の命令ですjと

言わずに出した命令には従ってはいけません。従った人は失格となります。

だれが最後まで残るかな?

O具体例

王様=r王様の命令です。立ってくださいj
みんな=立つ ・>> OKです。

王様=rありがとう。すわってくださいJ
みんな=立ったまま >>このとき、すわった人は、失格となります。

命令を変えて、繰り返し遊びましょう。
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9月14日 「捕囚からの解放」 小学科上級

〈ねらい〉

やがて新パビロニア帝国はペルシア帝国

(キュロスニ世)に滅ぼされ (BC539)、捕

囚とされていたユダヤ人が解放された。聖書

は、それが神様による救いと記す。イザヤ書

40章からはイスラエルの回復の預言、救い

の預言が記されている.世界の歴史を支配さ

れ、そのために異邦人の王をも用いられる神

様のお働きを学ぶ.

〈展開例〉

1.歴史の本も、新パピロニア王国やペルシ

ア帝国の興亡、そしてユダヤ人の捕囚から

の帰還をも記す。聖書の記していることは、

それとどう追うのだろう。

→聖書は歴史を支配されるのが神様であるこ

とを記す。ペルシア帝国の王キュロスが、

新パピロニア帝国を滅ぼしたのも、神様が

彼を強くしたから。おそらくキユロスはそ

れを知らない。しかし、そのような彼を神

様はお用いになり、神様のご計画を実現さ

れた。

2.神様を知らないキユロス王をお用いにな

るのは変ではないか。

→ユダヤ人たちもそのように思った。しかし、

イザヤはそのような考えの誤りを陶工と粘

土の関係のたとえによって示した(45:9)。

そのことは、今の時代にも、神様がカ強い

世界の支配者であることを意味している。

3.イザヤ書 42:1-4とマタイ 12:15・21を読んで

みよう。マタイはイザヤ書を引用して何を

示そうとしているのだろう。

→イザヤの預言は直接にはキユロス王による

捕囚の民の解放を指している。しかし、マ

タイは、その預宮がさらに後の時代に、世

にこられたイエス様をも指し示しているこ

とを示そうとしている。

4. r傷ついた葦を折らない」、「くすぶった
灯心を消さないJとはどういうことだろう。

→傷ついた筆はすぐに折れる。ランプの明か

りも灯心がくすぶりだしたらすぐに消えて

しまう。それは、傷ついた人間(心も、体

も)を指している。そのような、人間(私

たち)をいたわり、憐れみ、救ってくださ

るイエス様。マタイは、そのことを、イザ

ヤの預言に見ている。

5.神様はユダヤの人たちをなぜ救おうとお

考えになったのだろう。 43:10-12、43:25を

読んで話し合ってみよう。

→人間の義しさや信仰のために救われたので

はない。「わたし自身のためJoそれは、

人々が神様の憐れみを知り、喜んで、神様

の救いの恵みの証人としての働きをするよ

うになるためではないだろうか。
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9月14日 「捕囚からの解放」 中学科

|ねらい>

0信伸者でない人物が用いられて、神の歴史

が進展する事例があることを学ぶ。

0神が歴史の支配者であることを覚えよう.

i展開例>
orわたしはあなたにカを与えたが、あなた
は知らなかったJ(イザヤ 45:5)。私たちの

知らないうちに神に用いられることがある

ことを学ぼう。

0主なる神は異邦人の主でもあられる。異邦

人も用いられて、神の歴史が紡ぎ出される

ことを学ぼう。また、神は、悪をも用いて、

O暗唱聖句O

ローマ 13:1

0祈りの課題。

善を行い、ご自身のご計画を成し遂げるこ

ともなさるお方である。

話し合ってみよう!>

0キュロス王のように、神を信じていなくて

も神に用いられた事例をいくつか挙げて話

し合ってみよう.

|祈り>

神のご支配の不思蟻さに驚き、神に従う心

をお与えください。

重塁審日言果

日 イザヤ書 44章9-17節

月 イザヤ書 44章18-20節

火 イザヤ書 44章21-23節

水 イザヤ書 44章24-28節

木 イザヤ番 45章1-8節

金 イザヤ書 45章9-10節

土 イザヤ書 45章11-13節

〆戸

女ミ二日記会

r 」
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9月21日 「礼拝の再建j 聖書研究

テキスト ネヘミヤ記 8章1-12節

〈霊的再建〉

捕囚の地パピロンから祖国イスラエルに帰

還した人々は、ネヘミヤを指導者として、廃

櫨となっていた都エルサレムの城壁を再建す

る仕事にとりかかり、数々の囲雛を克服して

これをやりとげます。

12章 27節以下には、完成した城壁の奉献

式の様子が記されていますが、城壁再建の慰

謝と奉献を行う前に必要な準備がありまし

た。それは量的な準備です。

8章には、パピロンからエルサレムに帰っ

てきた人々が主の日にささげた礼拝のもょう

が描かれます。神の都を築くことは彼らに

とってまさに信仰のわざであり、従って城壁

の再建は、そのまま礼拝共同体の再建をも意

味したのです。

民はみな神を礼拝するために広場に集ま

り、「一人の人のようになJ(1)りました。そ

して立ち上がり、讃美し、祈り、ひざまずき、

顔を地に伏せて礼拝しました(6)。

書記官であり祭司であったエズラは、おそ

らく帰還のさいにたずさえてきた「モーセの

律法の書J(1)を朗読し、神のみ心を説き明

かしました。朗読は夜明けから正午にまで及

び、聞いて理解することのできる者はみな立

ち上がって耳を傾けました(3)。

〈主を喜ぶことこそあなたがたの力である〉

神のみ言葉の朗読とその説き明かしを聞く

と、民は皆泣いていたと記されています(9)。

おそらく彼らは、神のみ言葉に自分たちの罪

を鋭く刺され、深い嘆きにおそわれたものと

忠われます。パピロン捕囚は神の選ぴの民イ

スラエルの背きの罪を打つために、神が敵国

の王を用いて遂行された審判でした。律法の

朗読を聞きながら、民はあらためてそのこと

を深〈党えさせられたのです。

しかし、ネヘミヤとエズラ、そしてみ言葉

の説き明かしに当たったレピ人たちは民全員

に宮います。今日は主にささげられた聖なる

目であるから、嘆いたり泣いたりしてはなら

ない(9)。民は神に背いたかつての罪を嘆く

ところにとどまっていてはならなかったので

す。捕囚からの帰還が、神の赦しの恵みであ

ることを党えるべきであったのです。そして

神の都の再建とともに、神が彼らの新しい歩

みのために彼らの魂と神礼拝とを再建してく

ださる怠みを覚えて、神に感謝し神を喜ぶべ

きであったのです。

彼らは、さらに民に言います。「主を喜び

祝うことこそ、あなたたちのカの源であるJ

(10)。

神はひとり子の十字架と復活のみわざに

よって私たちの罪を赦し、私たちの死をホ遣

の命にかえてくださいました.主の日はひと

り子イエス・キリストの復活を記念し、神を

ほめたたえる目です。イエス・キリストがよ

みがえりたもうたゆえに、いっさいの悲しみ

や嘆きはすでに後ろに投げ捨てられているの

です.

主の目の礼拝につらなり、神が与えてくだ

さった救いの恵みを喜び祝うことこそ、私た

ちの生きるカの源なのです。

(木下裕也)
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9月21日 「礼拝の再建」 説教展開例

テキスト ネヘミヤ記 8章1-12節

〔単元のねらい〕

礼拝は神の民が神と出会い、神と交わり、神がなしてくださった救いのみわざを喜ぶ祝宴で

ある。私たちがこの地上を生き抜〈カは礼拝によってこそ与えられる。そのことを今一度深〈

確かめておきたい。

「礼揮の再建」

神さまの民イスラエルは、パピロンという

固によって滅ぼされ、民たちは捕虜となって

パビロンに連れていかれ、神の都エルサレム

は廃櫨となってしまいました。自分の国が滅

びてしまうということを皆さんは想像できる

でしょうか。このことはイスラエルの歴史の

なかで、もっとも悲しく、苦しい出来事となっ

たのです。

でも、ほんとうはイスラエルを滅ぽされた

のは神さまご自身だったのです。パピロンの

国は、そのために神さまに用いられただけで

す。

神さまがイスラエルを滅ぼされたのは、イ

スラエルが神さまの民であったにもかかわら

ず、王も民もこぞって神さまに背き、神さま

から離れ、いつわりの神にひれ伏し、さまざ

まな罪をおかしたからです。神さまは義なる

お方ですから、たとえご自身の愛する民だか

らといっても、その罪をそのまま見過ごすこ

とはおできになりません。愛する子どもを、

お父さんが自分の手も痛めで打つように、神

さまはご自分のみ手によってイスラエルをこ

らしめられたのです。

けれども、こらしめの時が満ちたとき、神

さまはただ恵みとあわれみによって、イスラ

エルをおゆるしになりました.民はもういち

どネ且固にかえってくることができました。そ

してふたたび国をたてなおすことになったの

です。

ゆるされてかえってきた人々は、ネヘミヤ

という人を指導者として、神の都エルサレム

の城壁を再建する仕事を、さまざまな困難を

のりこえてやりとげました。そして、完成し

た城壁を神さまにささげました。けれども城

壁を再建することにまさってたいせつなこと

がありました。それは、イスラエルの人々の

信仰をもういちどたてなおすことです。そし

て、とだえていた主の日の礼拝をもういちど

再開することです。

民たちは神さまを礼拝するために、主の自

に広場に集まってきました。男も女も、老人

も子どもたちも、おおぜいの人々が集まりま

したが、みな神さまのみ言葉を求める思いは

おなじでした。ですから、ひとりの人のよう

に心をあわせたのです。

人々は立ち上がり、讃美し、ひざまずき、

祈りました。

そして神さまのみ言葉が朗読され、説教さ

れました。そのときそこにいた人々はみな泣

いていました。み言葉を聞くことによってこ

れまで自分たちがいかに神さまを悲しませて
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きたのか、神さまに対して、また隣り人に対

して、いかに多くの罪をおかしてきたのかが

よくわかったからです.そして、国を失う悲

しみが、神さまのこらしめの鞭であったのだ

ということがよくわかったからです。神さま

のみ言葉に、人々はみな鋭〈心をさされたの

です。

けれどもそのとき、み言葉をときあかして

いたエズラさんとネヘミヤさんは、人々に言

いました。今日は主の目、神さまを礼拝する

固なのだから、あなたたちは泣いていてはな

りません.自分の罪を悲しんでいてはなりま

せん。神さまはあなたたちをゆるして、もう

いちど祖国にかえらせてくださったではあり

ませんか。神さまはあなたたちをあわれんで、

もういちど神さまを礼拝する民としてくだ

さったではありませんか。そのことを喜びな

さい。神さまの恵みとあわれみを喜ぶことこ

そが、あなたたちの生きるカのみなもとでは

ありませんか。

神さまは私たち人間のどのような罪をもゆ

るすことのおできになるお方です。神さまの

愛と患みのカは、人間の罪のカをはるかにこ

えて強いのです。神さまを礼拝するときに、

私たちはそのことを確かめるのです。それゆ

えに礼拝は神さまを喜ぶときです。

主の目はイエスさまの十字架とよみがえり

とを記念する目です。イエスさまが私たちの

かわりに十字架に死なれましたから、私たち

のすべての罪はゆるされました。イエスさま

が永遠の命によみがえられましたから、いっ

さいの悲しみや嘆きはもはや後ろに投げ捨て

られています。この神さまの大きな恵みを喜

ぶことこそ、私たちの命をささえるカなので

す。

このカにあずかる場所こそが主の自の礼拝

です。礼拝こそ私たちにとってもっともたい

せつな場所です。だからこそイスラエルの

人々は、まず礼拝を再建したのです。私たち

の人生のもといを礼拝に、すなわち神さまを

喜ぶわざにしっかりとすえましょう。

(木下裕也)

〔今日の暗唱聖句〕 ネヘミヤ記 8章10節後半

主を喜び祝うことこそ、あなたたちのカの源である。
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9月21日 「礼拝の再建J 幼稚科

くねらい〉

礼拝の意味を一緒に考え、喜びの時として

の礼拝をささげるよう招きましょう。

〈展開例〉

みんなは毎週日曜学校に来て、礼拝をして

います。礼拝は何で毎週するのかな?それ

はイエス様が十字架に架かつて私たちのため

に死んでくださり、三日目の朝(日曜日の朝)

によみがえられたことを覚えるためです。そ

くやってみよう〉

パズILをつくろう!

して、イエス様がよみがえられたことを喜ぶ

ためです。日曜日の礼拝を喜ぶことができる

のは、イエス様が復活なさったことで、私た

ちは罪から救われたからなのです。イエス様

の復活を記念する目、罪から救われたことを

喜ぶこの時、私たちは悲しんでいたり嘆いて

いたりはできないのです。礼拝は事ぴの時な

のです。

0画用紙を子どもたちに渡して、自由に教会の絵を描いてもらいましょう。

イラスト集などの教会の絵を拡大コピーして用いてもよいでしょう。

0その教会の絵を、タテやヨコ、ナナメに自由に切り、混ぜます。

0お友だちと交換して、教会を組み立てて遊びます。

こ口
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9月21日 「礼拝の再建」 小学科下級

〈暗唱聖句〉

ネヘミヤ記8章10節後半

〈学びのポイント〉

1.城壁の完成。

2.霊的礼拝の回復。

3.神礼拝は、わたしたちのカの源。

〈展開例〉

パピロンから帰還した人々はさっそくエル

サレムの城壁を再建する仕事にとりかかりま

した。多くの困難をのりこえて、やっと完成

することができました。

どうして長く苦しい捕囚生活をしなければ

〈聖書を開きましよう〉

ネヘミヤ記8章10節後半

ならなかったのか、今まで犯した数々の罪を

もう一度思い起こし、悔い改めました。

立派な建物や教会がなければ礼拝ができな

いのではなく、神様の正しさや、恵み湾さ、

憐れみを心にとめ、まことの神様を喜びを

もって礼拝することがどれほどわたしたちの

カとなっているか、毎週の聖目に確かめま

しょう。

〈祈りましょう〉

わたしたちに、日曜日をくださったことを

かんしゃします。聖書をよみ、礼拝でまなび、

さんびかをうたうことは、わたしのよろこび

です。つらいこともわすれて、礼拝します.

『主を喜びネ兄うことこそ、あなたたちのカの源である。」

Oしおりの大きさの画用紙やカードを用意して、聖句を書き写しましょう。

書いたものをしおりや飾りとして用いましょう。

くやってみよう〉

O問題を作り、互いに出し合ってみましょう。

問題の例

①聖なる日は、何をする日でしょうか。

(何もしないでじっとしている・友だちと遊ぶ・神さまを礼拝する)

②私たちのカの源は何でしょうか。

(主を喜ぴ祝うこと・食べたり飲んだりすること・寝ること)
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9月21日 「礼拝の再建J 小学科上級

くねらい〉

新パピロニア帝国は滅ぼされ、ユダヤの捕

囚の民は解放された(歴代下 36:22・23、

BC538)。ただし、捕囚の民のすべてがただ

ちに帰還したわけではなかった。ユダヤに

戻った人々は、苦労のあげく神殿を再建した。

しかし、荒廃した町はさらに様々な復興の手

立てを必要としていた。ペルシア王に仕える

高官となっていたネヘミヤは、エルサレムに

帰還し⑦C445)、城壁の再建、および人々の

生活と礼拝の改革を進めた。

〈展開例〉

1. ネヘミヤ 1:5・7は、ペルシアの都市スサに

いたネヘミヤのもとにエルサレムの惨状が

伝えられ、そのことを悲しんでネヘミヤが

祈った祈り。その中で罪のことが祈られて

いる。どのような罪についてだろう。

→捕囚の原因となったイスラエル(南、北両

王国)の罪。さらには、エルサレムに帰還

した人々の生活における罪(伝え聞いたの

だろう)や、自分自身の罪をも思つてのこ

とだろう。神様に祈るとき、罪を悔い、罪

の赦しを祈ることが大切。

2. 8章は城壁の修復が終7しその奉献式(12

章)が行われるまでの記事。そこで、モー

セの律法が読まれたことにはどのような意

味があるのだろう。

→神の民として整えることの大切さ。それは、

単に安全な可に住むだけではない.イスラ

エルの人々の信仰と、その信仰に基づく生

活を整える必要があった。

3.人々は律法のことばを聞いて泣いた.ど

うしてだろう。また、ネヤミヤと祭司エズ

ラは、どうして「嘆いたり、泣いたりして

はならないJと言ったのだろう.

→人々が泣いたのは、律法のことばを聞き、

自分たちの罪の大きさに気づいたのだろ

う。礼拝においても、み言葉によって罪が

厳しく指摘される。しかし、礼拝は決して

絶望で終わるものではない。必ず赦しの宣

言と、救いの事ぴが与えられる。

4. 8:9・12にでているニつの f喜びjという言

葉を探してみよう。それなに遣いがあるだ

ろうか.私たちが経験する礼拝の喜びにつ

いて、話し合ってみよう。

→ 10節は、礼拝における喜びと理解される。

12節、食べたり飲んだりすることを過し

ての喜び。それらは、結びついているもの

で、そのことは使徒吉行録 2:42の初代教

会の人々の生活にも見られる。キリスト者

に与えられる喜びは、言葉だけのものでも、

満腹するだけのものでもない。礼拝の喜び

が、生活の中に現れる。 f主を喜び祝うこ

とこそ、あなたたちのカの源であるJ

(8:10)。
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9月21日 「礼拝の再建j 中学科

|ねらい>

0礼拝における喜びは、悔い改めの悲しみか

ら生まれてくるものであることを理解す

る。

|展開例>

Oネヘミヤ記 8:1・12を読み、律法の御言葉を

聞いて泣いた民が、礼拝において主を喜び

祝う者とされたことに注目しよう.悔い改

めの涙は、罪放された喜びを生み出す。

0真の礼拝は主を喜び祝うことであり、そこ

に私たちのカの源泉がある。

O暗唱聖句O

ネヘミヤ 8:10b

0祈りの課題。

話し合ってみようl>

o r主を喜び祝うことこそ、あなたたちのカ
の源であるjという御言葉について話し合

おう。

Oウエストミンスター小教理問答問 l、「人

生のおもな目的jとの関係について、話し

合おう。

|祈り>

神を礼拝し神を喜ぶ心をお与えください。

重富謹書日言集

目 ネへミヤ記 8章1-12節

月 ネヘミヤ記 9章5-8節

火 ネヘミヤ記 9章9-15節

水ネヘミヤ記 9章16-21節

木ネヘミヤ記 9章22-24節

金 ネヘミヤ記 9章25-31節

土 ネヘミヤ記 9章32-37節

旬、、戸戸

女ミ二日記食

......... 
・圃圃
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9月28日 「新しい契約J 聖書研究

テキス卜 エレミヤ書 31章31匂 34節

旧約聖書の中で、 f新しい契約Jという言

葉はここだけに記されている。主イエスは、

最後の晩餐において、杯を、あなたがたのた

めに立てられる「新しい契約Jとおっしゃっ

た。教会は、これまでの聖書を旧約聖書と呼

ぴ、自分たちに与えられた新しい啓示の言葉

を新約聖書と呼んだ。つまり、古い契約は、

契約の成就者イエス・キリストにおいて完成

されたと告げるのである。キリストを信じて、

結ばれる者は罪放され、義とされ、心に樟法

を書き記されて、律法を喜ぶ者とされるので

ある。

ただし、誤解しではならないことがある。

古い契約は、「祭儀Jとしはもはや必要ない

が、旋としては新しい契約の時代においても

なんら古びていない。我々は礼拝式で喜ぴと

感謝をもって十戒を唱え、神に賛美をささげ

ている。また、決して、個人的な神関係がこ

こから始まるというようなことでもないので

ある。神が主権的にイスラエルの民に律法を

与え、それによって彼らを神の民として形成

される、この律法の目的に変更はない。

それなら、ここでの新しさ、その遭いとは

何であろうか。それは、古い契約は石の板に

記され、民の前に置かれたのに対し、新しい

契約は、心に記され、民の(胸の)中に置か

れたことにある。

本来、神は、御自身の契約を徹底的に破り

続けた民を、御自身の正義の怒りによって、

王国を崩壊させ、それっきり歴史から消し去

られて良いはずであろう。民は自分遣に下さ

れた、神の怒りと審きを甘んじて受け入れる

以外にないはずである。ところが、エレミヤ

は驚くべき預言を語る。神が「とこしえの愛

をもってあなたを愛し、変わることなく慈し

みを注ぐJ(3)というのである。契約の神、

つまり慈しみ(ヘセド=契約の愛)の神(3)

が、不変の神でありたもう故に、神の民の救

いは成り立つのである。このイスラエルに

とっての未曾有の危機の折に、 f患を赦し、

再び彼らの罪に心を留めることはない」と

おっしゃった故に、罪の赦しの恵みが際立つ。

エレミヤの預言活動の厳しさは、民の心の

かたくなさを指摘し、悔い改めを迫ったこと

であった。エレミヤほど、律法をタト側から強

制され、その恵みを説き聞かされたとしても、

律法が心にまで入り、心を動かすことなしに

は、これに生きることはできないことを知ら

されていた預言者も少ない。しかし、やがて

律法が心に書き記されるときが来るのであ

る。

子らには、この預言は、主イエス・キリス

トの来臨によってその成就が始まったこと、

私どもの心に律法を喜ぶ「新しい心J(エゼ

キエル書 36:26他)が与えられていること、

しかしなお、 f主を知れJと言って教えなけ

ればならないし、この「新しさ jに留まるた

めには、信仰の戦いを避けられないことを告

げたい。同時に、契約の神は、必ず、 f新し

い契約jを完成してくださるので、明るく待

ち望みつつ生きることができることを悟らせ

たい。その証拠として、「キリストの御業J

(r子どもカテキズム』問 24) と「聖霊の御
業J<r子どもカテキズム』問 65、教会に生
きる新しい生)にあずかる私どもの幸いを豊

かに味わいたい。(相馬伸郎)
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9月28日 「新しい契約j 説教展開例

テキスト エレミヤ番 31章31... 34節

〔単元のねらい〕

これまでの旧約時代における救済史を視野に置きながら、新しい契約が実現されたことのす

ばらしさと、ご自身の民とのあいだに結ぼれた契約を貫き通される神の恵みを覚えたい。

『摘しい契約』

神さまは旧約聖書の時代には、神さまの救

いの恵みを世界にむかつてあかしするため

に、とくにひとつの民をお選びになりました.

それがイスラエルの民です.神さまはイスラ

エルをほかのどの民よりも愛され、さまざま

な恵みを注いでこられました.

しかしイスラエルはその神さまの愛と恵み

にこたえるどころか、神さまにそむいて揮を

おかしました。それで、神さまはイスラエル

を滅ぼされました。正義の神さまは、たとえ

愛するイスラエルといえども、その罪を見の

がすことはなさいません。神さまはご自分の

み手を痛めつつ、あえてイスラエルを打たれ

たのです。

けれども神さまは、さばきの時が満ちると、

イスラエルをゆるして、またご自分の民とし

てくださったのです。ちりぢりになって迷い、

傷つき、倒れていた羊たちを世話する羊飼い

のように、神さまはもうあなたがたの罪は思

い出さないことにするとおおせになって、ふ

たたびイスラエルをご自分のふところに集め

てくださったのです。神さまの愛はかぎりな

く深いのです。

そして、神さまはエレミヤという預言者の

ロをとおして、すばらしい約束を諮ってくだ

さったのです。今朝はその約束について学ぶ

ことにしましょう。

神さまは約束なさいました。

fわたしの律法を彼らの胸の中に授け、彼ら

の心にそれを記す。わたしは彼らの神となり、

彼らはわたしの民となるJ(33節)。

旧約聖書の時代にも、神さまはご自身がお

選びになったイスラエルの民に、ご自分のみ

言葉を与えてくださいました。神さまが荒れ

野を旅していたイスラエルに、モーセさんを

とおしてシナイ山で、十のみ言葉をさずけで

くださったことを思い出してください.

でも、そのときには神さまのみ言葉は、ニ

枚の石の板に刻まれていました。モーセさん

はその石の板を受け取ったのです。つまり、

そのときには神さまのみ言葉は、まだ私たち

の心のタトにあったということができます。

でも、エレミヤさんをとおして神さまはお

おせになりました。わたしは約束する。その

日が来たら、わたしはわたしの言葉を、あな

たがたの心のなかに、わたし自身の手で刻み

つける。

これはすばらしい約束ではないでしょう

か。なぜなら、神さまのみ言葉が私たちの心

のタトにある間は、まだ神さまのみ言葉は私た

ちから遠いですね。また、いくら神さまのみ

言葉が与えられていても、私たちの罪の心そ

のものが変えられなければ、私たちはそれを
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守ることはできません。

けれども神さまは、私たちの心にみ言葉を

刻みつけると約束しでくださったのです.そ

のとき、私たちの心そのものが変えられるの

です。私たちは罪ゆるされて、罪のためにか

たい石のようになっていた心がやわらかくさ

れます。そのように神さまの恵みによって私

たちの心そのものが新しくっくりかえられる

とき、はじめて私たちはほんとうに神さまを

知り、神さまと交わることができるのです。

エレミヤさんが諮ったこの約束は、いつ実

現したのでしょうか。

それは、イエスさまがこの世においでに

なったときです。イエスさまは手ムたちの身代

わりに十字架に死なれ、私たちの罪をすべて

ゆるし、それによって神さまは私たちと仲直

りをしてくださいました。イエスさまは私た

ちの罪の心を、やわらかな従11買な心にっくり

かえてくださいました。

そしてぺンテコステの日に、約束どおりイ

エスさまのみ霊がおくだりになりました。そ

のとき、あの約束はほんとうに実現したので

す。私たちの心にみ言葉が記されるとは、聖

霊なる神さまが私たちの心に住んでくださっ

て、手ムたちといつまでもともにいてくださる

ということだったのです。

「見よ、わたしがイスラエルの家、ユダの家

と新しい契約を結ぶ日が来る、と主は宮われ

るJ(31節)。

皆さんは旧約聖書、新約聖書というときの

「約jとはどういう意味か知っていますか。

f契約Jという意味です。「契約j とは神さ

まとの恵みの交わりのことです。エレミヤさ

んは f旧約Jの時代の人でしたが、やがて実

現する「新しい契約」のすばらしさについて

あらあじめ語ったのです。その新しい契約は

イエスさまによって実現しました。神さまの

み言葉は、すでに私たちの心に記されている

のです。(木下裕也)

〔今日の暗唱聖句〕 エレミヤ書 31章33節後半

わたしの律法を彼らの胸の中に授け、彼らの心にそれを記す。

わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民となる。
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幼稚科「新しい契約J9月28日

でも、神様のお約束はそれで終わってし

まったのではありません。神様は約束をお忘

れになることなく、新しい約束をお与えくだ

さいました。その約束は、救い主イエス様を

与えてくださるという約束でした。旧約の約

束を神様はずっと変わることなく守ってくだ

さって、新しい救いの約束を私たちにお与え

くださいました.それが、王イエスさまであ

り、新しい約束、新約なのです。

そう、旧約と新約は一つの神様の約束です。

私たちを救ってくださる神様の愛の約束が書

かれているんです.そのことを覚えて旧約も

新約も大切にして、聖書を読もうね。

〈ねらい〉

旧約から新約へのつながりをつけてあげま

しょう。

〈展開例〉

旧約とは神様との古い契約(約束)という

意味です。旧約聖書の中には、神様がイスラ

エルの民を愛して選んでくださったとありま

す。神様はイスラエルをとっても愛して、救

いの患みに入れてくださいました。

イスラエルの人たちは神様が喜ばれる生き

方ができたでしょうか? いや、神様の宮う

ことを聞きませんでした。そのため、神様は

お怒りになって、イスラエルの国を滅ぽされ

たのです。

画用紙にはります。

くやってみよう〉

聖書のしおりをつくろう1
①しおりの大きさの画用紙を用意します。

②聖書全巻の名前を書いた紙を適当な大きさにコピーして、

③穴開けパンチで穴を開けて、リボンをむすびます。
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※ 104ページに拡大したものを掲載しています

〈さんぴしよう〉

聖書の名前をうたって覚えましょう.

いのちのことぱ社・日本児童謡音伝道協会、『ふくいん子どもさんびか』、 19番
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9月28日 「新しい契約J 小学科下級

〈暗唱聖句〉

エレミヤ書 31章33節後半

〈学びのポイント〉

1.神様はわたしたちと契約を結ばれる。

2.新しい契約は心に記される。

3.キリストによる契約の成就。

〈展開例〉

神様がわたしたちに与えてくださる契約と

は、神様の側の一方的な行為によって与えら

れる救いの約束です。わたしたちがどれほど

神様にそむき、神様を悲しませることがあっ

ても、わたしたちの患を許し、再び彼らの罪

を心に留めることはないという素晴らしいも

〈やってみよう〉

『節しい契約への遁」ゲ-b.

〈すごろく〉

Zつも内|

のです。

この契約は、イエス様をこの世界の送って

くださり、イエス様が十字架につけられ、三

日目に復活されたことによって実現しまし

た。そして、いま、聖霊によってわたしたち

の心に、イエス様が救い主であることを教え

てくださいます。

〈祈りましよう〉

神さまは、どんなときも、やくそくをゃぶ

りません。わたしの失敗を、なんどもゆるし

てくださいました.いま、わたしのこころに、

イエスさまがおられます.ありがとう。

w母子?I 2因。事.~

お〉 ~ 

2フeJeJL、!
σいころ0I8r:.，r
4むる

r (蛮待作

~-tf9';.1-7付与ヌ9- 1- 1τω
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9月28日 「新しい契約J 小学科上級

〈ねらい〉

エレミヤは、神様に背〈ユダの国が神様の

裁きを受け、国の滅びを経験することを預言

した。しかし、滅びの預言とともに、復興の

預言も行った。それは、単にユダの復興だけ

ではなく、神の民イスラエルの復興としての

終末的祝福を指し示している。

〈展開例〉

1.エルサレムが新パピロニア帝国に滅ぼさ

れたとき、神殿も破壊され、宝も持ち去ら

れた。神殿の中心である神の箱(契約の箱)

も略奪されたのだろう。神の箱を納めた神

殿を中.~とした宗教生活によって、神様の

との関係を保ってきたイスラエルに望みは

あるのか。

→神の箱は神様のご臨在を示すものとして大

切だった。しかし、エレミヤは終末の祝福

を伝える。そこでは、神様ご自身がご自分

の民の中にともにいてくださる。そのとき、

「神の箱はJ不要になり、神の民そのもの

が神様が住まれる神殿になっている(参考

3:16-18) 0 それは、インマヌエルのイエス

様が世に来てくださった新約の世界にはっ

きりと実現する。

2. r新しい契約J(31:31)があるなら、「古い
契約Jもあるはず。それは何だろう。それ

と比べて、「新しい契約jはどのような遣

いがあるのだろう.

→「古い契約Jは fエジプトの地から結んだ

もの」とあるように、十戒を中心とした戒

めと、そこで明らかにされた神様とイスラ

エルの関係のこと。 f新しい契約jの特徴

は、 33，34節からは、「心に記されるj、そ

うすると、「兄弟どうし『主を知れ』と言っ

て教える必要がないj、神様は「彼らの罪

を心に留められないj、など。それらは新

約時代になって、イエス様が世にこられ、

律法を完成されたことによって、明らかに

された.

3.新しい契約つまり新約時代の今の時代の

礼拝の特徴は何だろう.

→今は、神の箱だけでなく、神殿もない。世

界の各地の教会で、「知っているものとし

てJ神様が礼拝されている(ヨハネ

3:21・，22)。それは聖霊がくだり(使徒2章)、

聖盤のご臨在とともにイエス様ご自身が一

緒にいらしてくださる礼拝(マタイ 28:20)。

4.旧約時代は新約時代よりも劣った時代と

いうことになるのか。

→キリストの救いがどれだけはっきりと示さ

れているかという点では、そう言えるかも

しれない。しかし、旧約の時代なしには新

約の時代はあり得ないし、旧約聖書もイエ

ス様による救いを示している.エレミヤ

31:31はその代表的箇所。新約聖書は、旧

約聖書としっかりとつながり、そのニつで

聖書が成り立っている.

5. r新しい契約Jに関係することばを、イ
エス様が使われたことを知っているか。

→最後の晩餐における、イエス様の聖餐の制

定の御言葉<rわたしの血によって立てら

れる新しい契約」、コリントー 11:25)。そ

れは、教会では、聖餐式のたびに諮られて

きた。
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9月28日 f新しい契約」 中学科

| ねらい>
0神が聖霊において私たちの心の内に住み、

私たちにおいて神のみわざが行われる時代

が来ていることを学ぼう。

|展開例>

o rわたしの律法を彼らの胸の中に授け、彼
らの心にそれを記す。・. . J (エレミヤ

31:33b) o. この約束がペンテコステ(聖霊

降臨)において成就していることを学ぼう。

o rわたしが清い水をお前たちの上に振りか
けるとき、お前たちは清められる。・

わたしはお前たちに新しい心を与え、お前

たちの中に新しい霊を置く。わたしはお前

O暗唱聖句O

エレミヤ 31:33b

0祈りの課題。

たちの体から石の心を取り除き、肉の心を

与える. . . J (エゼキエル 36:25.27)

|話し合ってみよう!>

0神は、人聞を神のかたちに造り、人間に神

の言葉を与え、律法を与え、それを心に刻

みつけ、聖霊をお与えくださった.こうし

て、神は私たちを神に応答する者としてお

られる.神に応答する恵みと祝福について

話し合ってみよう。

|祈り>

私たちの心に神の言葉を書き記し、聖霊を

お与えください。

重富謹書日爵震

日 エレミヤ書 31章1... 6節

月 エレミヤ書 31章7... 9節

火 エレミヤ書 31章10... 17節

水 エレミヤ書 31章18... 20節

木 エレミヤ書 31章21... 26節

金 エレミヤ書 31章27... 34節

土 エレミヤ書 31章35... 40節

〆-

カミ二日記女

ー-
~ 
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<9月28日分 幼稚科教材》

きゅうやく しんやく

そうせいき またいふくいんしょ

しゆっえじぷとき まるこふくいんしょ

れぴき るかふくいんしょ

みんすうき よはねふくいんしょ

しんめいき しとげんこうろく

よしゅあき るーましょ

ししき こりんとしよいち

るっき こりんとしょ lこ

さむえるきじよう・げ がらてやしょ

れつおうきじよう・げ えるtえそしょ

れき定いしじよう・げ ふいりびしょ

えずらさ ころさいしょ

ねヘみやき てさる|こけしよいち

えすてるき てさろ|こけしよ!こ

よぷき てもてしよいち

しへん てもてしょ|之

しんげん てとすしょ

こへれとのことば ふいれもんしょ

がか へぷらいしょ

いざやしょ やこぶしょ

えれみやしょ ぺとろしよいち

あいか ぺとろしょ!こ

えぜきえるしょ よはねしよいち

だ!こえるしょ よはねしょ|之

ほせあしょ よはねしよさん

よえるしょ ゆ定しょ

あもすしょ よはねのもくしろく

おぱでやしょ

よなしょ

みかしょ

怠iまむしょ

はぱくくしょ

ぜる1あ|こやしょ

はがいしょ

ぜかりやしょ

まらきしょ
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日曜学校 2003年度カリキュラム (2003年10~ 12月分)
一救済史に基づく一年間のカリキュラムー

月 日 主 題 聖書箇所 暗唱聖句

教会暦・行事 単元の目標

10月 5日 洗礼者ヨハネ・神の小羊 | ヨハネ福音書1:1凶| ヨハネ1:29

小羊キリストの蹟いによってキリストの鑑人とされた光栄と使命を学び、招く

10月12日 カナでの婚礼 | ヨハネ福音書2:叫 ヨハネ1:14ab

主イエスを信何によって迎えて、主が共にいてくださる幸いと確かさへと招〈

10月19日 ニコデモとの対話 ヨハネ3:16

救いは恵みである。主イエスと結ぼれて新しい人とされる喜びへと招く

10月26日 サマリアの女との対話 | ヨハネ福音書4:1・26I ヨI、ネ4:24
真の礼拝をささげて、人生の目的を満たすことへと招く

11月 2日 ベトサダの池でのいやし | ヨハネ福音書5:川 ヨハネ5:17

悩みを知り、近づき解決してくださる主イエスを知り、摂理の信仰へと招く

11月 9日 5000人の給食 | ヨハネ福音書6:川 | 主の祈り・第四祈願
日々の必要を主イエスに求めさせる。信何が生活そのものとなるよう招〈

11月16日 生まれつきの盲人のいやし| ヨハネ福音書9:1-12I ヨハネ9:3
主イエスの力を知り、主と共に働き、主のみわざを担うことへと招〈

11月23日 父に至る道 | ヨハネ福音書14:1・7I ヨJ、ネ 14:6
キリストこそ救いの頂点、救いの唯一の道であることを学び、伝道へと励ます

11月30日 待降節・マリアへの予告 | ルカ福音書1:2ω | ルカ 1:28
主が共にいてくださる恵みを喜ぶことへと招く

12月 7日 待降節・マリアの賛歌 ルカ福音書1:39-55 I ルカ 1:47
自らを小さくして、主なる神をほめたたえることへと招く

12月14日 待降節・ヨハネの題生 ルカ福音書1:57-66 I ルカ 1:63戸64
神を信頼して待ち望み、希望のうちに忍耐し、祈り続けることへと招〈

12月21日 降鑓祭 ルカ福音書2:1・20 ルカ2:11

主イエスを受け入れて、主イエスのお誕生を心から喜び祝おう

12月28日 一年の感謝 E寺絹121編 詩編121:1・2

この一年の歩みを感謝し、新しい一年を待ち望み、神に信頼することへと招〈
----'--
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日曜学校 2003 年度カリキュラム (2004 年 1~3 月分)
一救済史に基づく一年間のカリキュラムー

月 日 主 題 聖書箇所 暗唱聖句

教会暦・行事 単元の目標

1月 4日 聖霊の降臨 使徒雷行録2:1・13

1月11日 ペトロの鋭教 | 使徒富行録2:1糾 .2I 

1月18日 足の不自由な人のいやし | 使徒雷行録3:1・10

1月25日 ペトロの神殿での鶴教 |使徒雷行録制ー2_6_.J 

2月 1日 ステファノの殉教 | 使徒雷行録ゆ8:1I 

2月8日 官官の救い | 使徒吉行録8:26-40 I 

2月15日 サウロの回心 使徒雷行録9:1・19

2月22日 第一次伝道旅行 | 使徒吉行録恰:叫 l 

2月29日 マケドニアの幻

3月 7日 エフェソでの告別説教 | 使徒雷行録20:17.・38I 

3月14日 ローマへの旅 使徒雷行録27章

3月21日 ローマにて 使徒言行録28章

3月28日 受難節
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あとがき

中部中会教育委員会日曜学校教案誌編集部

主の御名をほめたたえます。

ここに、『日曜学校教案誌』第 10号を皆様のお手元にお届けすることができますことを婚し

く思い、主なる神様を心から諭美し、ご支援くださっております諸教会の皆様に、心からの感

謝を申し上げます。多くの日曜学校教師の方々、教会の兄弟姉妹方、牧師諸先生方に励まされ

て、執筆・編集に取り組むことが許されています.すでに執筆陣は、中部中会の枠を超えて、

他中会の諸先生方と日曜学校教師会にも広がっています.新たに名乗りをよげてくださる方々

も与えられています。多くの方々にこの営みに携わっていただきたいと願っています。

日曜学校の衰退が叫ばれる中、カリキユラムや教案誌のことよりも、子どもを集める方法を

まず考えるべきだという蟻論もあります。しかし、私たちは、日曜学校を神礼拝の営みとして

聾えることこそが、日曜学校の営みが祝福される筋道であり、また急、務であると考えています。

この教案誌が、中部中会のみならず、日本キリスト改革派教会全体の日曜学校の営みの益と

なることを、心から祈り願っています。さらには、改革派教会の枠を超えて、日本の改革・長

老主義に立つ諸教会の日曜学校の営みにも、ささやかながらも貢献できればと思います.

皆様の教会の日曜学校の働きが祝福され、多くの子どもたちに福音の喜びが宣べ伝えられま

すように。この教案誌がそのために豊かに用いられ、日曜学校の教師がたの助けとなることを

心から祈り願っております。また、ぜひ今後も教案誌の発行を支えてくださり、編集部のため

にもお祈りくださいますよう、心からお願い申し上げます。

なお、印刷・製本には慎重を期しておりますが、乱丁・落丁の場合は、お取り替えいたしま

すので、ご連絡ください。

SoliDωGloria! 

女執筆者一覧食

聖書研究・説教展開例 分級展開例

木下裕也 豊明教会牧師 幼稚科 津島伝道所日曜学校

相馬伸郎 名古屋岩の上伝道所宣教教師 小学科下級 多治見教会日曜学校

春名義行 津島伝道所宣教教師

三川栄ニ 稲毛海岸教会牧師

望月信 高蔵寺教会牧師

相馬伸郎(長)

木下裕也

春名義行

望月信

小学科上級 神港教会聖書学校

中学科 吉岡良昌(東部中会)

表紙イラスト・・弓矢容子

女編集部食

名古屋岩のよ伝道所宣教教師

豊明教会牧師

津島伝道所宣教教師

高蔵寺教会牧師
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TeVFax.0567-26-4221 

頒価 700円(本体価格)



/
/
/
 


